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プロローグ

「恵え真まちゃん？　聞こえているの？」

「──う、うん。それで、おばあちゃんいつ頃帰ってくるの？」

「一週間後くらいかしら。お土産をたくさん買って帰るから楽しみにしていてね」

　祖母が帰ってくる──その連絡に恵真はしばらく言葉が出なかった。

　春先に祖母の瑠る璃り子こに頼まれ、恵真は家の管理と黒猫クロの世話を任された。仕事を辞め、実家に戻ったものの、どこか所在ない思いで過ごしていた恵真にとっては自分のすべきことができたことに、安堵する思いもあったのだ。

　だが、訪れた祖母の家で恵真は二人の少年に出会う。

　アッシャーとテオと名乗る二人の少年に恵真は仕事を頼み、その礼にホットケーキを渡した。喜んで帰っていく二人の忘れ物に気付き、恵真が裏庭のドアを開くとそこには見たことのない世界が広がっていたのだ。

　裏庭のドアから訪れたアッシャーとテオをきっかけに、恵真の日々は一変した。冒険者のリアム、兵士のバートとも知り合い、彼らの協力を経て、店を開くこととなったのだ。

　店の名は喫茶エニシ、不思議な縁をきっかけに繋つながったその関係にちなんで恵真がそう名付けた。

　異世界の街マルティアでも店の名は知られるようになる。

　じゃがいもやキャベツといった野菜や豆の価値、こちらの世界では香草であるバジルなどがマルティアでは薬草として扱われていることなど、その日々は恵真にとって驚きの連続でもあった。

　多忙な日々で忘れていた料理を作るのが好きであったこと、そしてその料理を喜んでもらえる嬉うれしさを恵真は異世界の人々と過ごす日々の中で再認識したのだ。

　だが、祖母の帰宅と共にその日々は終わりを告げようとしている。

　長い旅行から、祖母が無事に帰ってくる──それは喜ぶべきことである。

　しかし、同時に恵真は祖母の瑠璃子に裏庭のドアと異世界が繋がっていること、その状況で喫茶エニシを営業していることを打ち明けねばならないのだ。

　春先のあの出会いから季節は過ぎ、窓の外にはもう秋の気配が漂う。

　恵真は目を伏せ、小さくため息を溢こぼすのであった。


カリカリ梅と夏野菜のピクルス

　日差しはそこまで強くはないものの、蒸し暑い日が続く。

　恵真は大きなやかんに麦茶を沸かして冷やし、カウンターキッチンの上に置いた。これは客用ではなく、店員であるアッシャーとテオのものだ。

　これからの時期、こまめな水分補給は必須である。

　喉が渇いたと感じる前に、麦茶を飲むようにと二人には言ってある。

　今も恵真に言われ、二人は座りながら麦茶を飲んでいた。バゲットが半端に残っていたので、恵真はオーブンでカリッと焼き、ブルーベリーのジャムを添えて出した。

　バゲットサンドは今日も完売している。

　この分だと早めに冒険者ギルドに卸おろしたほうが良いかと恵真は考えていた。その分、数を用意したり、早く起きたりと恵真の負担は増えるだろう。

　しかし、自分が作った料理が必要とされるのは恵真にとって喜ばしいことだ。

　喫茶エニシでの日々に充実感を覚える恵真であった。

　バゲットサンドの件で喫茶エニシにはリアムが訪ねてきている。

　冒険者ギルドへの交渉は恵真不在でも問題ないとのことで、恵真側の要望を詳しく聞きたいとリアムとの話を進めているのだ。

「トーノ様のご希望や条件がありましたら、お教えください。できる限りこちらの要望を通させるように努めますので」

「要望ですか……ええっと、こちらからのお願いはこれといって思い浮かぶものがなくって……。あ、でも、気になっていることはあります。販売するバゲットサンドの個数は確認しておいたほうがいいですよね。あとは具材！　もし、バゲットではなく他のパンにしたら問題はありますか？」

　恵真は気がかりであったことを一気にリアムに問う。

　まず考えたのは、どんなバゲットサンドにするか、そしてその個数だ。

　バゲットは近所のパン屋で購入しているので、買える個数も限られてしまう。中身も冒険者ギルドということもあり、好みを冒険者達に合わせた商品にしたほうが良いかもしれないと恵真は考えていた。

「そうですね。そちらはトーノ様のご自由になさって構わないかと思います。あちらに確認も取りますが、薬草の効果に問題がないようでしたら構わないでしょう。現在の店頭での販売もありますので、そちらを優先させた上でできる個数はいくつですか？」

「……五十個ですかね」

「……トーノ様？」

「す、すみません！　もっと必要ですよね！」

「……三十個で問題ないですか？　難しいようでしたら、もう少しご負担のない形を考えましょう」

　ついつい、もっと作れるのではないかと言われるのかと覚悟していた恵真は、リアムの言葉に安堵する。使用するパンもバゲットでなくロールパンなどを使用すれば、より扱いやすく時間もかからないだろう。

　そうなれば、恵真側の経済的負担もそこまで大きくはない。

　アッシャーとテオに店の手伝いをしてもらってはいるが、料理は恵真がすべて一人で行っている。そのため、かかる時間なども考慮せねばならないのだ。

「いえ、三十個なら大丈夫です。それでお願いします！」

「……わかりました。決してご無理はなさらないようにお願いします」

「はい、ありがとうございます」

　リアムは具材なども含め、恵真の好きにしていいと言う。

　冒険者ギルド側の希望は、それで大丈夫なのだろうかと恵真は少々気になってしまう。

　そんな思いは表情にも出ていたようで、リアムに問いかけられる。

「何か、気になる点がありますか？」

「あの、具材なんですが、違う物にしたほうが良いのか考えているんです。甘いパンを好む方もいます。喫茶エニシではそちらも販売しているんです。冒険者ギルド用はどうしたらよいのでしょう」

　冒険者ギルドにとって、携帯食より安価で食べやすいバゲットサンドは確実に入手しておきたいものである。

　手が出しづらい価格の携帯食は効果はさておき、味が悪い。

　その独特の風味は日にちの経った、質の悪い薬草を使っていることにありそうなのだが、輸入している商品でもあり、改善は不可能だ。

　しかし、恵真のバゲットサンドは安価に薬草が口にできる。

　そのため、具材はなんであろうと薬草さえ入っていれば、リアムはあちらに不満など言わせる気はない。一方の恵真は、真しん摯しに自身の料理をより良い形で卸す事を考えていた。

　そんな恵真に、リアムも冒険者ギルドの要望を考慮した考えを話す。

「……そうですね。現在使っているのはバジルとシナモンでしたね。恐らく冒険者ギルドでは鎮痛・殺菌の効果を持つバジルの需要が高いと思います」

「そうなんですね。では、バジルのものにしますね！」

「えぇ、具材はバジルが入っていれば、その日によって異なっても問題ないはずです」

「あ、日替わりサンド！　それもいいですね」

　その日のある物で、自由に作れば恵真の負担が減るのではというリアムの考えだ。

　けれど、恵真の中では日替わりサンドという、客に喜んでもらえるスタイルとして受け止められる。

　恵真の性格上、どうしても誰かに喜んでもらえるものという考えになってしまうのだ。

　彼女の考えも重要だが、その優しさは交渉には不向きであろう。

　リアムはできる限り、こちら側の有利になるように自身の判断で交渉することを密かに決めた。

「薬くす師しギルドのお話ですが、粉末状のもので良ければすぐご用意できますよ」

「本当によろしいのですか。……でしたら、いずれは薬草が手に入りやすい形になりますね。これは大きな変化をもたらします」
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「いえいえ！　前も言ったとおり、できることをするだけなので……」

　ご用意も何もこれに関しては市販のものである。

　バゲットサンドに使用しているバジルは、恵真が庭の家庭菜園で生育しているものだ。しかし、こちらは買って来ているだけなので、あまり評価されると恵真としては少し心苦しい。

　リアムはというと、薬くす師しギルドのことを考えている。

　彼らは、薬草のことしか頭にないような者達の集まりだ。

　先日会った、中央区域の支部長サイモンの様子から見ても、薬草となると目の色を変えることがわかった。

　そのため、良質な薬草を供給してくれる恵真に、決して危害を加えはしないだろう。あまりに、恵真を慕う様子からは、些いさかか面倒そうな予感がするのだが。

　薬くす師しギルド、冒険者ギルドと彼女を守る存在は多いほうがいい。

　リアムは冒険者ギルドのギルド長セドリックとの交渉のため、喫茶エニシを後にしたのだった。

「おいしかった！　ごちそうさまでした！」

「ありがとうございます。エマさん」

　アッシャーとテオは麦茶とバゲットを食べ終えたようだ。

　恵真は以前、リアムが持ってきてくれたマルティアのパンをパン切り包丁で切ってみる。

　そのかけらを口にすると一気に口中の水分が持っていかれる感覚になる。硬さがあり、油分がないのだ。

　その分、日持ちはすると思うのだが、飽きも来るかもしれない。

　麦茶をひと口飲み、より美味しく食べる方法がないかと恵真は考えを膨らませるのだった。
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　今日は曇天で日差しこそないが、気温が高くかなり蒸し暑い。

　バートは稽古場で訓練に精を出す。いつもは飄ひよう々ひようとした振る舞いの目立つバートだが、兵士として鍛錬に手は抜かない。

　だが、今日はそんな彼も動きに精彩を欠く。それは周囲で剣を振る、他の者も同じである。

　バートやダンはまだいいほうで、新人のカーシー達にはかなり疲れが出ているようだ。

　じっとりとまとわりつくような湿度のある空気、息苦しさと暑さの中で激しく動くのだから無理もない。

　しかし、そんな皆の様子に反して隊長の檄げきも飛ぶ。

　そんな中、一人の兵士が倒れた。それは体力自慢のジャンである。

　新人だったバートに「野菜ばかり食べると緑になる」そう言った筋骨隆々の男が倒れたのだ。訓練は一時中止となるが、他にも具合を悪くする者が何人も出る。

　皆、顔色が悪く、だるそうにしゃがみ込んだり、吐き気がするのか口元を押さえている。

「おい、バート。お前は大丈夫か」

「そういうダンこそどうなんすか？　まぁ、倒れたらオレが介抱してあげてもいいっすよ」

「その様子なら問題ないな。カーシーは？」

「あぁ、医務室に運ばれて行ったっす」

「あの様子なら仕方ないな」

　バートとダンが後ろを向くと、数人の兵士がよたよたと他の兵士に肩を組まれ、医務室へと向かっていく。彼らはまだいい。

　ジャンに至っては後輩達が担架を持ち出し、そっと医務室へと運んでいく最中だ。

　いつもは後輩を厳しく指導する彼の不調に、若手の兵士達は不安げな表情を浮かべる。

　実は最近、こういったことが多いのだ。

　体力は人一倍ある兵士が、訓練中に次々と体調不良を起こし、ひどいものだと自力で歩くこともむずかしくなる。稽古中だから対応できるが、これが任務の最中であったならと兵士達の中で不安が高まっていた。

　だが、理由らしい理由も見つからない。

　そのため、兵士達の中ではただただ動揺が広がっている。

「なんなんすかね……」

「わからん。だが、用心するに越したことはないだろうな」

　例年にはない事態、流行り病なのではという噂もあるが、バートもダンもそれを決して口にはしない。軽々しく口にすれば、さらに噂は広がっていくのだ。

　バートは暗い空を見上げると、蒸し暑く息苦しい空気の中で重いため息を吐ついた。
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　冒険者ギルドのギルド長室には二人の男がいる。

　足を組み、ゆったりとソファーに座るリアムは、紅茶を飲んでいる。その姿は自室にいるかのように寛いで見える。向かいに座るセドリックは、眉間にくっきりと深い皺しわを刻んでいた。

「……数は日に三十か。あぁ、パン自体は素材が変わっても問題ないぞ。薬草入りならな。で、他に彼女からの要望はあるのか」

「そうだな。バゲットサンドの受け取りには信用のおける者を用意してくれ。腕の立つ女性がいいだろう。もちろん、口が堅い人間をだ。あと契約には彼女の都合もある。とりあえずはひと月、それ以降は更新する形になる」

　リアムが気にかけたのはバゲットサンドを納める役割を任せる人物だ。

　裏庭のドアと魔獣クロがいる喫茶エニシは安全な場所ではある。しかし、恵真とアッシャーとテオ、その三人を守れる人物であれば、より良いだろう。

「……更新か。はぁ……それ以外にはあるのか」

「冒険者はギルドで買うように徹底を。そうでなければ喫茶エニシで販売しているものも、冒険者達が買い占めかねないだろうからな」

「わかった。周知させよう」

　先程からセドリックは、リアムからの提案という名の要望にほぼ従っている。

　リアムの提案はそれほど無茶な内容ではないし、冒険者ギルドからぜひにと頼んだこともある。

　味が良く、価格も安価な薬草入りのバゲットサンドを冒険者が必要とするのは間違いない。冒険者の身の安全のためにも魅力的な食材なのだ。

　それゆえ、ギルド長のセドリックとしてはもう少し数が欲しく思う。

「……しかし三十か。もう少しなんとかならんのか」

「無理だな。私が頼んで鎮痛と殺菌の効果がある薬草入りを三十個にしていただいた。店舗では十個の販売であった物が三倍になってギルドでほぼ毎日買えるんだ。悪くない条件だろう。それにいずれは、薬くす師しギルドにも薬草を卸す計画がある」

　リアムの言葉にセドリックの表情が明るくなる。

「そうなのか……それは大きいな。それならパンがひと月ごとの契約でも問題ないな。彼女の薬草が普及するなら、現在輸入している薬草の値段は落ち着いていくだろう」

「あぁ、大きな変化になるだろうな」

　薬くす師しギルドを通し、薬草が広がる話を聞いたセドリックは一気に表情が明るくなる。

　それだけ、薬草は冒険者にとって必要なものだ。

　回復魔法を使える者もいるが、その力には限りがある。そもそも、回復魔法を使える者がそれほど多くいるわけではない。さらに、携帯食も購入する金銭的余裕がある者達ばかりではないのだ。

　特に力や経験のない新人の冒険者ほど、無茶をしがちだ。

　冒険者ギルドの役目は、冒険者達に仕事を斡あつ旋せんするためだけのものではない。彼らの権利を守り、冒険者として育てることにある。

　冒険者を志す者は少なくはないが、怪我や病などでその道を断念する者もまた多くいる。

　可能な限り、そういったことを減らすため、セドリックが冒険者ギルド長になってからは、現状の改善に力を入れている。

　ギルド長であるセドリックはそのためには力を惜しむ気はない。

「あぁ、あとはひと月の間とは言ったが、冒険者ギルド、または喫茶エニシの定休日は外すように。以上で問題ないか？」

「わかった。バゲットサンドの件はその条件で受け入れよう。誓約書を書かねばならんな」

「……あぁ、そうだな」

　セドリックは一枚の紙を取り出す。

　これは特殊な紙でできており、魔法によって契約が交わされる。魔法誓約書と呼ばれるもので正式な契約で用いられることが多い。

　主に貴族などが使用するものであり、貴族の生まれであるリアムもセドリックもその知識は幼い頃より身に付けている。

　通常の契約でも構わないのだが、セドリックは魔法誓約書を持ち出した。

　つまりはセドリックがこの契約を違たがえてほしくないという気持ちの表れであろう。魔法誓約で交わされた約束は絶対のものとなるのだ。

　ペンにインクを付けたセドリックは、条件をその紙にペンを走らせていく。すべての条件を書き上げるとリアムに手渡し、確認を求める。

「……セドリック」

「ん、なんだリアム。訂正したいことでもあるのか」

「いや、情報を追加したい」

　先程までの余裕の態度ではなく、リアムからは真剣かつ深刻な空気が漂っている。

　セドリックもまた姿勢を正し、リアムに向き合う。

　古くからリアムを知るセドリックは、彼が誠実な人間であることを知っている。そんな彼の表情から、今から彼が口にすることが重要だと察したのだ。

　リアムの紺こん碧ぺきの瞳に映るのは、どこか緊張したセドリックの姿だ。ピリッとした空気が部屋に満ちる中、リアムが口を開く。

「私がギルド登録をしたい人物、彼女は黒髪黒目の女性だ」

　リアムの突然の言葉に、目を見開き、セドリックはただ黙って彼を見つめるのだった。

[image: ]

「私、セドリック・グレイはここに誓う。この約束を違わぬと。この天地を治める神へと誓う」

　すると、紙に書かれたセドリックの名は光を放つ。

　セドリックからペンを渡されたリアムもまたペンを取り、自身の名を記しながら誓う。

「私、リアム・エヴァンスはここに誓う。この約束を違わぬと。この天地を治める神へと誓う」

　紙に書かれたリアムの名もまた光を放つ。そして紙自体が燃えるような光を放つと、紙自体が消え去り、約束は契約となる。これが魔法誓約であり、そこで交わされた約束は絶対のものとなるのだ。

　神秘的ともいえる魔法契約書を使った誓い、部屋には沈黙が満ちた。

　だが、その静寂も数十秒と続かない。

　静寂を破ったのはセドリックの無粋な笑い声だ。

「……ぶ、ぶはははははっ！　あぁ、リアム、お前はやっぱり変わらないなぁ！」

「…………」

　まだセドリックは苦しそうに体を曲げ、笑い続けている。そんなセドリックを前にリアムはめずらしく仏ぶつ頂ちよう面づらだ。

　魔法誓約書を出した時点で、リアムの心には迷いが出た。

　互いにこの契約を違えてはいけない、その状況の中でセドリックに恵真のことを話さず、契約を交わさせるのはあまりに不義理であると思ってしまった。

　そのため、ギルド登録するバゲットサンドの女性が黒髪黒目であることを正直に打ち明けたのだ。

「お前でこんなに笑えることがあるとは……。いや、すまない。お前は今も昔も素直な男だ。……ぶふっ」

「……いつから彼女のことを知っていた」

　いつもより低い声のリアムがセドリックに問う。

　そんなリアムの様子が面白いのだろう。先程までと打って変わって、セドリックはリラックスしてソファーに腰掛けている。

「いや、バゲットサンドの話を知る前は俺も噂だと思っていたんだ。だが、バゲットサンドを店頭で買った者の中で『黒髪の聖女』という言葉が広まっていてな」

「黒髪の聖女……」

「初耳か？　店主のその姿と薬草入りのパンを安価で売る心を称えて、密かに皆がそう呼んでいるらしいぞ。黒髪の女性の噂が時期を変えて二つも出たんだ。そりゃ、調べるだろう」

　黒髪黒目の女性の噂は、恵真がドアの向こうで見られたと言っていた頃のものだろう。

　喫茶エニシでバゲットサンドを販売するようになって、客が訪れているようになった。

　しかし、その者達が恵真を「黒髪の聖女」そう呼んでいるのはリアムも知らなかったことである。

　恵真が生活に馴染むまでと、セドリックとの交渉に時間を置いたことが裏目に出た。その期間にどうやら噂が広がってしまったらしい。

「一番大きな理由はリアム、お前だ。お前がギルド登録の代行を申し出るだけの人物、それで噂が信しん憑ぴよう性せいを増した。もう少し早く俺に契約させるべきだったな」

「そうだな、お前の言うとおりだ」

　不機嫌そうに短く答えを返すリアムに、セドリックは昔を思い返す。

　リアムとセドリックは古くからの友人だ。

　冒険者になりたてのリアムをセドリックは知っているのだ。

　すっかり大人になってしまったと思っていたリアムが、昔と変わらない実直さを持っていた。それがセドリックは嬉しくて仕方ない。

　そんな彼の気持ちがわかるからこそ、リアムも素っ気ない態度となる。気恥ずかしさの裏返しといえるだろう。

　セドリックはそれがまた、昔のリアムを見ているようで顔がにやける。

「だが、嬉しいよ。お前は他のギルドではなく、真っ先に冒険者ギルドを頼ってくれたんだからな。おまけに魔法誓約の前に、黒髪の聖女に関しても打ち明けてくれた。何も言わず登録させてしまえばいいものを……」

「初めはそのつもりだったが……。魔法誓約書を出されたらな。世話になった相手に不義理はできないだろう。結局、早かろうと遅かろうと俺はお前に彼女のことを打ち明けずに、魔法誓約を交わせない。……セドリックこそいいのか。黒髪黒目である女性を登録させることとなるが」

　この国での黒髪黒目の女性の登場は騒動にもなりかねない。そのうえ、その女性は薬草を広げようとしているのだ。

　リアムとしては、冒険者ギルドが恵真の後ろ盾になってくれることは心強い。

　ギルドは国や教会の影響を受けず、独立した存在であり、所属している者達の権利を守る役目も果たしているのだ。

「問題ないよ。お前の力になれるならなんてことないさ」

　リアムの心配に、セドリックはなんでもないことのように言い切る。

　反応に困ったリアムだが、口元をかすかに緩める。

「……頭の上がらない人間がどんどん増えていくな」

　大きな手でリアムは額を押さえた。

　だが、それは不快ではないのだろう。

　そんなリアムを見て、セドリックもまた微笑むのだった。

　喫茶エニシを出る際に、恵真にとって有利な条件で契約を交わすとリアムは決意していた。

　その目標こそ果たすことはできたが、古い知り合いであるセドリックは、こちらの事情を考慮した上で、魔法誓約を交わしてくれたのだ。

　むしろ、セドリックの想定どおりだったわけである。

「まぁ、悪いことじゃないさ。さて、この件はここまでだ。他に何か気になることはあるか？」

「……いや、この件以外ではない」

「じゃあ、俺のほうからお前さんに一つ。最近、冒険者の間で急に体調を崩し、倒れる者が多発している。特に多いのが依頼を数こなしてる連中だな。眩暈めまい、頭痛、ふらつきなどで依頼を途中で放棄することもある。皆、体力や健康状態には問題ない者達だ」

「流行り病か？」

「わからん。だが、兵士の中にも現れているらしい。気を付けておけ」

　最後までセドリックに心配され、リアムはすっかり弟扱いを受ける。アメリアもそうだが、若い日を知る者にはどうしても敵かなわない部分がある。

　だが、頭の上がらない人間がいるのも悪くない。

　一応は無事に交渉を終えたリアムは、冒険者ギルドを後にするのだった。
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「……よっし！　時間が短くなってきているー！」

「みゃうん」

　バゲットサンドを販売し始めた当初より、恵真は確実に調理時間が短くなり、手際も良くなっている。

　アッシャー達が来るまで、あと一時間三十分ほどある。

　以前はアッシャーとテオが来るギリギリまで、一人バタバタと準備をしていた。それを考えるとかなりの進歩だろう。

　これなら、冒険者ギルド用が増えても問題なさそうだ。

　時間はまだあるため、恵真は電子レンジで一人分の冷凍ごはんを温めることにした。

　冷蔵庫から陶器の瓶とガラス瓶を取り出す。陶器の瓶に入っているのはカリカリ梅である。これはおとなりの岩間さんから頂いた青梅を漬けたものだ。

　恵真も初めて挑戦するため、ネットの情報を収集して漬けたものである。

　その際に驚いたのは卵の殻を入れることだ。

　理由はより硬い食感にするためだそうで、出来上がったのがカリッとした歯ごたえも心地良い季節の味覚、カリカリ梅だ。

　もう一つのガラス瓶にはピクルスが入っている。

　きゅうりや、赤や黄のパプリカを使ったこちらも恵真が作ったものだ。冷蔵庫に夕べの残りのキャベツ炒めがあったため、こちらもレンジで温める。

　麦茶を入れ、テーブルにはお椀に入ったごはん、カリカリ梅、夏野菜のピクルス、それに夕べの残りのキャベツ炒めといった健康的な食事が並ぶ。

「いたただきます」

「みゃお」

　返事をするかのようにクロが鳴く。

　まず口にしたのは、カリッとした歯ごたえと塩の加減が絶妙な梅である。

　初めてにしては上出来なのではと、恵真は一人こくこく頷うなずきながら箸を進める。パプリカのピクルスも色鮮やかで食卓に彩りを添えている。

　こちらも甘さと酸味がちょうどいい。恵真はまたしても一人頷く。

　こうして恵真が食べながら考えるのも、また食べ物のことだ。

　バゲットサンドはおそらくすべて完売するだろう。

　だが、ワンプレート定食はどうなるかわからない。

　煮込み料理を中心にしたワンプレートの定食は恵真としても自信作である。

　その日によって、内容も変えているのだ。

　せっかく作った料理を、誰かに食べてもらえることを願いながら恵真は食事を終えるのだった。
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「エマさん、おはようございます！」

「おはようございます！」

　裏庭のドアを叩く音に、恵真がいつもどおりドアの後ろに立ち、サッと開ける。

　アッシャーとテオが入ってきて恵真に笑顔を向ける。二人共少し汗をかいているようで、すぐ上を店用のシャツに取り換えてもらう。

　二人が着替えているうちに、恵真は冷たい麦茶を用意して、夏野菜のピクルスも少し刻む。

「これを飲んでから、お仕事にしましょう」

「お仕事の前に休憩していいの？」

「今日は外、暑かったでしょう？　そのまえにちゃんと水分と塩分は摂らなきゃ」

「ありがとうございます」

　開店時間まではまだ少しある。暑い中、外を歩いてきた二人には水分と塩分が必要だろう。

　コクコクとグラスの麦茶を飲み、ピクルスを摘つまんだアッシャーとテオはバゲットサンドを入れた持ち手付きのカゴを持って店の外へ出ていく。

　十分くらい経ち、兄弟が帰ってきた。

　いつも笑顔で戻ってくるアッシャーとテオだが、今日はなぜか浮かない表情だ。

　アッシャーから代金を受け取った恵真に、テオが不思議なことを言う。

「お店の前になんかへんな人がいたよ」

「変な人？　怖いとかそういうこと？」

　もしそうであるならば、今日は開店を控えるべきであろうか。来てくれる客には申し訳ないが、大事なのはアッシャーやテオの安全であると恵真は思う。

　だが、そんな恵真にテオは首を振る。

「ううん、大丈夫。普通のへんな人だよ」

「普通の変な人？」

「こら！　テオ、お客さんに失礼だろ！」

「だって……」

　アッシャーが言うことも一理あるが、そういった違和感というのは案外はずれないものだ。

　恵真としてはその人物の情報を少しでも知りたい。

「何かあってもいけないから、その人がどんな人か教えてもらっていい？」

　そんな恵真の質問に、アッシャーは困った表情を浮かべる。

　やがて言葉を選ぶように答えを出す。

「あの、ちゃんとしてそうな……その……変な人です」

　どうやら、アッシャーもテオも、その人物の印象は似たようなものらしい。

　アッシャーからもテオからも変だと言われる人物が店の前にいる。

　恵真はこれから開店すべきかどうか、一層悩むのだった。
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「店の前にちゃんとした変な人がいる」アッシャーとテオからの情報に、恵真は開店時間を二十分過ぎても未いまだ看板を出せずにいる。

　そのとき、喫茶エニシのドアをノックする音と男性の声が恵真の耳に届く。

「すみません。開店はいつになりますか？」

「お客様だわ……。事情を説明しなきゃダメよね！」

「あ、エマさん！」

　そう言った恵真はパタパタとドアのほうへと向かっていく。

　せっかく来てくれたお客様ではあるが、事情を説明して日を改めてもらったほうが良いかもしれない。そんな思いから足早にドアへと向かった恵真は、ついつい自分でドアを開けてしまう。

「エマさん！　ダメですよ。僕らが開けますから！」

「あぁ、そうだったわ！　ごめんなさい」

　アッシャーに言われて、恵真は気付く。この裏庭のドアを開けて入ってきた者は恵真にとって安全な人物ではある。

　だが、不用意に開けるべきではないとリアム達から注意は受けていた。

　それは黒髪黒目という人目を引く恵真の外見も大おおいにかかわっている。

　リアム以外は知らないが実際には、幻影魔法と防衛魔法との重ね掛けがされたこのドアは安全そのものなのだが、警戒心の薄い恵真のことだ。不用意な行動に出かねない。

　心配性のリアムから母親のように細かい注意を恵真は受けていた。

　恵真が開けたドアの前には、上質そうなジャケットとスラックス、首元にはスカーフを巻いた、薄茶の髪にヘーゼル色の瞳の男性が立っている。

　彼の視線は恵真に向けられる。口元に手をあて、目を見開く姿は感動に打ち震えているように見える。

　恵真はおそらくはこの外見であろうと察する。喫茶エニシに訪れる客の反応では稀まれにあることであった。

「……あなたですね」

「はい？」

「この素晴らしい薬草サンドを作られたのは！　あぁ、本当に凄い！　これはこの国の人々、いや世界中に大きな変化をもたらしますね！　私はこの国の神を信じてはいませんが、あなたという存在は女神と言ってよいでしょう。あぁ、そうか、あなたが真の神なのですね！　なるほど、私は今日初めて神という存在を信じることができるのか……」

「あ、あの……」

　いきなり現れた紳士が高揚した様子で恵真を神と崇あがめだした。

　突然のことに恵真も咄とつ嗟さになんと言葉を返して良いのかわからない。

　よく見ると彼はバゲットサンドを手にしている。どうやらお客様であることは間違いないようだ。そして、彼はすでに店内に一歩足を踏み入れている。

　裏庭のドアを開け、中に入れた人物。つまり彼は恵真にとって、危険な人物ではないことになる。

　お客様であり、危険な人物ではないが、恵真はその興奮した様子に戸惑う。そんな中、テオが小声でぽつりと言う。

「さっきの人だ……」

　その言葉に恵真は納得する。

　テオは「普通のへんな人」、アッシャーは「ちゃんとしてそうな変な人」そう言っていた。確かにそのとおりの人物である。

　だが、ドアを越え店に踏み入れられたのならば、危害を加える問題がない人物なのであろう。

　恵真は戸惑いつつ、来店の目的を尋ねる。

「それで、どうされましたか？」

「店内での飲食は可能ですか？」

「あぁ、そちらのバゲットサンドですね。今日は暑いですもんね」

　今日は日差しも強く蒸し暑いため、店内での飲食を希望されたのだろう。そんな恵真の言葉に風変わりな紳士は首を振る。

「いえ、こちら以外に店内でも薬草入りの食事は提供されていますか？　もしありましたら、そちらを頂きたいのです」

　その言葉に恵真の表情がぱっと明るくなる。

　ワンプレートの定食はすぐにでも用意できる。恵真としても、マルティアの人々の口に合うかと気になっていたのだ。

「え、はい！　あります！　ワンプレートの定食があります。今日はじっくりコトコト煮込んだ鶏肉にバジルと胡こ椒しようをきかせてるんです！」

「それは素晴らしい！　ぜひ、頂きたいです」

「ありがとうございます！　どうぞこちらへ！」

　昨日から仕込んでいた料理をぜひ食べてもらいたい、そんな気持ちで恵真は男性を案内する。

　ヘーゼル色の瞳の紳士もまた、恵真の言葉に喜び、店内へと歩みを進める。

　少し風変わりな紳士と恵真のやり取りに、アッシャーとテオは首を傾かしげながらも水やカトラリーの準備を進めるのだった。

「美味です！　煮込まれた鶏肉と野菜、そのうえで、薬草が効果的に使われている！　今まで私が知っていた薬草とは鮮度も風味も全く違う！　これは革新的です。あぁ、私はこの時間をどう称たたえたらよいのでしょう……」

「えっと、味を気に入ってくださって嬉しいです。香草がお好きなんですね。でしたら、このピクルスはいかがでしょうか？　夏野菜を使ったもので、ピクルス液にはローリエを入れてるんです」

「本当ですか！　ぜひ！」

　変わった紳士と恵真は料理の話題で、意気投合している。

　アッシャーとテオはじっと様子を見守っていた。確かに少し変わってはいるが害はなさそうだと二人は判断する。

　バゲットサンドばかりが注目されているが、恵真の料理はどれも美味である。それをアッシャーとテオも日々持ち帰る料理や賄まかないで実感しているのだ。

　それを来てくれたお客に認めて貰えるのは、二人にとっても誇らしい。

「いや、今回初めてこちらの薬草サンドを購入できたのです。それまではどうしても買えず、ついに今日手に入れることができまして……！　人に頼むことも考えましたが、やはり自身の手で見てその感動を体験し、入手したいものです。ここはまたとない職場だね、君達！」

「うん、エマさんは優しいし、ごはんも持って帰っていいんだよ」

「……それはもしや、私が食べているようなこういった薬草入りの料理かな？」

「はい、そうです」

「……そうなのだね。それは羨ましい。私もできることならここで働かせてほしいものだ……」

　上質そうな服に身を包む紳士の冗談に、アッシャーもテオも笑う。

　少し変わった人だと感じた恵真だが、彼は恵真が黒髪黒目なことには一切関心がない。

　その容姿はマルティアで特別視されるらしいが、恵真自身は特別な力を持つわけではない。

　彼らにとって、期待外れなのではとついつい恵真は思ってしまう。

　そのため、恵真も普段どおりに過ごせる。

　何より恵真の料理をここまで楽しんでくれるのは嬉しいことだ。

　少し変わった紳士は些いささか熱すぎる感謝を述べ、また必ず来ると誓い、喫茶エニシを後にしたのだった。

　夕焼けが窓から店内に差し込み、恵真達の影を伸ばす。

　恵真は二人に持たせる食事をタッパーに詰めていた。

　アッシャーとテオは首元の青と赤のスカーフを外す。その様子は仕事を終え、自宅に帰った会社員がネクタイを外すようで、どこか微笑ましく恵真の目には映る。

　そんな閉店間近の喫茶エニシのドアをノックする音と、聞き覚えのある声が恵真達の耳に届く。

「すいませーん……オレとリアムさんっす……いいっすかぁ……」

「バートだ。エマさん、僕が開けてきます！」

　ぱたぱたと小走りにアッシャーが入口へと向かい、ドアを開ける。

　すると、覇は気きのないバートとその肩を支え、リアムが入ってきた。普段とは異なるバートの姿に、恵真も兄弟も顔を見合わせる。

　恵真が椅子を勧めると、よろよろと力なくバートは座り、テーブルに上半身を突っ伏す。

　その隣に座ったリアムもアッシャー達も、その様子に驚いたようだ。

「おいおい、大丈夫か？　バート」

　リアムが案じたように声を掛ける。

「いや、最近変なんすよね。体に力が入らないっていうか、食欲もわかないんすよ」

「バートが!?　病気なのかもしれない。大丈夫なの？」

　日頃、飄々とした雰囲気を漂わせているバートの力ない様子にアッシャー達も驚く。

「いや、それがオレだけじゃないんすよ。最近、急に周りの奴らの中には眩暈や頭痛がしたり、立ち眩みっていうんすか？　ひどいと倒れて意識を失う奴も出てきてるんすよね。大体、稽古中や屋外の作業中が多いんっすけどね」

　そう話すバートからは、普段のような軽口を叩く余裕はなさそうだ。

　アッシャーやテオも、いつもとは違うバートに首を傾げる。

　リアムは今日、冒険者ギルドでセドリックから聞いた話を思い返す。

　体力や健康状態に問題がない者達までも体調を崩し、眩暈、頭痛、立ち眩みを起こす。冒険者だけではなく、兵士の中にもその症状が出ている者がいるとの話であったはずだ。

　では、バートもその可能性が高いのではないかとリアムが案じていると、恵真がバートにグラスに入った飲み物と小皿を渡す。

　その表情はどこか硬く、真剣なものである。

「麦茶です。あと、カリカリ梅とピクルスも食べてください」

「あ、ひんやり冷たいっすねぇ……」

　バートは掌てのひらでグラスを覆うとその冷たさを味わっているようだ。

　そんなバートに恵真は少し強めに声を掛ける。

「バートさん！　早めに麦茶に口をつけてください。多分、今のバートさんの体は水分と塩分を必要としてると思うんです」

「体が水分と塩分を必要としてる……？」

　ふわふわと力なく呟つぶやきながら、バートは麦茶をゴクリと飲む。

　そのひと口で喉が乾いていたことを思い出したように、バートは麦茶を飲み続ける。それは恵真の言った「水分を必要としている」という言葉を体現したかのようだ。

　恵真はエアコンの風力を少し強め、バートのグラスに再び麦茶を注ぐ。

「麦茶だけじゃなく、しょっぱい物も食べてくださいね」

「ふぁい」

　恵真の言葉に力なく返事をすると、バートが目の前のピクルスに手を伸ばす。

　口に入れ、噛むとパリパリと小気味いい音が響く。

　エアコンの風が流れ、夕暮れの陽の当たる部屋に涼しさが戻る。

　恵真は窓のカーテンもしっかりと閉めると、再びキッチンへと向かう。水で濡らしたタオルをきっちりと絞り、バートのもとに持ってくる。

「これを首元に当ててください。エアコンも強めたので少し楽になるかと思います。もし良ければ、襟元のボタンを外したり、服装も楽にしてくださいね」

「あー、これイイっすね。ひんやりするっす」

　その様子にリアムは恵真がある程度、バートの状態を把握しているのではないかと考える。

　麦茶と塩気のある食べ物、そして日差しを避け、何やら魔道具らしきものからは風が吹き出ている。水で濡らした布でしっかりと首を冷やさせたのも意味があるのだろう。

　加えて、恵真が発した「水分と塩分を必要としている」という言葉だ。

「最近、冒険者や兵士の中でバートのような状態となる者が多く現れています。ご対応を見る限り、トーノ様には何か心当たりがあるのではありませんか」

　リアムの問いかけに恵真は少し目を伏せる。

　どう答えたら良いのか、恵真は少々迷ってしまう。

「……きちんとした知識に基づくものではないので確証があるわけではないんです」

「それで構いません。今後の対策や参考になるかと思うのです」

　リアムの予測どおり、バートの状態に恵真には心当たりがある。少し体調が楽になった様子のバートを見れば、恵真の対処も予測した状態も合っていたのだろう。

　これは、この時期から増えていく高温多湿の天候で起こりやすい。

　高気温の状況でも起こり得るのだが、さほど暑さを感じないこの時期だからこそ、注意を怠ってしまうのだ。

　日差しが弱くとも、まだ暑さに体が慣れない今の時期でも起こり得る症状、そこから恵真が予測したのは一つ。

「皆さん、熱中症なのではないでしょうか」

「…………」

　恵真の放ったひと声に、返事をするものは居らず、エアコンの音だけが静かな部屋に響いた。
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　エアコンからのひんやりとした空気が部屋に満ちている。

　外の気温を考え、恵真は帰宅前のアッシャーとテオにも麦茶などを用意した。

　バートの顔色はだいぶ良くなり、先程からパクパクとピクルスやカリカリ梅を口に入れている。そんな姿を見て安心した恵真がバートに尋ねる。

「バートさん、お仕事中に水分は摂とられていますか？」

「摂ってないっすよ！　てか、そんなことしてたら『いざというときのために鍛えているのがわからんのか！』って叱られるんっすよ」

　バートの言葉に、恵真はうんうんと頷く。

　それはかつて、日本でも見られた光景だと恵真は聞いたことがある。

「あぁ、昔のスポ根パターンですね。……はい、わかりました」

「昔のスポコンパターン……？」

　聞き慣れない言葉にバートは不思議そうな表情を浮かべる。

「どんなに鍛えていても……。いえ、鍛えているからこそ御自身の体力に慢心してしまい、具合が悪くても無理をしてしまうんです。塩分と水分、そして睡眠や食事など体には必要なんですよ？」

　恵真も実際には見たことはないが、先程のバートの言葉は、漫画やドラマであるスポーツ根性系で出てきそうなセリフである。

　そんな状況では当然、気軽に水分も塩分も摂れないだろう。

　ただでさえ体調を崩しやすい季節の変わり目に、この高温多湿な天候である。

　健康で体力がある者だからこそ、屋外で活動することが多く、またその健康や体力への過信から無理もしてしまうのではないか──そんな恵真の言葉にリアムも頷く。

「確かに冒険者も屋外で依頼をこなしている最中の体調不良が多いと聞いております。冒険者の中には体力に自信がある者も多いですね……。睡眠や食事も含め、不規則でむしろそれを冒険者らしさと思っている節すらあります」

「兵士は兵士で、我慢こそが！　みたいな風潮はあるんすよねぇ……」

「そういう感覚や雰囲気を急に変えることは難しいですよね」

　ぼやきながらパリポリとピクルスを齧かじるバートの意見に、恵真は同意する。

　今までの常識を変えろと言われても、却かえって強い反発を呼び、決して受け入れられることはないだろう。

　長年の習慣や価値観を変えるというのはなかなかに難しいものなのだ。

　だが、このまま水分や塩分を補給しないまま、活動を続けるのも問題だ。

　恵真は水分や塩分の補給をどうやったら、自然に受け入れてもらえるかと頭を悩ませる。

　そんな恵真の横で、呑気にバートはアッシャー達とカリカリ梅とピクルスを口にする。

「んんっ！　いいっすねぇ。このカリッとした食感が軽妙っす」

「このピクルスもおいしいねぇ。酸っぱいけど甘いからぼくも食べられる」

「これだけ塩気があると自然と水分も欲しくなるし、よくできてるっすねぇ」

「……自然と、水分が、欲しくなる……。自然と……？」

　ぱんっ！　といきなり恵真が手を打つ。その音に驚いた皆は彼女に視線を移す。恵真はというと、うんうんと一人頷いている。

「……トーノ様？　何かありましたか」

「確かに、しょっぱければ水分が欲しくなりますよね！　それだ！　それですよ、バートさん！　それなら、相手を不快にさせることなくすみますね！」

　そんな恵真の言葉に一瞬、バートは目を泳がせる。

　彼はただ、涼みながら麦茶とピクルスを楽しんでいただけである。

　だが、それも数秒のこと。バートはすぐに答えを返す。

「……いやぁ！　そうっすよね！　オレもそうじゃないかって思ってたんすよ！　いやぁ、トーノ様のお役に立てたみたいで良かったっす！」

「……バート、絶対なんのことかわかってないよね」

「あぁ。だが、トーノ様のおかげで体調も戻ったようだな」

　恵真にはこの問題への対策が何やら浮かんだらしい。

　この問題もまた、恵真とは直接関わりのあることではないのだが、だから放っておくという考えは彼女にはないようだ。

　彼女のそんな性分にも慣れてきたリアムは、恵真がどんな方法を考え出したのかに興味を抱いだくのであった。
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　翌日もまた日差しは強く、肌にまとわりつくような湿度がある。

　訓練前の兵士達はげんなりとした様子で身支度を整えていた。

「差し入れっすー。オレの知り合いの方から、差し入れっすよー！　お手製のピクルスとカリカリ梅っす」

　そんな空気の中でバートの呑気な声が響く。その手には様々な物が抱えられている。

　めずらしい差し入れということもあり、兵士達の視線はバートへと注がれる。

「ピクルスはわかるが……。カリカリウメってのはなんだ？　初めて聞いたぞ」

　バートの言葉に自然と仲間の兵士達が集まってくる。

　バートの手にした四角い透明なケースには、彩りの鮮やかなピクルス、奇妙な丸い実のようなものが入っている。それを見た兵士達は次々と手を伸ばし、それらをつまむ。

　口にした兵士達からは感嘆の声が上がる。

「このピクルスは良いい漬かり具合だな。酸味がちょうどいい……。あぁ、これでエールがあったらな。いや、最近流行りのサワーもいいかもしれん」

「こっちは酸っぱいな！　いや、だがこれはこれで酒に合うだろうなぁ。カリコリとした食感が心地いい。ついつい、また手が伸びちまうな」

「だが、喉が渇かないか？」

　そんな兵士の声にバートがすっと大きな器を出す。金属製の丸いそれは今まで見たことがないほど、大きいポットだ。

　奇妙な形のポットに皆、困惑した様子だ。

「おい、バート！　なんだ？　その馬鹿デカいポットは……」

「これはやかんっすよ。麦茶が入っているんす。皆、飲んでいいっすよ」

「おぉ、麦茶……？　よくわからんが悪いな、バート」

　恵真に言われてわざわざやかんまで持ち込んだバートは、食堂の者に頼み、麦茶を沸かしたのだ。やかんにタッパーにと、今日のバートは大荷物だ。

　塩気のあるカリカリ梅とピクルスを食べた者は、その塩気に水分を欲し、自然と麦茶も口にする。

　そう、これこそが恵真の考えた熱中症対策である。

　本当はその都度、こまめに摂取するのが熱中症対策には好ましいのだが、現状では難しい。

　仕事中に水分・塩分を補給できないのならせめて、職務前にきちんと補給してもらうことを恵真は思いついたのだ。

　そこに大柄な男が近付いてくる。

「お前達、何をしている？」

「あ、ジャンさん。ピクルスとカリカリ梅なんすけど、いかがっすか？」

　それを聞いたジャンは太い眉を顰しかめる。

「いらん。野菜なんていうのは人間が食べるもんじゃねぇ！　体を鍛えてぇなら肉だ肉！」

「……あ、もしかして酸っぱいの食べられないんすか！　じゃあ、仕方ないっすねぇ。これ、かなり酸味が強いんで無理な人は無理っすよねぇ……あぁ！　残念っす。これはとある高貴な女性が、民のためにこの暑さの中、自らを律するオレ達へせめて何かしたいとの思いから差し入れてくださったんすよ……」

　そんなバートの言葉に、ジャンがぴたりと止まる。他の者もざわざわとバートの言葉に反応を示し出す。

　バートの知り合いが差し入れを用意してくれたとは聞いていた。だが、その人物に関して詳しいことは今、初めて聞いたのだ。

「女性！　女性が俺達に差し入れだと！　そんな稀け有うな人がいるのか!?」

「王都の近衛師団でも魔術士団でもなく、冒険者の街マルティアでか？　くぅ、この汗と汚れにまみれた俺らに差し入れを渡す方がいるとは……奇跡か！」

「くそ、バートの奴。そういうことは早く言え！　それを知ってからしみじみと味わいたかった……」

「いや、まだ残っているぞ。まだ、遅くはない。もう一度それを頭に叩き込みながら頂こう！」

　バートの言葉をきっかけに、わらわらと男達がタッパーの周りに集まってくる。それに慌てたのがジャンである。

「ちょっと待て、お前ら！　俺はまだ一口も食べてはいないぞ！」

「いや、ジャンさん食わないって言ったじゃないですか！」

「そうですよ！　森ウサギになりますよ！」

「うるせぇ！　人がそんなもんになるわけねぇだろ！　よこせ！」

　屈強な男達が争って差し入れを手に入れようとする姿を、バートは静かに見つめる。

　常日頃、恵真の料理を食べていると彼らが知ったら、自分はどうなるのだろう。ブルッと身震いをするバートに、近付いてきたダンとカーシーは小声で聞く。

「おい、もしかして、お前の彼女が作った奴なんじゃないか？　いいのか？」

「違うっす！　この状況で余計な気遣いをするんじゃないっす！　聞かれたらどうするんすか！」

「……おい！　バート！」

　そんな三人にジャンが突然、声を掛けてくる。

　びくりと肩を揺らし、反応したバートは返事をする。

「はい！　なんっすか？」

「その方は、その……またこういったことをしてくださるのだろうか……。いや！　その、あくまで可能性での話だ！　それ以上の意味はないぞ!?」

　ジャンの言葉に、ハッとしたように周りの兵士達も期待の眼差しをバートへと向ける。

　問われたバートとしては答えに悩むところだ。おそらく、恵真が聞いたら二つ返事で受けてくれるだろう。しかし、それをここで断言しても良いものだろうか。

　過度な期待を持たせれば、彼らからバートが責められることすら考えられる。ここはやんわりふんわりぼかすことが、無難で最適なのではとバートは判断する。

「……そうっすね。あくまで可能性っすけど、なくはないんじゃないっすかね。あくまでオレが考えた可能性の話っすよ？　だから、期待は禁物で……」

「うおぉぉぉっ！」

　兵士達からのどよめきが起こり、バートが驚きで目を見開く。

　やんわりふんわりぼかしたはずだが、皆を鼓こ舞ぶさせるには十分な効果があったらしい。

　そんなバートの肩をいつの間にか近付いてきたジャンが、ガシッと摑つかむ。目を白黒させるバートだが、声を上げなかっただけ努力したといえるだろう。

「そうか……。バート！　でかしたぞ」

「……っす」

　恵真からの差し入れがどうなるかはさておき、バートはこの夏、自身がお茶当番になることを覚悟する。

　けれど、それによって恵真の言っていた「熱中症」はだいぶ軽減されるだろう。それも自然と彼らが望んで水分や塩分を補給する形でだ。

　どうやら、長年の習慣や価値観を変えることなく、自然な形で仲間達の健康は守られそうだ。

　麦茶やピクルスを食べる仲間の姿に、バートはそっと口元を緩めるのだった。
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「ついに、そちらをお買い上げになられたのですか？」

「あぁ、実に素晴らしいよ！　今日という日を神に感謝したいね！」

「あなたがそのようなことをおっしゃるとはめずらしいですね。以前より信仰をお持ちにならない主義だとおっしゃっていらしたのに」

　ここは薬くす師しギルドのギルド長室である。

　その部屋の主あるじのように振る舞う紳士、この部屋の主であるにもかかわらず、まるで秘書のように控える眼鏡めがねの大人しそうな薬くす師しギルド長だ。

　アッシャー達に「ちゃんとした変な人」と認定された男サイモンはにこやかに答える。

「……いや、今日初めて出会ったんだよ」

「は？　……いえ、その……神に、ですか？」

　今日、初めて神に会ったと言うサイモン、薬くす師しギルド長は表情に出さないが、その言葉を怪け訝げんに思ったようだ。それも当然のことである。

　表情に出さなかっただけ、まだ彼は常識的だと言える。

「彼女は聖女とも呼ばれているらしいが、私に言わせれば女神だね。『薬草の女神』だよ！」

「はぁ……。あぁ、そういえば、確かにその女性は『黒髪の聖女』そう呼ばれているらしいですね。実際にいかがでしたか？　本当に黒髪黒目の女性なのですよね」

　どうやら、目的の人物にサイモンは会うことができたようだ。

　先程の言葉の意味を理解し、薬くす師しギルド長は内心で胸を撫で下ろす。

　中央地域の支部長であるサイモン、その両の掌には一つのバゲットサンドが大切そうに載せられている。ヘーゼル色の彼の瞳は熱を持ち、そのバゲットサンドに注がれる。

「……そうだったかな？」

「え？　覚えていないのですか！　黒髪黒目ですよ！　数あま多たある経典や寓ぐう話わにもあるでしょう！」

　スタンテールやその周辺国に生まれ育った者ならば、当然何かしらの形で耳にしていることである。

　だが、少々面倒くさそうにサイモンは答える。

「ほら、さっき君自身も言っていただろう。僕には信仰がなかったって」

「……そうでした。あなたは薬草以外には一切ご関心が向かないのでしたね。話題の黒髪黒目の聖女に会って覚えてないとは……」

　そんなギルド長にもやはりサイモンは関心がないようで、うっとりしながらバゲットサンドを見つめている。

　だが、ギルド長自身は、バゲットサンドにもサイモンが行った店にも強い関心があるのだ。彼もまた薬くす師しギルドに籍を置く者、当然薬草には興味がある。

「しかし、あの店に行けたとは。何人か黒髪の聖女に関心がある者が向かいましたが、その店に辿り着けなかったようですよ」

　その言葉にサイモンは肩を竦すくめ、小声で呟く。

「なにせアレが重ね掛けしてあるからね。黒髪黒目に興味があるような者じゃ見つけられないよね」

「え、何か？」

「……いや、素晴らしいよね、本当に素晴らしいよ」

　もうすでにサイモンは薬くす師しギルド長に興味を失ったようだ。

　相変わらず恋に浮かれるようなサイモンの様子に、ギルド長はため息を吐く。

　優秀であるが非常に変わり者であるこの男、なぜかここ最近マルティアの薬くす師しギルドに入り浸っている。

　やんわりと遠回しになぜ帰らないのかと告げているが、サイモンの心に届いた様子はない。

　残念なことに『薬草の女神』という信仰を得たサイモンはこの土地に長く留まる気でいる。喫茶エニシには少し変わった紳士が常連客となるのだ。

　兵士達はというと、恵真の差し入れによって自然と活動前に水分などを補給する習慣が付き、それは恒常化していく。

　それをきっかけに、兵士達の謎の症状は治まっていく。

　急激に減った兵士達の症状の改善に、ある女性の活躍があったことを知るのは極少数の者だけである。

　窓から差し込む日差しは強い。

　今日もまた、暑くなりそうである。

　室内はエアコンで涼しいのでクロはまだ起きたばかりだというのに、ソファーでのんびりと寛いでいる。

　恵真は暑い外を歩いてくるアッシャーとテオのために麦茶を沸かしつつ、塩飴あめをぱくっと口にほうり込む。

　程よい塩気と甘味に口元を緩めつつ、恵真はバゲットサンドの準備を始める。

　今日はどんな人が喫茶エニシに訪れるのだろう。バゲットサンドは、ワンプレートの定食は気に入ってもらえるだろうか？

　穏やかな日々ではあるが、同じ日など一日もない。

　喫茶エニシのキッチンで、恵真は今日も訪れる人々のためにその腕を振るう。


ホットケーキとクランペット

「こ、こちらがバゲットサンドですか！」

「えっと、正確には違う呼び方があるんですが、バゲットサンドに統一したほうがきっとお客様にはわかりやすいですよね。ではバゲットサンドと呼びましょう！」

「は、はい？　そのように致しましょう！」

　上うわ擦ずった声で恵真と話すのは、マルティアの冒険者ギルド長セドリックである。

　つい先日、リアムに対して兄貴風を吹かせていた男は恵真を前に極度に緊張しているようだ。

　喫茶エニシは閉店の時間を迎えてはいたが、その窓には明かりがついている。

　そこにいるのは店主である恵真、冒険者のリアム、そして黒猫のクロ、冒険者ギルドのギルド長セドリックともう一人の来客者だ。

「みゃうみゃ！」

「うわっ!?」

「もう、クロったら。お客様を驚かせないでね」

　セドリックが突然、鳴き声を上げたクロに警戒をする。彼もまた冒険者ギルドで高位ランクを持っている男、緑の瞳の魔獣を前に落ち着かないのも無理はない。

　仕方なく、恵真はクロを抱き寄せる。少し迷惑そうにしながらもクロは大人しく恵真の腕の中にいる。その様子にセドリックは深い緑の瞳の魔獣を、容易たやすく腕に抱ける彼女に驚嘆する。

　穏やかそうな女性であるが、魔獣を支配下に置けるそんな人物でもあるのだと、目の前で彼女の力量を見せつけられた思いである。

「良かったら召し上がってください。そちらの方もぜひ」

　セドリックの後ろには革の防具を身に付けた女性が立っている。長い金の髪をそのまま下ろし、毅然とした態度にはある種の潔癖さすら感じる。冒険者というより騎士といった風格の女性は、恵真の問いに短く答える。

「まだ、職務中なので」

「おいおい、ナタリア。お前が預かってギルドへ運ぶ品だ。それをどんなものか把握するのもまた職務の一環だと俺は思うぞ」

「…………」

　ギルド長であるセドリックの言葉にナタリアと呼ばれた女性は片眉をぐいっと上げる。

　カウンターテーブルの上には二つの皿が置かれていた。透明度の高いグラスには水が入っており、氷まで浮かんでいる。

　トーノ・エマと名乗った店主の艶つややかな黒髪には、繊細な細工の髪留めが使われ、その服装は華美ではないが質の良さが際立つ。

　店内は清潔で落ち着いた調度品、そして魔道具らしきものが置かれていた。

　多種多様な魔道具、そして魔獣を従える黒髪黒目の女性が、薬草入りのバゲットサンドを卸し、冒険者ギルドにも所属する。

　リアムは自分を巻き込んだことを気にしていた様子だが、これは名誉なことであるとセドリックは受け取っていた。何より、薬草の確保は冒険者の安全に役立つのだ。

「これは……肉の腸詰めに薬草とトマトのソースが入っているのですね」

「はい。携帯するということもあり、とろみのあるソースで味は濃いめです。冷めると味は薄く感じますし、冒険者の方はお肉を好むかと思いまして」

　ロールパンに肉の腸詰、トマトソースとバジルを添えたもの、そうこれはホットドッグである。

　ケチャップはバジルと相性が良いし、塩気があると水分を摂りながら食べるだろうという熱中症への対策も踏まえている。

　肉を好む冒険者向けということで携帯性も良く、満足感の高いホットドッグを恵真は提案したのだ。

　何より、作る時間や経済的な部分で恵真の負担が軽減されることも大きい。

「これは……旨いな！　昼食や野営に持っていけるし、今までの携帯食とは全く違い、食事をした満足感がある……！　価格の問題もあり、携帯食を買えない者も多い。そんな奴らもこれなら手を出せるな！　なぁ、ナタリア」

「…………そうだな」

　感嘆の声を漏らすセドリックに対し、ナタリアは静かに食事を進めている。口に合わなかったようでもなさそうだが、特に味に関して語ることもない。

　そんなナタリアに恵真が話しかける。

「バゲットサンドの件、よろしくお願いします」

「……いえ、こちらこそ」

　そう答えるナタリアは失礼な態度ではないものの、些か素っ気なくあまり恵真と目線を合わせていないようにも見える。

　その様子を不安に思ったのだろう。リアムはセドリックに目で問いかける。

　セドリックが女性冒険者の中から、信頼のおける者を選んだという話であったが、恵真に対する態度を見ると今後に不安が残る。

　セドリックはというと首を振り、眉を顰しかめている。

　どうやら、彼女のこの態度はセドリックも予想外らしい。

　けれど、ナタリアがあの防衛魔法がかかったドアを開け、入って来られた腕の立つ女性冒険者であることは間違いない。こういった人物が他にいるとも限らないだろう。

　何より肝心の恵真本人は気にした様子もなく、にこやかにナタリアに話しかけている。

　こうして、恵真の冒険者ギルド所属の件と、バゲットサンドの件はどちらも進んでいくこととなる。
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　バゲットサンドの件も無事交渉が終わり、セドリックは喫茶エニシを後にする。

　その後、バートが訪れたこともあり、リアムとバートは紅茶を楽しんでいる。いつものとおり、バートはハチミツを注ぐ。

　アッシャーとテオもそんな二人と会話を楽しみつつ、接客をする。

　そんな穏やかな雰囲気に、なにやら恵真は緊張した様子でリアムとバートに近付いていく。

　そう、恵真は今日、二人に話しておきたいことがあるのだ。

「実は、私からお二人にご相談したいことがありまして……」

「……もちろん、私どもでよければ、お力添えしたいと思っています」

「……そうっすね……。その内容によるっすけど」

「バート！」

「だって、トーノ様が何を言い出すか、予測できないんすもん！」

　恵真の言葉にリアムとバートは少し身構える。

　普段穏やかな恵真ではあるが、実は意外と芯が強い。

　そんな彼女に協力を仰がれた結果が、喫茶エニシなのだ。それから、薬草の入ったバゲットサンドが販売され、じゃがいもが庶民に少しずつ普及しだした。

　また、世間には知られていないが、兵士達の熱中症は大幅に減少した。

　そして今回、恵真が新たに何か相談したいことがあると言うのだ。構えるなというのが無理であろう。

「ええっと、バゲットサンドの売れ行きは順調で今後、冒険者ギルドにも卸すことが決まりました。今現在、お店のお客様は決して多くはありませんが、損失は出ておりません」

「……はい」

「また、薬くす師しギルドへ薬草を卸すことも想定しております」

「……はい」

「私の住居はここですし、ここでかかる費用の多くを祖母が出しております。店の出費に関しては、店での利益、また薬草の利益で補塡してまいります。そういった点から考えましても、喫茶エニシの経営状況には一応の安定があると考えてもよろしいかと思います」

　恵真の受け答えはスムーズだが、普段より言葉選びも表情も硬い。

　しっかりと理論武装し、必死な様子からも、おそらくは断られたくない内容なのだろう。リアムとバートは目で合図を送り合い、警戒を崩さない。

　恵真の真剣な様子に、敢えてその空気を変えるように軽くバートが尋ねる。

「えっと……。なんっすかね？　オレら、トーノ様にはお世話になってますし、内容によっては力になれるかもしれませんよ！　えぇ、本当に、あの、内容によっては！」

「本当ですか！　ありがとうございます！」

「うっ！」

「内容によっては」と十分に念押しして、予防線を張ったバートであったが、恵真はその言葉をそのまま受け取ったらしい。嬉しそうな表情を浮かべる恵真に、バートはかすかに罪悪感を抱いだいてしまう。

　その様子を隣で見ていたリアムは、早々に自分達の敗北を悟る。

「それで、ご相談とはどのようなお話でしょうか？」

　恵真はすぅと息を吸い込むと、こぶしをぎゅっと握る。黒い瞳には真剣な思いが宿るようだ。その瞳はまっすぐ二人を見つめる。

　一体、何を言われるのだろうと、リアムとバートは恵真の言葉を待つ。

「私、アッシャー君とテオ君にお給料を払いたいです！」

「……はい？」

「……給料っすか」

　それは二人が予想していなかったことである。喫茶エニシで働く、アッシャーとテオに関する内容であった。リアムもバートも反応に少し遅れが出る。

　戸惑い、言葉が見つからない二人は、すぐに返事をすることができない。

　そんな二人の回答を、恵真は緊張した様子で待つのであった。
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「ねぇ、ナタリア！　どんな御お方かただった？」

「……リリア」

　パタパタと少女がナタリアのもとに駆けてくる。

　ここはナタリアの常宿であり、リリアはその隣のパン屋の娘である。宿にパンを届けに来たリリアはナタリアにどうしても聞きたいことがあったのだ。

「ねぇ、ナタリア。お店に入れたんだから、黒髪黒目の女性に会ったんでしょう！　ねぇ、どんな人？」

「……わからない。私は少ししかいなかったからな」

　本当はそれなりの時間を喫茶エニシで過ごしたナタリアだが、仕事上のことを話すのも気が引けて、微妙に誤ご魔ま化かしてしまう。

「そう……。でも本当に存在するのね！　あ、じゃあバゲットサンドは？　今、話題になっているのよ！　苦いと評判の薬草が入っているのに、凄く美味しいんですって！」

「……そうか」

　興味津々といった様子で喫茶エニシのことを尋ねてくるリリアにナタリアは困ったような表情を浮かべる。

　従来のパンよりも甘みがあり、薫り高いバゲットサンドの評判が広がれば、少なからずリリアの家にも影響を受けるのではとナタリアは案じていたのだ。

　実際、バゲットサンドを食べたナタリアはその良さをすぐ理解した。

　冒険者としては薬草がより手に入れやすくなり、味も美味となればその価値は高い。

　しかし、リリアと親しくしているナタリアの心情としては、どこか納得できぬ部分もある。

　そんなナタリアの心情を知らないリリアは、無邪気に店のことを聞いてくる。その眼差しはキラキラと輝き、まだ見ぬ店主とバゲットサンドに期待を抱いているようだ。

「私も行ってみたいわ！　そのバゲットサンドを食べてみたいの」

「……店に来るのは自由だが、私がいるからといって融ゆう通ずうはできないぞ。朝の段階で並んだ者の分でなくなるそうだ」

　バゲットサンドは朝一番で並ばないと買えないということをナタリアも知っている。念のため、そのことをリリアに知らせておいたのだが、彼女は頬を膨らませる。

「もう！　ちゃんと並んで買うわよ！　一体、どんな味なのかしら。甘いのと、薬草を使ったのがあるらしいの。パン自体の味も気になるわ。あぁ、どちらがいいかしら？」

　リリアの表情を見つめるナタリアは、複雑そうな表情を浮かべる。

　今日、喫茶エニシで食べたパンは美味で、その驚きを表情に出さぬようにナタリアは努めた。店で扱う物とはまた違う物らしいが、そちらもまた味が良いのだろう。

　それを食べたリリアがどう感じるのか、気がかりなナタリアはその整った眉を顰めるのであった。
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「まぁ！　エヴァンス様、こんなところまで足を運んでくださり、申し訳ありません」

「……久しいが体調のほうはどうだ？」

「御覧のとおり、随分と良くなったのです。これもあの方のおかげですわ」

「……あぁ、そうだな」

　リアムが訪れたのは街外れのディグル地域、アッシャーとテオの母ハンナのもとである。

　恵真から相談された兄弟への給金の話をするために、リアムは兄弟が不在の時間に訪ねたのだ。

　久しぶりに会うハンナは以前より頬がふっくらとし、顔色も良い。

　彼女は恵真のおかげだと感謝を述べていたが、リアムもまたそれを感じる。ハンナは食事の改善心労が減ったことを言っているのだが、リアムにはそれ以外にもあると気付いていた。

　アッシャーとテオが持ち帰っている食事には、稀まれに薬草が使われていることもある。

　だが、それを知れば控えめなハンナは一層恐縮するだろう。リアムは曖昧な、けれど真実からは外れない答えをハンナに返すのだった。

「二人がいないときに訪ねたのは、あの子達に聞かれては都合の悪い話があるからなんだ」

「何か、あの子達が致しましたか？」

　問題でもあったのだろうかと、ハンナの表情には緊張が走る。

　そんなハンナにリアムは首を振って、微笑む。

　アッシャーとテオ、リアムから見てもその働きぶりに問題はない。

「いや、そうではないんだ……。だが、ここで言うのは少しな」

　壁の薄い家のこの造りもあり、玄関先での会話は聞こえてしまうかもしれない。

　それはいらぬ反感をこの家族が、周囲から買うことにもなりかねない。

　そう思ったリアムは、恵真から手渡された物をハンナに差し出す。それは淡い色の一通の手紙であった。

「これを預かってきたのだ。その返事を聞かせてほしい」

「わかりました。それでは、失礼して読ませていただきます」

　封を開けたハンナはその手紙に目を通していく。

　緊張した面持ちだったが読み進めていくうちに、表情は柔らかく安堵の息を溢す。その表情から、アッシャーとテオの働きぶりにも触れられているのだろうことが推測される。

　二人の喫茶エニシでの姿を知るリアムも、口元にかすかに笑みが浮かんだ。

　すると、読み進めていたハンナがひゅっと息を呑み、口元に手を当てる。

「これは……本当によろしいのですか？」

「あぁ、喫茶エニシの店主、たっての希望だ」

　そう、恵真の今回の手紙には兄弟に給金を払いたいということが綴られているのだ。

　恵真からの手紙を真剣な眼差しで見つめたハンナはリアムに引き締めた表情で話しかける。

「……このお話は光栄なことだと思います」

「ならば、話を受けても構わないな」

「ですが、その前にお願いしたいことがございます」

　リアムは毅然としたハンナの様子に強い意志を感じ、その答えを待った。

「最近、わたくしの体調が以前に比べ格段に良くなりました。少しの時間であれば外出も可能です。ですので、実際にそちらのお店に伺っても構わないでしょうか。もちろん、裏口からお邪魔にならないように致します」

「では、客として訪ねてはどうだろう」

　リアムの提案は予想外だったらしい。ハンナは大きく目を開く。

「え、それではトーノ様のご迷惑になります」

　ハンナの反応は当然のことだ。

　子どもである息子達を正当な形で雇用してくれる喫茶エニシ、その店主に接することで不興を買うことをハンナは恐れたのだ。

「そんなお方ではないし、むしろ庶民にこそ来てほしいと思ってらっしゃるようだ。気兼ねする必要はない。見てみたいのだろう？　息子達の様子を」

　リアムの問い掛けにハンナは頷く。

　今までのハンナであれば、長時間の外出は困難であったし、何より世話になっている方の前で体調を崩してしまう恐れがあった。

　しかし、ここ最近は体調が安定している。きちんと恵真のもとに伺い、挨拶をしておきたいという気持ちが以前よりハンナにはあったのだ。

　そして、今日この手紙を見てその思いは一層強くなった。

「あの子達の働く姿を見て、それからこのお話を受けるか決めたいのです」

「……わかった。そう伝えよう」

　そこにはハンナの母としての想いと誠実な人柄がそこに表れている。

　そのため、リアムもここで給金を受け取るように説得はせず、その答えを持ち帰ることとした。

　ハンナが店に訪ねてくることは恵真であればきっと快諾するであろう。あの子達にとっても日頃の頑張りを見てもらうのは悪いことではない。

　ハンナが深く礼をするのを、リアムは微笑んで止め、彼女の家を後にするのだった。
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「ナタリア！　見て！　買えたのよ！」

「……そうか、良かったな」

　恵真から冒険者ギルド用のバゲットサンドを受け取り、ギルドへと届けてきたナタリアに声を掛けてきたのはリリアだ。

　その手には一つのバゲットサンドが大事そうに握られている。どうやらリリアは本当にバゲットサンドを買いに来たようだ。

　そんなリリアは普段とは異なる髪型をし、着ている服も何やら愛らしい。そういったことに疎うといナタリアなのだが、どことなくいつもよりこだわっているのはわかる。

　喫茶エニシに行くということで、リリアは張り切ったのだろう。

「ねぇ、見て！　このパン、香りがいいの！　それにこのバゲットサンドの中身も凄いのよ！　大きなお肉と薬草が挟まっているんですって！　早く食べてみたいわ……」

「……そうか、それではゆっくりと家で食べるといい。私はこれから、店主に報告があるからな」

　そう言ってリリアに背中を向けて歩き出すナタリアの袖口は後ろから、くいっと引っ張られる。

　振り向くとリリアは目を輝かせてナタリアを見つめていた。なんとなく、これから何を言われるのかをナタリアは察し、片眉を上げる。

　そしてリリアはナタリアの予測どおりの言葉を口にする。

「ねぇ、ナタリア、私もお店に行ってみたいの！」

「……だが、あの店は外観から受ける印象ほどには、高額ではないが、そこらの店よりは値段はするはずだぞ。問題ないのか？」

　ため息を飲み込んで、ナタリアはリリアに尋ねる。

　すると、リリアは満面の笑顔を浮かべ、胸を張る。

「大丈夫よ！　ちゃんとお金も持ってきたの！　じゃあ、一緒に行ってくれるのね！　ふふ、一人だと緊張しそうで……。あぁ、楽しみね……。どんな方なのかしら！」

　噂の黒髪の聖女に会えるのを、ナタリアの想像以上にリリアは楽しみにしているようだ。

　ナタリアとしてはバゲットサンドを口にしたリリアが、傷付くのではと心配していたのだが、どうやら杞き憂ゆうだったらしい。

　だが、実際にはバゲットサンドを、リリアはまだ口にしてはいない。

　もしくは店主と出会って、そこでの会話で傷付くのではと、ナタリアはそこが気になってくる。

　ナタリアの中で、喫茶エニシの店主トーノ・エマの印象はそこまで悪いものではない。

　その一方で、店主とは仕事で必要なこと以上に関わる気がないナタリアである。

　しかし、リリアを一人で店に向かわせるにもなれず、結局二人で喫茶エニシへと足を進めるのであった。
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「みゃおん」

　喫茶エニシのドアを開くと、可愛らしい声が二人を出迎える。

「まぁ、可愛らしい！　え、でも緑の瞳をしているのね！　ということは……」

「……あぁ、小さくとも魔獣ということだ。不用意に近付かないようにな」

　その黒い小さな魔獣はテトテトと歩き、しなやかな動きで戸棚の上へと飛び移る。くわっとあくびをすると、魔獣は丸くなる。

　リリアはそっと視線を店の内装へと移す。落ち着いた温かい雰囲気のしつらえであるが、置かれた調度品は良質で上品であり、美しいレースのカーテンも瀟しよう洒しやで美しい。

　魔道具であろうか、見たことがない不思議な家具も数点ある。キッチンの中には様々な瓶や容器が置かれ、中には食材が入っている。

　それはどんな味がして、どんな用途に使うのだろうと、リリアは胸をときめかせる。

　そんなリリアの前を歩くナタリアはどこか素っ気ない態度で、一人の女性に話しかける。

「……ギルドに届けてきました。これで今日の職務は終わりです」

「ありがとうございます。暑かったでしょう？　今、お茶をお出ししますね」

「いえ、私は」

「あ！　お金は頂きませんよ！　大丈夫です！」

　不愛想なナタリアに喫茶エニシの店主が笑顔を向けるのを、リリアは黙って見つめている。その視線には熱がある。

　そう、リリアがどうしても会いたかった女性は恵真のことなのだ。

　恵真に熱い視線を注ぐリリアに、アッシャーが声を掛ける。

「よろしければ、お席にご案内致しますね！」

「は、はい！」

　ついつい、恵真のことを熱心に見つめていたリリアは、少年の言葉にびくりと肩を上げる。

　すると、リリアに柔らかな声が掛けられる。艶のある長い黒髪に、優しい黒い瞳、それは噂を聞いたときよりリリアが会いたいと密かに熱望していた女性だ。

「あ、バゲットサンドを買ってくださったんですね。今日は暑いですから、中でお召し上がりになりますか？」

「いえ！　こちらは持ち帰ります！　他に……他に何かこちらで頂けるお料理はありますか！」

　緊張の中で、リリアは気持ちを奮い立たせて、恵真に尋ねる。

　せっかく、喫茶エニシに訪れたのだ。

　バゲットサンドは持ち帰り、店内の料理を味わいたいとリリアは思う。

「今日はトマトと野菜の煮込みにベイクドポテト、あとはコールスローサラダです。……えっとキャベツを使ったサラダですね。そちらとバゲットをワンプレートにしたものです。苦手なものはありますか？」

「ベイクドポテトにキャベツのサラダ……。食べてみたかったんです！　話では聞いていたんですけど、私、まだ年齢的にホロッホ亭には行けないので……。それにします！」

「ありがとうございます。アッシャー君、席にご案内してください」

　リリアの様子に驚いたのはナタリアである。店に入る前もバゲットサンドに興奮した様子であったが、店に入った彼女は内装をしげしげと見つめていた。

　おまけに店主であるトーノ・エマに会ったリリアは、まるで憧れの人物に会ったかのようだ。

　浮ついた様子のリリアを一人置いていくのも、ナタリアとしては気が引ける。

「……トーノ殿。私もリリア……彼女と同じものをここで食べていっても構いませんか？」

　ナタリアの申し出に恵真は相そう好ごうを崩す。

「もちろんです！　リリアさん……。ナタリアさんとはお知り合いなんですね。では、お席はあちらの方とご一緒ですか？」

「……えぇ、そうです」

　恵真に名を呼ばれたリリアが顔を赤くし、下を向くのがナタリアからも見える。

　バゲットサンドの件で、パン屋の娘であるリリアが気落ちするのではと、ナタリアが考えていたのは、全くの杞憂であったらしい。

　どういうわけかリリアは、喫茶エニシの店主トーノ・エマに憧どう憬けいを抱いているように見える。パン屋の娘として、悩んだり傷付くことがないのは救いだが、この状況をナタリアは想定していない。

　食事をしながらでも理由を聞かねばと、小さくため息を吐くナタリアであった。

　実は今日、この店内で落ち着かない気持ちで過ごしているのは、リリアだけではない。

　アッシャーもテオも、そして店主である恵真も、緊張を抱えながらの仕事である。恵真が以前より、会いたいと願っていた人物にいよいよ今日会えるのだ。

　その人物の来訪を待ちかねて、テオはそわそわと窓の外を確かめる。

「みゃう！」

　ドアの前でクロが鳴く。それは待ち人の来訪を告げているかのようだ。

　ドアが開くと肩までの長さの薄茶の髪をした、優しそうな眼差しの女性が店へと入ってくる。

「い、いらっしゃいませ！」

「……いらっしゃいませ」

　テオの声は少し上擦り、アッシャーの声は少し硬い。

　恵真はそんな二人の様子から、その客が誰であるかを悟る。

　来店したのは恵真が待ちかねていた女性、アッシャーとテオの母ハンナだ。

　初めて会うアッシャーとテオの母ハンナ、穏やかな雰囲気と薄茶の髪はテオに似ている。

　その表情は緊張からか少々硬いものだが、口元は弧を描く。

　恵真もまた、少しの緊張を感じつつも微笑みを浮かべる。

　ようやく会えたハンナを恵真は喫茶エニシへと招き入れたのだった。
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　店に入ったハンナの目に、白いシャツにスカーフを襟元に巻いた、エプロン姿の息子達が映る。

　いつもハンナが中庭で洗っているシャツに身を包んだ息子達は、家にいるときよりどこか引き締まった表情を浮かべている。

　奥にいる黒髪の女性、その姿に気付いたハンナは深々と頭を下げる。

　そんなハンナを見た女性はキッチンから、ぱたぱたと小走りに駆けてきた。

「いらっしゃいませ……。ハンナさんですよね。私は遠とお野の恵え真まです。こうしてお会いできて嬉しいです。来て頂き、ありがとうございます」

　穏やかに出迎えられたことに、内心で動揺しつつもハンナは恵真に挨拶をする。

「トーノ様、息子達共々お世話になっております。もっと早くこうして伺い、ご挨拶すべきところを、私の体調によりここまでお時間を頂くこととなり、申し訳ありません」

「いえ！　そんな……本当は私が行けたらよかったんですけど、それだとちょっと問題があるみたいで……。アッシャー君やテオ君には、いつも助けてもらってるんです。今日はお母様にもお会いできて良かったです」

　息子達を褒められ、驚きつつもハンナは礼を返す。

「そんな、勿体ないお言葉です」

「どうぞお掛けになってください。テオ君、お客様のご案内をお願いします」

　リアムの言ったとおり、いやそれ以上に気さくな対応を取る女性にハンナは驚く。

　貴族女性にありがちな高圧的な雰囲気や居い丈たけ高だかな様子が一切ない。以前、貴族のもとで働いていたハンナだからこそ、その驚きは大きい。

　息子達の様子や持ってくる食事からも、彼らを気にかけてくれるのを感じてはいたが、実際に目の当たりにすると、それがひしひしと伝わってきた。

　テオの案内で席に着く。柔らかいソファーに腰掛けたハンナはテオと視線を合わせる。少しはにかんだ笑顔を見せるテオはどこか誇らしげな様子もある。

　そこへ、グラスを乗せたトレイを持ったアッシャーがやってきた。

「こちらをどうぞ」

　仕事中ということもあり、普段のアッシャーよりどこか大人びた表情にハンナの目には映る。

　置かれた透明度の高いグラスには、綺麗な水が入り、氷が浮かんでいる。

　しばらくの間、ハンナはそのグラスを見つめていた。それは彼女にとってまだ、鮮烈な印象を残すものであった。

　初めてアッシャーとテオが恵真に出会って帰って来た日、兄弟は小瓶に入った氷を持って来たのだ。

　あの日の出会いがハンナの日々を変えたのだ。

　グラスに浮かぶ氷を感慨深くハンナは眺める。

「お母さん？」

　呼び掛けにハッとするハンナであったが、テオの言葉をアッシャーが軽く注意する。

「テオ、今はお客様、だろ？」

「そうだった！」

　アッシャーの言葉にテオが口元に手を置く。

　それは普段の息子達の様子で、少し安心したハンナはくすっと笑う。恵真もまた、そんな家族の様子を微笑ましく見つめていた。

　出来上がった食事は恵真がナタリアとリリアのもとへと運ぶ。少しの間、家族だけで会話をする時間があっていいはずだ。アッシャーとテオをもう少しハンナの席に置いておきたいと恵真は考えたのだ。

　ナタリアとリリアのもとへ恵真が行くと、リリアから歓声が上がる。

　そこまで料理を楽しみにしてくれることに、恵真は嬉しくなり、微笑みを返した。

「こちらが本日のメニューです。ミネストローネにベイクドポテト、コールスローサラダにバゲットを添えたものです。バゲットはスープに浸しても美味しいですよ」

「ホロッホ亭でも、じゃがいもを出しているんですよね！　それがきっかけで冒険者や兵士の方もじゃがいもを食べるようになったって。ホロッホ亭には私、年齢のせいでまだ行けなくって……キャベツもそちらで食べられるようになったって聞きました」

「……よく知っているな」

　ナタリアの言うとおり、リリアはマルティアの食に関する情報をよく知っている。

　それはパン屋を継ぐ夢のため、リリア自身が努力していることを表していた。

　実は、キャベツもじゃがいもも恵真がきっかけとなっているのだが、流石さすがにそこまでは把握してないようだ。料理に関心があるリリアという少女に、恵真は好感を抱く。

「では、サワーもご用意しましょうか？」

「え……。う、嬉しいのですけれど私、年齢が……」

「この子はまだ成人前なのだから、そこは考えてくれ」

　二人の反応に恵真は首を振る。

　喫茶エニシでは酒類は出していないのだ。

　果実のサワーはメニューにはない。しかし、ホロッホ亭に行けない年齢のリリアに、恵真はその気分だけでも味わってほしいと考えた。

　そこで、炭酸水と果実のシロップを使ったソフトドリンクのサワーを提供するつもりなのだ。

「いえいえ、お酒ではないんです。お酒を飲んでいるような雰囲気だけ味わえるものです。甘くて爽やかな味ですよ」

　恵真の言葉にリリアは表情を明るくし、すぐにサワーも注文する。酒ではないということでナタリアもそれ以上追及はしないことにしたようだ。

　恵真がキッチンへと戻るとアッシャーがやってくる。注文はワンプレートの物でよいか、確認しようとした恵真にアッシャーがおずおずと尋ねる。

「あの……。母に食べてもらいたい物があって……。でも、ワンプレートの物以外は用意するのは無理ですよね」

　アッシャーがこのようなことを言うのはめずらしい。

　見た目はやんちゃそうに見えるアッシャーなのだが、生真面目でしっかり者でもある。

　気を遣うアッシャーがそんなことを口にするのはかなり勇気がいったはずだ。

「待って、アッシャー君。今は他にお客様も一組しかいらっしゃらないし、時間もあるから大丈夫だよ。さっきね、あちらのお客様にもメニューにないサワーをお出しするって言ったんだ。お母さんに何を食べてもらいたいの？　材料と時間があれば大丈夫だよ」

　そう言われたアッシャーだが、それでも困ったような表情を浮かべている。

　そんなに難しい調理法や、手に入りにくい食材なのだろうかと恵真は思う。確かにマルティア特有の料理であれば恵真には作れる自信がない。

　冷蔵庫の食材を思い浮かべつつ、恵真はアッシャーの答えを待つ。

　アッシャーは少し恵真に近付くと、小声でそのメニューの名を口にした。

「……です」

「え？」

　恵真はかがんでアッシャーの近くへと顔を寄せる。

　するとアッシャーはもう一度、その料理名を口にした。

「……ホットケーキです」

　それは恵真もよく知る料理名、初めてアッシャーとテオがここへ訪れたときに作った料理である。

「ふふ、なんだ。それならこれからでも作れるよ。大丈夫！」

　今からでも作れる料理であることに安心した恵真は快諾する。

　その返事にアッシャーはほっとしたように笑顔を浮かべ、こくりと頷く。

　アッシャーは安心したように、母のもとへと少し早足で戻っていくのだった。
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「どうぞ、お召し上がりください」

　ふっくらと綺麗な焼き色のそれはアッシャーとテオが初めて持って帰ってきた料理、ホットケーキである。

　それを見たハンナは、あの日を思い起こす。

　あの日、パタパタと走ってくる息子達の姿を見たとき、ハンナは安堵の息を溢した。

　体を壊したハンナの代わりに息子達が働いている。それは日々、息子達が帰ってくるまで気が気でない思いで過ごす時間だ。

　だが、走って部屋へと戻ってきたその日の息子達の顔は、喜びに染まったものだった。

　息子達は綺麗な絵が描かれた箱に入ったホットケーキを持ってきた。透明なこちらも愛らしい絵が描いてあるガラス瓶、その中には氷が入っており、そのことにもハンナは驚いたものだ。

　その日から息子達とハンナの生活は変わっていったのだ。

　今、目の前にいるアッシャーとテオは健康で、その顔には少し照れた表情が浮かぶ。しかし、どこか嬉しそうでもある。

　突如込み上げてくる涙を、ハンナは必死に堪こらえた。

　今、この場で息子達に示したいのは喜びだ。涙を溢せば、まだ幼いテオは混乱するだろう。

「ほら！　テオ、まだ仕事中だ」

「あ、そうだね。じゃああとでね」

　そんなハンナに気付いたアッシャーはテオと共に席を外す。

　短い間に成長していく子ども達、その小さな背中がハンナの瞳には滲にじんで見えた。

「いかがでしたか」

「本当にお味も雰囲気もよろしくて、それに……」

　ハンナが褒めようとするのを察した恵真は、敢えて途中で遮るように言葉を返す。

　恵真がハンナに喫茶エニシに来てもらったのは賃金の話をするためだけではない。

　働く子ども達の姿を見て、安心してほしい思いがあったのだ。

「アッシャー君もテオ君も頑張ってくれていて、私、この国のことに疎いんで本当に助かってるんです。それに初めはなかなか店にお客様が入ってくださらなかったんです。そんなときに、バゲットサンドを外で売ろうって考えてくれたのもアッシャー君なんですよ。こうしてお客様が来てくれるようになったのもその案のおかげです」

　恵真の言葉に照れたようにアッシャーは視線を泳がせる。ハンナは驚き、口元を押さえた。
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　それは初めて聞く話であった。

　何より、この店主は息子のアッシャーの言葉に耳を貸し、その結果も彼のおかげだと力を認めてくれている。そんな人物の下もとで働けていることにハンナは安堵する。

　今までの日々を思い返すと、様々な思いが込み上げてきて、ハンナは感謝の言葉が上手く口にできない。

　その姿を見つめていた恵真は、慌てたように言葉を続ける。

　アッシャーだけを褒めた形になってしまったが、テオも年齢以上の働きを見せてくれているのだ。

「もちろんテオくんも！　とっても頑張ってます！」

「だって！」

　ハンナのほうに振り向き、ちょっと自慢気なテオの様子に皆、少し笑ってしまう。

　当の本人はなぜ笑われたかわからず、きょとんとした表情を浮かべている。テオの様子にハンナにもようやく笑顔が浮かぶ。

　そんなハンナに恵真はゆっくりと思いを話す。

「……ですので、先日の話も受けてくださると助かります」

「ですが、そこまでしていただいても良いのかと……」

「いえ、するべきだと私は考えています。二人にはこれからもここで働いてもらいたいんです」

　ハンナの言葉をめずらしく恵真は強く否定する。

　二人に給与を支払う──今までここで過ごしてきた中で、恵真が感じ、必要だと判断したことである。食事を提供してはいる。だが、現代を生きる恵真にとっては、それだけでは正当な雇用とはいえない。

　兄弟との関係性を維持するためにも、恵真は二人に給与を支払うつもりである。

　アッシャーとテオがいなければ、そもそも喫茶エニシは始まらず、恵真は再び料理を楽しいとも思えなかったはずだ。

　何より、今この店に彼らは必要な存在である。

「……わかりました。ご厚意に感謝します。どうぞ息子達をよろしくお願いいたします」

　そこまで望まれて断るのは、却って礼を失するだろうとハンナも受け入れる。

「……最近、体調が格段に良くなりました。最終的には、私が以前のように働きたいと思っております」

　息子達を働かせている現状を、ハンナは良しとしていない。

　現在も刺し繍しゆうなどをし、生活の一部を支えているのだ。

　いつか、自分自身が働き、息子達の負担を減らしたいとハンナは考えている。

　それを現在の雇用主に伝えるべきか、ハンナは迷っていた。しかし、これほどまで息子達を認めてくれる人に、今後の予定を伝えずに雇用させるのも心苦しい。

「お母さん……！」

　ハンナの言葉にアッシャーは驚きの声を上げる。

「はい。そのときはまたこうして話しましょう」

　この世界では雇用者の力は強い。

　一方的に自分の願いを言っても構わない立場であるはずの恵真は、ハンナの言葉を喜んで受け入れている。不思議な人物だとハンナは思う。

　黒髪黒目であることより、魔道具に囲まれて生活する人物であることより、ただ知り合った自分達に親身に接してくれる人柄が何よりも印象的だ。

　こうして、アッシャーとテオに給金を払いたいという恵真の願いは、なんとか受け入れられるのだった。
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　グラスに水を入れようと、恵真はリリアのもとに向かう。

　ハンナはすでに喫茶エニシを後にしている。

　そんな恵真に注がれたのは、リリアの好奇心に満ちた視線だ。

「あの！　先程のものはなんという料理なのでしょう！　初めて見ました！」

「あぁ、ホットケーキですね。粉に砂糖や卵、ミルクを入れて作るんですよ」

「……そうなのですか」

　恵真に問いかけたリリアだったが、恵真の返事に少々気落ちした様子だ。

「……リリアはパン屋の娘なんだ。それで気になったんだろう」

「えぇ、卵や砂糖が使われているなら高価になります。恥ずかしいのですが、私には頼めません」

　白砂糖はもちろん、卵も少々マルティアでは値が張るようだ。

　そういった視点からいくと、確かにホットケーキは恵真が考えるような気軽な軽食ではないだろう。

　しかし、せっかく料理に関心を持ってくれたリリアに、恵真はなにかしたいという思いがある。

「パン屋の娘さん……。あ、酵母……。酵母って使っていますか？」

「えぇ、酵母は使っています。でも、卵やバターを使えませんし、粉もあのように質の良いものではないので、こちらで販売されているような綺き麗れいなものは作れないかと思います」

「……。あれって、イースト菌じゃなくっても作れるのかな……」

　残念そうに呟くリリアだが、恵真はどこか上の空で何かを考えているようだ。

　恵真の様子にナタリアは少し機嫌を損ねる。

　だが、そんなナタリアに気付きもせず、ハッと何かに気付いた恵真は突如、リリアの手を取る。リリアは驚き、頬を赤く染める。

「あの……。クランペットを作ってみませんか？」

「クランペット？」

「私、ずっと作ってみたかったんです！」

　嬉しそうにリリアを見つめる恵真にリリアも微笑みを返す。

　クランペットがなんなのかもわからないリリアだったが、その言葉に一にも二にもなく頷いたのだった。
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「それで、こちらを使うんですよね？」

「はい、ありがとうございます」

　恵真がリリアに頼んだのは酵母と日頃使っているパン用の粉である。本来はイースト菌と強力粉などを使うのだが、恵真はここで手に入る材料にこだわった。

　リリアが持ってきた酵母を、興味津々といった様子でテオが見ている。

「クランペットとはどんな料理なのだ？」

「先程作ったホットケーキは卵や砂糖を使うんですけど、これは使わないんです。酵母、粉、ミルクが主な材料なんです。それだと作りやすいかなって」

　ボウルに元種となる酵母に、人肌に温めたミルクをゆっくりと注ぎながら混ぜる。そこに粉と塩を入れ、さらに混ぜる。

「……で、この次は？」

「寝かせます」

「寝かせる？　何をだ？」

　ナタリアはピンと来ない様子だが、リリアはパアッと表情を明るくする。

「わかりました！　生地を膨らませるためにしばらく時間を置くのですね！　うちでもパンの発酵には時間を少し置いています」

「そうです、そうです！　時間を置くことで膨らむ力が増すので、これはしばらく寝かせておきます」

「……そうか、寝かせるというのは比喩なのか」

「どのくらい寝かせておくんですか？」

　リリアの言葉に恵真は少し考える。おそらく自家製の酵母であろう。発酵には時間をかけたほうが良いはずだ。粉はライ麦に似ているため素朴な風味になり、少し酸味もあるかもしれない。

「とりあえず一晩置いてみましょう」

「そんなに長くか！」

「えぇ、明日は時間がありますか？　よかったら明日、ここで焼いて試食しませんか？　ナタリアさんがバゲットサンドをギルドに届けた後ではいかがでしょう」

　今回は通常のレシピとは異なり、変更点も多いため、実験的なものだ。

　焼いて味を確かめて、また発酵時間を見直してもいいだろう。ナタリアの困惑した表情とは　裏腹にリリアはなぜか喜んでいる。

「いいんですか？　明日もこちらに伺っても！」

「えぇ、一緒に焼いて食べてみましょう」

「はい！　ぜひ！」

　こうして、恵真との約束に嬉しそうなリリアと、あまり気乗りしていないナタリアは明日、再び喫茶エニシへと訪れることになったのだ。

「膨らんでます……。ぷつぷつと穴があいてきてます！」

「うん。ホットケーキと似てるね」

「そうね、でも卵も入ってないし、お砂糖も入ってないから甘くはないの」

「……面白いな。この魔道具も興味深い」

　昨日、寝かせた生地を焼いているのを皆、興味深げに見つめている。

　恵真は今回、フライパンではなくホットプレートを用意した。ボウルに入れた生地をお玉で掬すくい、落として焼いていく。

　ホットケーキのときよりも、大きな穴が生地に開く。

　これがクランペットの特徴でもある。

　イギリスなどで馴染みのあるクランペットはスーパーなどでも販売され、ジャムやハチミツ、バターなどを塗って食べる料理だ。

　ぽこぽこと大きな穴が開くのが特徴で、その穴にハチミツやバターがしみ込み、ホットケーキとはまた違う食感となるのだ。

　以前より恵真は関心があったのだが、イースト菌で発酵させる時間もあるため、手軽なホットケーキを作ることが多かった。何より、アッシャーとテオのお気に入りなことも影響している。

「あ、良い焼き加減ですね！」

　恵真は手際良くクランペットを焼き上げ、皿へと移していく。皿にどんどん焼き上がったクランペットが上がっていくのを見たアッシャーが恵真に尋ねる。

「これもホットケーキみたいにハチミツをかけて食べるんですか？」

「うーん……。それもいいと思うんだけど……」

　そう言った恵真はリリアをちらりと見る。

　恵真が店で出すのなら、ジャムやハチミツ、バターを塗り、甘くして出すだろう。

　だが、それでは価格の上ではマルティアの街の人々には手が出しにくく、調理もしにくいものとなる。それではホットケーキ同様、マルティアの人々には合わないだろう。

　けれど、甘いホットケーキとは違うアレンジが、クランペットならできるのだ。

　そのため、恵真が昨日閉店後に作っていたものがある。

　それを冷蔵庫から取り出してくると、しげしげとリリアとナタリアが見つめる。アッシャーとテオはぱぁっと表情を明るくした。それは彼らが以前、口にしたことのある料理だ。

「ちりこんかん！　だよね」

　テオの言葉に恵真は笑顔で頷く。恵真が持ってきたのは豆を入れて煮込んだチリコンカンと刻んだキャベツだ。

「そう、あのときより水分を飛ばして、豆は少し砕いているの。お肉や香草は入れてないけど、しっかりした味とキャベツの甘みで食べやすくなるんじゃないかな」

　ライ麦に近い粉から作る生地の独特の風味に負けず、むしろ引き立てる具材にしたいため、考えた組み合わせだ。豆やキャベツといった値段の点でも入手しやすい食材を選び、もし販売することになっても、リリアの店で続けられる形を恵真は考えたのだ。

　恵真はクランペットにキャベツ、大豆のチリコンカンを載せ、それをふわりと折りたたむ。これでクランペットサンドの出来上がりだ。

　形はオムレットサンドに近く、生地をぱたんと折っただけである。

　温かいうちはもちろん、冷めてからも食べられるように、味はしっかりめにつけてある。

「よかったら、試食をしてみてくれる？」

「こ、これは手で食べても良いのだな。バゲットサンドと似ているな」

　恵真が作ったクランペットサンドに皆が手を伸ばす。

　心配そうにその様子を見ている恵真に向けられるのは笑顔だ。それを見た恵真もまた笑顔を返す。

「美味しいです！　うちの酵母を使ってるのに、パンとは違う食感になるんですね……しっかりした大豆とトマトの風味とキャベツの瑞みず々みずしさが合いますね」

「挟まずに包むというのは面白いな」

　シャキシャキとしたキャベツの食感と瑞々しさ、豆とトマトの風味、ぽこぽこと穴の開いたクランペットは軽食でありながら満足感もある。

　リリアとナタリアの言葉に恵真は安堵して笑顔を返す。

「良かったです……。これなら、リリアさんのお店で販売できますか？」

「え……」

「は……？」
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「え？　……えっと？」

　リリアとナタリアの反応に恵真は困惑する。

　パン屋の娘であるリリアがバゲットサンドを気になり、ホットケーキも気になっている。

　つまりはそういった物をリリアの家でも作ってみたい、恵真はそう捉えていた。

　そのため、リリアの家の酵母やキャベツに豆など、マルティアの街でも扱いやすい食材を選び、肉や香草、香辛料も使わなかったのだ。

　勘違いに頬を赤くする恵真に、ナタリアはその真意を尋ねる。

「……それはあなたがリリアの家で販売するということか？　あるいは権利をリリア達に販売したいということだろうか？」

「え！　いえいえ！　私はもう、バゲットサンドで手一杯です！　これはただの勘違いで……。そのホットケーキにご関心があったようですが、卵や砂糖がないと作るのが難しいですよね。だから、似たようなものでリリアさんのお店でも作れる料理を考えて……。本当にすみません！　頼まれてもいないのにでしゃばってしまいました」

　恵真にしてみれば、ナタリアに詳細を尋ねられると顔が熱くなる。

　頼まれてもいないのに、一人で張り切り、勝手に店のメニューを考えているのは厚かましく感じられたのだ。

　ナタリアはそんな恵真に驚き、リリアのほうを振り返る。リリアはその瞳に真剣な思いを宿していた。

「本当に、こちらを我が家でも販売してもいいのですか」

「はい！　もちろん、そうしてくれたら嬉しいです……。すみません、勝手に」

「いえ！　とんでもないです！　あの、その上でお願いをするのは申し訳ないのですが、うちでも喫茶エニシと同じように、店頭で販売させてもらっても良いでしょうか……」

　作り方を丸々教えてもらい、その販売方法も真似るのはリリアとしては心苦しい。

　だが、携帯できる食品を販売する際に、店に入らず気軽に買えるのは興味を持ってもらいやすいだろう。

　実際、バゲットサンドをきっかけに、屋台以外で店舗を持つ飲食店の中には店前での販売を行っている者もいる。それを考えると、恵真に許可を貰おうというリリアは誠実である。

「……あー、そうですね……」

　恵真は少し考え込む。

　その様子にリリアは下を向き、恐縮した様子だ。

「す、すみません……。ずうずうしいですよね」

「そんなことはないぞ、リリア」

　憧れの人から拒まれるのではないかという思いと、親や店のためという思いにリリアは揺れながら、懸命に尋ねる。リリアの肩に手を置いたナタリアは片眉を上げて、恵真の答えを待つ。

　しかし、そんな二人に恵真が返したのはまたも意外な答えだ。

「あの、外で販売するなら、一緒に試食もしてもらったらいいかもしれません。豆って良いイメージをまだ持たない方もいるので。食べてもらったら良さがわかると思うんですけどね……」

「え……。いいのか？」

「あ、外で販売するっていうのはアッシャー君の考えなんです。えっと……。アッシャー君、リリアさんのお店でも同じ販売方法でも大丈夫だよね」

　そう確認する恵真に、アッシャーが困ったように笑いながら頷く。

　恵真はハンナにもアッシャーの考えとして話し、今もまた彼の発案として許可を取る。誇らしさとくすぐったさにアッシャーは頬を染めた。

「……何か、お礼をしたいのですが何か望まれることはありますか？」

「望むこと……ですか？」

　そう尋ねながらも、リリアはそれがバランスを欠いたものだとも感じていた。

　魔道具に囲まれて暮らす恵真は質の良い服に身を包み、生活に困っているようには見えない。

　言われた恵真は少し悩んだようだが、リリアを見て、遠慮しつつ返答する。

「ええっと、ではナタリアさんもリリアさんも、ぜひまた食事をしにいらしてください」

　ナタリアは喫茶エニシに足を運ぶが、それは仕事の一環としてだ。

　せっかくならば、仲の良いリリアと共に、食事を楽しんでくれればいいと恵真は思うのだ。

　だが、そんな答えではリリアとしては納得できない。恵真に言われずとも、リリアは今後喫茶エニシに足を運ぶつもりなのだ。

「……他には、他には何かありませんか？　お店にはもちろん来ます！　私、前からずっと気になっていましたし、今日頂いた料理もどれも今までにない調理法で美味しかったです」

「本当ですか！　嬉しいです！　ぜひ、またいらしてください」

「……で、他には何を望む？」

「……えぇ？　他にもですか？」

　ナタリアは厳しい表情で困惑する恵真を見る。

　新たな料理を教えてもらい、販売方法も同じ方法を取るのだ。通常の飲食店ならば、当然金銭を求めるだろう。

　けれど、恵真は店に来訪する以外求めないという。

　しかし、初めに金銭を求めず、後から要求するなど揉めごとになるのも困る。今、自分もいる間にナタリアは、はっきりさせておきたいのだ。

　そんなナタリアにしばらく考えた恵真は答える。

「……じゃあ、ナタリアさんもリリアさんも私のことを『恵真』そう呼んでください」

「え……！」

　アッシャーとテオは「エマさん」、リアムとバートは「トーノ様」と恵真のことを呼ぶ。それに不満があるわけではないのだが、もう少し砕けた形で名を呼んでほしいと以前より恵真は思っていたのだ。

　どんな要望が来るのかと身構えていたナタリアは拍子抜けしたようだ。

「なんだ、そんなことでいいのか。エマ、これでいいか？」

「はい、そんな感じです！　……リリアさんもぜひ」

　だが、リリアは顔を赤くしたまま黙り込んでしまう。

　憧れの人に会い、その手料理を食べ、新たな料理を教わり、最終的には名を呼んでいいと言われたのだ。無理もない。

　そんなリリアの心境を知らない周りはリリアの反応に戸惑う。特に恵真は馴れ馴れしかったかと少し反省する。

「あ……。もちろん、無理には……」

「いえ！　呼びます！　呼びますとも！　……え、エマ様。エマ様！　素敵な料理をありがとうございます！　うちで試して、おっしゃったとおりの販売もしてみます！」

「え……あ、はい！　大豆のチリコンカンも調理法も今、お教えしますね」

　リリアの呼び方に驚いたものの、赤い顔をしていることから余程の勇気を必要としたことがわかる。

　なぜか敬うような呼び方だが、今後訂正すればいいだろう。

　そこには触れず、リリアにチリコンカンのレシピを教える恵真であった。
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　今日もバゲットサンドを仕上げた恵真のもとに、ナタリアが訪れる。

「おい、冒険者ギルドへ持って行ったぞ。エマ」

「あぁ、お帰りなさい。ナタリアさん。暑かったでしょう、お茶いかがですか？」

「あぁ、貰おう」

　数日後の喫茶エニシには、すっかり打ち解けて会話をする恵真とナタリアがいた。

　それに戸惑ったのは様子を見に来ていたリアムである。

　ナタリアの恵真への振る舞いを見て、問題があるようであればセドリックに対応を促すつもりであったのだ。

　理由はわからないが、すっかり軟化したナタリアの態度に、これならば問題ないとリアムは安堵する。そこに明るい少女の声が響く。

「エマ様！　クランペットサンドですが、初めは遠巻きに見ているだけの人も、試食をしたら買ってくれて……。今日の販売分のクランペットサンドはもう完売したんです！」

「良かったですね！」

「はい！　これもエマ様のおかげです！」

「そんな……。私も一緒に料理できて楽しかったですし」

「……！　ありがとうございます！」

　数日来なかった間に、ナタリアの態度は変わり、クランペットサンドという新たな物が生まれ、恵真は敬称付けで呼ばれている。

　忙しくとも小まめに喫茶エニシへと足を運ばねばとリアムは一人、ため息を吐くのだった。


幕間　リリアの夢と歩む道

「大きくなったら、私もおじいちゃんやお父さんみたいなパン屋さんになる！」

「そうだね。リリアならきっとなれるよ」

　幼いリリアが瞳を輝かせ、そう言うと大きな手で父ポールはリリアの頭を撫でる。優しい父はいつもリリアの味方だ。いつだってリリアを応援してくれる。

　母が亡くなって祖父と父、そしてリリアで暮らしてきた。いつか祖父や父のようにパン屋になるのは、いつの頃からかリリアの夢であった。

　あれから何年経ったであろうか。

　成長と共に夢を口にすることこそ減ったが、今でもリリアの夢は変わらない。この店を継ぎ、祖父や父のようになることがリリアの目標だ。

　祖父が他界して数年、父のポールを手伝いながら二人で懸命に店を続けてきた。口にせずとも、リリアの熱意は父に伝わっているだろう。

　リリアはごく自然にそう思って今日まで過ごしてきたのだ。

　薄曇りの空を見上げたリリアが父に言う。

「父さん、今日は雨になると思うの。いつもより少なめに焼いたほうがいいわ」

「あぁ、そうか。お前の勘は当たるからなぁ、よし、少なめにするか」

　リリアは天気を読むのが得意である。何がどうであるかと説明するのは難しいが、風の強さや湿度、匂いといったものから天気が予測できる。

　これは客の流れを読むのにも役立っていて、父の役に立てているのではと内心リリアは自信を持っていた。

　実際、天気と客の流れは関係が深い。雨が強い日には地面も泥でぬかるんでしまう。そんな日にパンを焼きすぎたら、必ず売れ残ってしまうし、パンの焼き加減にしても湿度は大きな影響があるのだ。

　いつか将来、店をやるときにもこういった感覚は役立つだろうとリリアは思う。

「おっと、雨雲が増えてきたな。流石、リリアだな」

「そうよ、いつか私も父さんみたいなパン屋になるんだもの」

　今日もまた、優しい父は笑いながら言ってくれるだろう。

「そうだね。きっとなれるよ」と。

　だが、この日の父は困ったような顔をしてリリアに言った。

「いいかい、リリア。ずっとお前には言わなかった。だが、もうお前も大きくなっただろう？　だから本当のことを言うよ。女性がお店をやるのは大変なことなんだ。もし、パン屋をするなら、そうだな。結婚してその相手とお店をやるといいよ」

　父ポールの言葉に、リリアは目を見開き、その真意を尋ねる。

　父だけは幼い日から自分の夢を応援してくれる──リリアは今日までそう信じてきたのだ。

「どうして？　ずっと言ってくれたじゃない？　私もきっとなれるって」

　そんなリリアに父は困った顔を浮かべ、諭すように言う。

「そうだね。父さんはお前が小さいからわからないと思って、そう言ってきた。だが、そのときよりお前は大きくなった。だから、今のこの国の現状を話しているんだ」

　父の言葉にリリアは動揺する。この国スタンテールの現状、それをリリアとてわからぬわけではない。

　マルティアの街でも、女性の店主はいないに等しい。いるとしても、夫婦や兄妹で経営しているため、実質的には夫や兄が経営を任されている。女性はその補助的な役割だ。

　だがただ一人、例外がいる。その人物の名前をリリアは口にする。

「ホロッホ亭のアメリアさんは？　女性で経営しているわ！」

「あの人には事情があるんだよ」

「で、でも、女性ができない理由にはならないでしょう？　私にだって……」

　そう言ったきり、リリアは背中を向けてしまう。

　父であるポールもリリアの気持ちは痛いほどわかる。小さな頃からリリアはパン屋を継ぎたいと言ってくれていた。その言葉を今は亡き父も妻も喜んで聞いていた。

　ポールとて、今でもその気持ちは嬉しいのだ。

　だが、現実には難しい。

　この国の常識的にもまた体力的にも厳しいのだ。

　敢えて厳しい道を娘に歩んでほしいとはポールは思えない。リリアはポールのたった一人の可愛い娘であり、たった一人の家族なのだから。

　小さな娘の背中には父であるポールに夢を否定された悲しみが見えるようだ。

　鈍にび色いろの空を見上げるとぽつりぽつりと雨が降り出す。

　それは娘の気持ちを反映したかのように感じられ、ポールはため息を飲み込んだのだった。

「よう！　看板娘！　今日はご機嫌斜めか？」

「そんなことありませんよ、ジョーイさん」

「そうかねぇ。まぁ、いい。いつものをな」

「はい……」

　そう答えるリリアが気落ちしていることは普通の客にはわからないだろう。あくまでにこやかに応対しているのだから。

　だが、常連客で小さな頃からリリアを見ているジョーイからすれば一目瞭然だ。原因もおそらくは予想がつく。リリアの態度、ポールの困ったような表情がその予測を肯定している。

　ジョーイは以前からポールに悩みを聞いていた。

　そのため、いずれこうなることもわかっていたのだ。

　どちらの気持ちも理解できる。だからこそ、どちらの味方もできない。

　そもそも、これは家族の問題だ。古くからの知り合いだからこそ、そっと見守ろうとジョーイは思っていた。そう、今までは。

　今日、ジョーイは驚くべき情報を入手した。それを二人に知らせに店へ訪ねてきたのだ。

「でな、その女性は薬草入りのパンを売っているらしいんだ」

「薬草入りのパン？　けど、薬草ってかなりエグみと苦みがあるんだろう？」

「あぁ、だがな、それが旨いらしいんだよ」

　新しい形のパンとその販売法に同業であるポールは興味を示す。そんなポールの熱心さにジョーイも興が乗ったのか、店と女性に関する噂を話し始める。

　どうやらその女性は黒髪黒目らしい、なにやら子どもを二人雇っているらしい。おまけに深い緑の瞳を持った魔獣までいるという噂だ。

　そこまで聞くと噂の信憑性が薄くなってくるが、リリアは気になったのは別のことだ。

「本当にそのお店の人は女性なの？」

「あぁ、どうやら高位の地位にいる女性なんじゃないかって言われているな。置かれた家具や食器、おまけに薄いグラスに入った水には氷が浮かんでいるらしいぞ！」

「なんだか噂がどこまで本当なのか信じられないところだね。さぁ、仕事、仕事！」

「あぁ、じゃあなポール、リリア！」

　そう言って店を出ようとするジョーイをリリアはドアまで見送り、父ポールに気付かれないように尋ねる。

「ねぇ、さっきのお店の名前は？」

「ん、あぁ。喫茶エニシっていうらしいぞ」

「喫茶エニシ……」

　女性が経営するという喫茶エニシ、噂がどこまで真実かはわからないが、リリアの胸にちいさな希望がほんのりと灯るのであった。
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「最近、ホロッホ亭で出しているじゃがいもが話題になっているね」

「知ってるわ、じゃがいもを使った今までにない調理法でしょう？」

　食卓の席でポールが話したのは、リリアも知っている話題であった。

　料理の話題への娘の関心の高さに、ポールは微笑むが内心では心が痛む。娘の夢を反対することへの心苦しさがあるのだ。

　一方で、自身がしてきた苦労を娘にも経験させたくはない。まして、女性であるリリアがその道を歩んでいくのならば、今までにない道を自分で拓いていくこととなるのだ。

　そう思うポールを前に、リリアはホロッホ亭での新しい料理を語る。

「果実のサワーもあるらしいのよ。なんだったかしら、しゅふうすい？　シュワシュワして喉越しが爽やかで、見た目もいいから女性にも人気らしいわ」

　生き生きと語るリリアにポールは顔を引きつらせながら確認する。

「リリア、まさか……」

「行ってないわ、もう……父さんったら。私は年齢的に店には入れないでしょう？」

　年齢が問題なければ行けたのに、という気持ちがリリアの表情にははっきりと出ていた。

　リリアの言うとおり、ホロッホ亭に登場した新しい料理は話題を呼んでいる。

　今まで、評価が低かったじゃがいもの料理が数品メニューに加わり、また果実のサワーもエール離れをしている若者を中心に人気が出ているのだ。

　料理に関心があるのは、もちろんポールも同じである。ホロッホ亭の新たな料理の話題で、二人っきりのその日の食卓はいつも以上に賑やかなものとなった。

[image: ]

　父に頼まれたお使いの途中、リリアは会いたいと思っていた人物に遭遇した。

　ホロッホ亭の女将、アメリアである。以前より面識はあるのだが、お互いに飲食業をしているため、なかなか店を空けられない。そのため、会うのは久しぶりだ。

「あの！　アメリアさん！」

「おや、パン屋のリリアじゃないか。しばらく見ないうちに大きくなったもんだねぇ」

「ご、ご無沙汰しています！　あ、あの、じゃがいも料理とサワーの話、聞きました！　今までにない発想で凄いです！　私も大人になったらお店に行ってみたいと思ってるんです」

「あぁ、その話かい？　まぁ、確かにそうなんだけどねぇ」

　はっきりとさっぱりとした気性のアメリアとしては、めずらしく言いよどむ。

　その様子にリリアが不思議に思っていると、何か思いついたかのようにアメリアはにんまりと笑う。

「あれはねぇ、あたしんじゃあないんだよ」

「へ？」

　ホロッホ亭のサワーもじゃがいも料理も人気となっている。しかし、街で聴いた話とはどうやら異なっているらしい。

「じゃがいもの料理も果実のサワーも、あたしの考えじゃないんだ」

「アメリアさんじゃない？　じゃ、じゃあ、どなたが考えたんですか？」

　アメリアが考えたのでなければ、店の者が考えたのだろうかとリリアは思う。そんなリリアに少々、勿体つけながらアメリアが口を開く。

「喫茶エニシを知っているかい？　そこの店主さ」

　それはこの間、客のジョージからも聞いた店名である。驚きと共に、リリアはその店名を口にする。

「喫茶エニシ……。そこの店主って女性なんですよね？」

「あぁ、そうさ。よく知ってるね。私よりだいぶ若いお嬢さんだよ」

　それを聞いたリリアの表情が明るくなる。喫茶エニシの店主が女性だという噂は本当だったのだ。おまけに店主はアメリアよりも随分若いらしい。

　それでは、パン屋を継ぎたいというリリアの将来にも希望が出てくるではないか。

「酒を扱うウチの店には来られないけど、喫茶エニシならリリアが入っても問題ないんじゃないかい？　まぁ、その辺りの店よりは値段は張るだろうが、いい勉強になるに違いないよ」

「勉強？」

「おや、あんた小さい頃から言ってたじゃあないか。『大きくなったらパン屋になる』ってさ。今は変わっちまったのかい？」

　アメリアの言葉にリリアは勢いよく答える。

「いえ！　変わっていません！　私、父や祖父のようなパン職人になりたいんです！」

「そうかい、じゃあよその店を見るのもいい勉強になるよ。行ってごらん」

「はい！　ありがとうございます！」

　笑顔で礼を言ったリリアはくるりと背中を向け、帰途へと急ぐ。その駆けていく後ろ姿には喜びが感じられ、アメリアは微笑ましく見つめていた。

　昨日、セドリックがホロッホ亭に来た。冒険者ギルドから恵真のもとへとバゲットサンドを運ばせる冒険者選びで悩むセドリックに、アメリアが薦めたのがナタリアである。腕が優れかつ信頼でき、嘘を言わない冒険者で女性、この条件で絞られた中でもより信頼に値するのがナタリアだとアメリアは見込んでいる。

　難点は些か冗談が通じないところがあるのだが、それも生真面目さゆえのものだ。

　そして、そんなナタリアとリリアは姉妹のように親しい。

　自分と同じ、道ならぬ道を歩もうとする少女の背中を、アメリアは押したのだ。

　荒れた道ではあるがこの街でアメリアが切り拓いてきたものだ。

　マルティアで女性が料理をして生きる、そんな道を歩もうとする少女に心の中でアメリアはそっとエールを送った。
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「おやおや、浮かない顔だねぇ。何か困ったことでもあったのかい？」

「あぁ、アメリアさん。いえ、困ったというか……。良いことでもあるんですが、複雑な心境というのが正しいんでしょうかねぇ」

「おやまぁ、あんた自身のことだろう？」

　今宵もホロッホ亭は賑やかである。屈強な冒険者や若手の兵士達、様々な者達が酒を酌み交わす大きな笑い声が聞こえる。

　そんな中、ポールはカウンターの片隅で一人静かに酒を飲んでいる。

　ポールが複雑な表情を浮かべている理由、それは一人娘のリリアのことだ。

　先日、リリアが冒険者のナタリアと共に喫茶エニシへと足を運んだ。

　最近、バゲットサンドで評判の店を見てみたい。そんな娘に特に反対することもなく見送ったポールであったが、そのあと起きたことは全くの予想外であった。

　急いで帰ってきたリリアが、酵母と粉が欲しいと頼み込んできた。帰ってきた娘に粉と酵母を持っていった理由を尋ねると「明日になればわかるわ、きっと！」と何か秘密めいたことを言う。嬉しそうな娘をポールは見送った。

　次の日、再びどこかへ出かけていったリリアが、何やら興奮した面持ちで持って帰ってきたのが「クランペットサンド」である。それを食べたポールもまた興奮と驚きに包まれた。

　その前日にリリアがバゲットサンドを持ち帰ってきたときも、ポールは驚いた。薬草を使ったその味、ふっくらとしたパンは新鮮だったのだ。

　自分や祖父が作ってきたパンにポールはもちろん、自信を持っている。

　だが、バゲットサンドの今までにない食感や風味は興味深い。薬草が入り、美味となれば人気が高いのも頷ける。

　しかし、クランペットサンドはそれ以上の衝撃であった。

　そんな話をアメリアに話すと彼女はそれの何がいけないのだという表情になる。

「そりゃ、良かったじゃないか」

　そう、問題はそこなのだ。

　クランペットサンドは喫茶エニシの店主の厚意もあり、ポールの店で販売することとなった。おまけにリリアは店主の恵真から、店前での販売の許可も貰ってきたのだ。

　現在、販売しているパンとはまた違う食感で、豆や野菜を使ったクランペットサンドは他店との差別化をはかる看板商品となるだろう。

「そりゃ、良いことずくめだねぇ。よくできた娘さんだ」

「そこが問題なんです」

「なんだい、どこが問題なんだい。」

　全く以て理由の分からないアメリアにポールは困ったように呟く。

「娘が自分の力で道を切り拓こうとしている。おまけにクランペットサンドという成果もあるんです。私はいつまであの子の夢を反対できるのか……。自信がないんですよ」

　そう言うポールの顔はほんの少し嬉しそうでもある。

　アメリアがこの街で切り拓いた道をリリアも歩もうとしている。その道は決してなだらかなものではない。時の経った今でもだ。

　だが、目の前の優しく愛情深い理解者がいれば、つまずき立ち止まることがあってもリリアは歩んでいけるだろうとアメリアは思うのだ。

「ほら、これ食べな」

「え？」

「サービスだよ。可愛い娘を持ったあんたにね」

　今夜もホロッホ亭は賑やかである。

　大声で笑い、酒を飲み交わす人々を笑顔でアメリアは見つめる。

　険しい道を切り拓いた先には、街の皆の笑顔がある。

　活気のある店を眺め、アメリアは満足そうに微笑むのだった。


夏至の怪物と米料理

　この日、リアムとセドリックは海沿いのシグレット地域に急きゆう遽きよ、足を運んだ。

　突如、この町の海沿いに現れた未確認の魔物とみられる生物の討伐依頼が出たためである。

　小さな町のギルドに所属している冒険者達では経験不足であり、不安要素が大きい。そのため、数日前にマルティアの冒険者ギルドに伝令が届き、リアム達が出向くこととなったのだ。

「久しぶりの現場だな！　お前と依頼を請け負うのも懐かしい……。あのときのリアムは可愛かったなぁ」

「……今回は未確認の生物らしい。気を引き締めないとな」

　セドリックが懐かしそうに口にする内容には触れず、リアムは今回の依頼に触れる。

　リアムの言うとおり、その生物は情報がない。突然大量発生したということ、今までに見たことがない不気味な生物だということしか現状では情報がないのだ。

　魔物ではないかと予測されるため、警戒するのは当然のことだ。

　気を引き締めろというのは決してリアムの照れ隠しではない。

「お、見えてきたぞ。海だ！」

「……だから、俺は気を引き締めろと……」

「俺は気を高めているんだよ！　海なんてなかなか見れんからなぁ。綺麗な海じゃないか！」

　セドリックの言うとおり、広がる空と海の青は美しい。

　その広大な景色と髪をなびかせる風、漂う潮の香り、セドリックが高揚するのも無理はない。

　ここに未確認の不気味な生物が大量発生し、応援要請が入ったとはにわかには信じがたい。

　けれど、行楽気分でいたセドリックの目にもその生物が飛び込んでくる。

　岩場に張り付き、うねうねと足を動かす姿が確かに気味の悪いものだ。

「うわっ！　なんだ。あの生き物は……。不気味だ……。信じられんほど気味が悪い！　リアム、油断するなよ！」

「……あぁ！」

　先程まで、油断し切っていたセドリックがリアムに注意を促す。リアムは剣を抜き、攻撃態勢を取る。確かに報告どおりの得体のしれない生物である。

　おびただしいほどの数がひしめく岩場を見ながら、セドリックもリアムもおどろおどろしい外見に気を引き締めながら討伐へと挑むのであった。

[image: ]

「そりゃあ、大変だったっすねぇ」

「……完全に他人事だな」

「いやぁ、暑さの続くこんな時期は室内でのんびりしてたいっすもん」

　徐々に厳しくなってきた日差しと暑さを避けるように、最近バートは喫茶エニシへとよく足を運んでいる。

　魔道具エアコンの効果もあり、喫茶エニシには冷風が吹く。そのせいか、恵真の料理が知られてきたのか徐々に客足も増えている。

　今は昼時も過ぎ、一段落という喫茶エニシでバートは涼を楽しみ、リアムは討伐の疲れを癒やしている。強くはないが、謎の生物は見た目が衝撃的だ。なおかつ、冒険者ギルドはその処分にも悩まされている。

「今まであんな生き物は見たことがない。一体、あれはなんだったんだ……」

「弱かったんすよね？　討伐できたならいいんじゃないっすか」

「いや、今後何か問題がわかっても困るだろう。冒険者ギルドで回収し、討伐しなかったものは生きたまま保管している」

「は!?　それって、マルティアのギルドっすか！」

　今まで他人事であった未確認の生物、それが突然、バートにも関係のある話になったのだ。

　多くの魔物を討伐してきた冒険者ギルド長セドリックをもってしても、その不気味さで慄おののかせた生き物、それが今、バート達と同じ街にいる。

　冒険者ギルドとしては当然、その生物を未確認のままで終わらせるわけにはいかない。

　どんな生物、あるいは魔物なのか、危険があるかないかも含め、きちんと解明しなければ任務完了とは言えないのだ。

　その生物はセドリックの監視下で、生存が現時点でも確認されている。

「……見てみたいか？」

「うっ！　複雑っすねぇ、こう、怖い物や不気味な物って見たいような見たくないようなそんな不思議な誘惑があるんすよねぇ……」

　バートと同じ考えの者は少なくないらしい。

　冒険者ギルド長室には何かと用事をつけ、職員や冒険者が足を運んでいるという。好奇心旺盛なのは冒険者ギルドの気風なのだろうかとリアムは思ったものだ。

「そういえば、トーノ様。アッシャーとテオはなぜ、あんな部屋の隅に？」

　いつもなら訪れたリアムに笑顔で応対してくれるアッシャーとテオが、ドア近くのほうで大人しく片付けをしている。リアムの言葉にバートもまた頷く。

「そうっすよね。今日は何か二人共変なんすよね……」

「あぁ……それはちょっと怖がらせちゃったみたいで」

「トーノ様、キツく叱ったんすか？」

「いえいえ、これにはちょっと理由があるんです」

　そう言った恵真はキッチンの奥へと向かう。

　恵真が二人を厳しく叱る姿は言ったバートにも想像できない。どちらかというと、論理的に諭すとか、たしなめるといったほうがしっくりくる。

　二人がアッシャーとテオを見ると、ムッとした表情で首を振っていることからもどうやら違うらしい。

　では、なぜ二人はあんなドアの近くにいるのだろう。それはまるで、何かから避難しているかのようである。

　不思議に思うバートとリアムに、恵真が困ったように笑いながら原因を持ってやってきた。

　いつものとおり、清潔なエプロンに品の良い服を身に纏まとう恵真。その手には服装に不釣り合いなバケツを持っている。

「なんすか、それ？　何が入ってるんすか」

「うーん……。ちょっとびっくりさせちゃうかもしれません……見ます？」

「いやいや、オレらは腕利きの兵士と冒険者っすよ？　ねぇ、リアムさん」

「え、まぁ、物によるだろうな」

　いつものように軽口を叩くバートに正直なリアム、そんな二人のもとに恵真は重いバケツを持っていく。そのバケツには水も入っているため、そこそこ重いのだ。

　バートが気を利かせ、バケツを代わりに持とうとして中の生き物を見た途端、大声を上げる。

「んなぁ！　なんっすか！　この生き物は!!」

「……これは！　トーノ様、こちらをどこで！」

　思っていた以上の反応を見せる二人に恵真のほうも驚く。

　それはアッシャーとテオを怖がらせただけでなく、大人であるバートとリアムにとっても恐怖の対象となるらしい。
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　恵真はしょぼしょぼとキッチンへ下がり、その生物と入手先を素直に告げる。

「……これは岩間さんのご主人が釣り上げたタコです」

　バケツの中にはお隣から頂いた新鮮なタコがいた。

　夏至になり、旬の味覚であるタコを頂いた恵真は、少し驚かせようとしたいたずら心が想像以上の効果を出す。

　四人の様子に、すっかり反省しきりの恵真であった。
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「それで、この生き物はどういう生き物なのですか？」

「えっと……私の国と同じものであればと仮定した話になるんですけど、タコという軟体動物です。海中の生物ですね。吸盤があって、くっつくとなかなか離れないので注意が必要です」

　バケツに入ったタコは木のまな板を置き、さらに漬物石を積み、キッチンの奥に置いてある。アッシャーとテオは相変わらず、裏庭のドア近くにおり、そこに青ざめたバートも加わった。

　腕利きの兵士であるバートが言うには「後方支援に回っている」ということで、リアムが恵真にその詳細を尋ねている。

　恵真から聞く情報はリアムにも心当たりがある。

　シグレットで出会ったその生物もまた岩場におり、その不気味さから漁師達も海に出ることができなかったのだ。おびただしい数のあの生物が大量発生していることを恵真に伝えると、彼女は深いため息を吐く。

「……今すぐ私もそこに行けたらいいのに」

「……トーノ様」

　恵真の安全のため、このドアの向こうには出ないようにと制限しているのはリアムの考えである。黒髪黒目である彼女の外見、この国での影響力を考えれば、それが間違いではないと今でもリアムは確信できる。

　だが、一方でその判断は、恵真の自由や意思を制限していることに外ほかならない。

　他者を思いやる彼女であれば、非力な身でありながら何かしたいと思うのであろう。リアムは恵真の小さな呟きに心を痛める。

　けれど、次に聞こえてきたのは想像だにしない恐ろしい言葉だ。

「今の季節、美味しいですもんね」

「……は？　今、なんと？」

　思いもかけない言葉にリアムは聞き返す。それは、今までの恵真の印象をガラリと変えるほどの衝撃をリアムにもたらす言葉だ。

　どうか、聞き間違いであってほしいと願うリアムに、恵真はおだやかに笑顔を返す。

「美味しいんですよ、タコ。特に今の季節は」

　どうやら、先程の言葉も聞き間違いではなかったらしい。

　恵真の口にした言葉の衝撃に、流石のリアムも言葉を失うのであった。
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「俺はどうしたらいいんですかね」

「悪いんだけど、あたしにも今回は思い浮かばないんだよ……」

「そうですか……すみません、無理を言って……」

　若い二人の悩みにアメリアは耳を貸したものの、特に良い考えも思いつかずにいる。

　その青年達は、市場で店を出す二人でホロッホ亭の評判を聞いて訪ねてきたと言う。

　こうした他の商売事の相談も、アメリアは気軽に請けおい、慕われているのだ。

　しかし、今回はめずらしく意見を出せない。

　理由はその店で扱う材料にある。他国から入ってきたもののため、アメリアにも馴染みがなく良い発想が出ないのだ。

　かといって、適当な意見でお茶を濁すような不誠実な真似も、アメリアにはできない。そんな性分であるからこそ、多くの者がアメリアを皆が慕っているのだ。

　そんなアメリアの脳裏にふと、思い浮かんだ人物がいた。それは兼ねてからアメリアが会いたいと思っていた人物でもある。

「こりゃ、あのお嬢さんを頼ってみるかねぇ」

「どんな人なんですか？」

「いや、それがあたしも会ったことはないんだよ」

「は？」

　青年に言われて、アメリアもその不思議な関係に笑みを溢す。

　世話になっているその人物に会う良い機会だ。

　こうして青年達と共にアメリアは喫茶エニシへと足を運ぶのであった。

　バゲットサンドをギルドへと卸したナタリアは喫茶エニシへと戻る。

　ドアを開けるとひんやりとした涼風を感じる。エアコンという部屋中に冷風を送る魔道具の効果である。

　暑さが著しい屋外から、戻ったナタリアには生き返る思いだ。あとは恵真に麦茶を貰って帰ろう、そう思ったナタリアの目に飛び込んできたのはよく知る人物だ。

「アメリア、なぜここにあなたがいるんだ？」

「おや、ナタリアじゃないか。なに、ちょっとした敵情視察さ」

「な……！　いいのか、エマ！」

「大丈夫ですよ！　……もう、ダメですよ？　アメリアさん」

「はは！　お嬢さんにはもうわかったのかい？　ナタリアは誤解されやすいのに」

　生真面目なナタリアが憤るのを恵真は宥なだめる。

　どうやらナタリアとアメリアは知人らしい。

　敵情視察というのは、ナタリアの気性を知るアメリアの冗談であろう。

　だが、恵真を心配するナタリアの気持ちも嬉しく思う。親しくなればわかる、実直で不器用な人柄は信頼できるものだ。

　確かにホロッホ亭の女将であるアメリアが、喫茶エニシに足を運ぶのは初めてである。

　恵真としてはバートを通じ、料理を介して交流をしていた気になっており、初対面の緊張はない。それはアメリアも同じようで、料理やバート達の話で先程から二人は意気投合していた。

　しかし、共に訪れた二人の青年は違うようだ。

　一人はひどく驚いたようにきょろきょろと室内を見回し、もう一人は恵真を見て感激した様子だ。

「あぁ、この二人はね、自由市で働く子達なんだ。話が弾んですっかり忘れっちまってたけどね。今日ここに来たのは、この子達の話をお嬢さんに聞いてほしいからなんだよ」

「私に、ですか？　なんでまた……」

「市場で売っている食材に関してなんだがね、なにぶんあたしはそれを使ったことがないのさ。それでお嬢さんにちょっと聞いてみようと思ってねぇ」

　この地で長く店を開くアメリアでも扱ったことのない食材を自身が知っているとも思えず、恵真には不安がよぎる。

　すると、今までめずらしそうに周囲を見ていた青年が、バッグから何か麻のような袋を取り出す。青年が袋のひもを緩めると、中には恵真も知っている食材が現れる。

「──これは……お米ですか？　あ！　じゃあ、もしかして市場で売っている米料理のお店って……」

「はい！　そうです！　俺……、アルロの屋台です」

「以前、頂いたことがあるんです！　お肉や野菜が載っていてパラパラしたお米とも相性良くって美味しかったです。南から入ってきたんですよね？　あれってお米は茹でているんですか？」

　以前、リアム達が市場でこの国の食べ物を買って来てくれたことがある。

　そのとき、バートが買って来てくれたのが屋台の米料理であった。インディカ米に似た形状と風味のその米は、最近流行ってきているとバートから聞いた。その店主がどんな相談事であろう。

「ご存じでしたか！　ウチみたいな屋台の料理を食べていただいていたなんて光栄です！」

「いえいえ、美味しかったです。そちらの方もお店のご関係の方ですか？」

　アルロは恵真が店の料理を食べていたことに驚きつつも、喜びを隠せない様子である。

　その隣には彼と年齢が近そうに見える青年が、アルロと同じような目線を恵真に向ける。

「いえ、彼は市場でわたあめを売っている風の魔法使いのルースです。俺だけでは自信がなくってついてきてもらいまして……。偶然にも彼は以前からこちらに興味があったらしくて。良かったな！　ルース」

　そうアルロに言われたルースという青年は、耳まで赤くなる。

　風の魔法使いがわたあめを作っているというのは恵真もバート達から聞いていた。リアムから手渡されたピンク色をしたクロのわたあめは、可愛らしく皆で分けながら食べた思い出がある。

「……ルースです。……あの、よろしくお願いします」

「遠野恵真です。よろしくお願いします」

　恵真が初めて出会った魔法使いの青年は確かに瞳がとても淡い緑色をしている。

　彼はその瞳を隠すくらい前髪を伸ばし、さらにフードまで被っている。

　初めて会った魔法使いの青年に色々と質問してみたい気持ちを恵真は抑え、話を元に戻す。魔法使いと同じくらい、米にも恵真は興味があるのだ。

「実は米をどう拡げていったらいいかで悩んでいまして」

「お米を拡げていく？」

「あぁ、僕の実家は商家でして米を輸入したんです。それも結構な量を……。ですが、なかなか普及に繋がらず、市場で屋台を出すことにしたんですよ、米料理を普及するためにまずは知ってもらうことからだと。でも、皆さん料理には興味を持ってくれるんですけど、米自体を自分で調理するとまではいかなくて……。それでアメリアさんを頼ったんです」

「あたしも米料理はさっぱりでね。そこでお嬢さんに聞いてみようとね。もちろん、無理は承知さ。何も思いつかなくっても問題ないよ、勝手に持ち込んだ話だからね」

　そう言われた恵真は考え込む。米料理ならたくさん思い浮かぶ。

　しかし、どう調理すればこの国の人に受け入れられるのだろう。

「えっと、お米を買っていった方はどのような調理をしたんでしょう」

「ウチと同じように茹でて味を付ける感じですね。ただ、水加減が難しいと言われてしまって……」

「あぁ、確かにそうですね……」

　恵真のキッチンでは火加減が簡単だが、こちらの世界ではそうはいかないだろう。ということは、米を簡単に調理できる方法でなければならない。

　そもそも、インディカ米に似たこの米は、恵真の知る調理法でも同じようになるのだろうか。

　それも試さないといけないだろう。

「ご期待に沿えるかわからないのですが、お米を頂いてもよろしいですか？　試作してみたいんです」

「はい！　……よろしくお願いします」

「すまないね、お嬢さん」

　恵真は袋に入った米をアルロから受け取る。

　彼らの期待に沿えるかはわからない。けれど、新しい食材を前に恵真は胸が躍る。

　この国の人々にも受け入れられる、そんな料理を作ろうと恵真は思うのであった。
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「そうよねぇ、タコの処理は難しいわよね」

「すみません、頂いたときに言っておけばよかったんですけど……」

「いいのよー、うちの人がせっかくだから恵真ちゃんに見せてやれって。釣ったのを自慢したいのもあるのよ、きっと」

　岩間さんに頼み、先日頂いたタコの下した拵ごしらえを恵真はしてもらった。

　恵真自身で対応できないかもという不安もあったが、何より喫茶エニシのキッチンにあるとアッシャーとテオを怖がらせてしまうのだ。

　タコをしめて、タコの内臓を取り除いた岩間さんが、たらいで塩もみをしている。

　すると、泡立つようにぬめりが取れていく。その手際の良さを見て、やはり岩間さんに頼んでよかったと恵真は思う。

　丁寧にきちんと時間をかけ、ぬめりを取ったタコを沸かした湯に入れて、ひっくり返しながら茹でる。数分茹でて取り出すと、よくイラストで見るような、くるんと足が丸まった赤いタコが現れた。

「これで完成。こうしたらもう、色々使えるから大丈夫よ」

「ありがとうございます！　何を作ろうかなぁ……」

「あ、そうそう。うちはタコ飯にしたのよー、食べていって」

「はい！」

　すでに岩間さんは食事の準備に取り掛かったようだ。

　タコ飯、それもいいと恵真は思う。

　もちもちした米にタコの触感、しょうがの風味は相性がいい。

　この茹でてもらったタコもタコ飯にしてもいいかもしれない。いや、アルロから貰った米と合わせたらどんな味になるだろう。

　家に帰ったら改めてどんな料理がいいか、じっくり考えることにして、今は岩間さんを手伝う恵真であった。

　今日もまた、日差しが強い。

「いやぁー、今日も暑いっすねぇ……」

「おい、バート、入り口で立ち止まるな」

　そう言って入ってきたバートは少しドアの前で立ち止まり、きょろきょろと辺りを見回し、リアムに文句を言われる。

　不思議に思った恵真だが、アッシャーとテオはすぐ察したようでバートに告げる。

「大丈夫、アレはもういないよ」

「そうっすか……いや！　全然オレは気にしてないっすけどね？」

「……うん。バートは腕利きの兵士だもんね」

「なんかちょっと棘とげがないっすか？」

　どうやらこの間の一件で、アッシャーとテオの中ではバートの株がほんの少し下がったらしい。

　赤茶の髪を搔きながら、バートは恵真のもとへと歩みを進める。キッチンに近付けば、食欲をそそる香りがさらに強くなる。

「今日は試作品があるんですよ、召し上がりますか？」

「もちろんっすよ！　いやぁ、楽しみっすねぇ。今回はどんな料理なんっすか？」

「市場のお米を使った料理なんです」

　恵真はコンロで温めた米料理を二種類、小皿に盛ってバートとリアムの前に出す。

　リアムはコンラッドから報告を受け、アメリア達がここを訪ねたのを把握している。

　今日、喫茶エニシに訪れたのは恵真からその件を直接聞きたかったのだ。

　そうとは知らないバートが不思議そうに皿を見る。南から入った米はまだ珍しい食材だからだ。

　それを恵真は調理したというのだ。

「これは、なんという料理なのでしょうか」

　リアムの質問に恵真は笑顔で答える。

「これはリゾット。夏野菜のリゾットとミルクとお肉のリゾットです」

「リゾット……へぇ、初めて見るっす」

　興味深そうにバートが小皿のリゾットを見つめる。恵真が今回作ったリゾットは少し水分多めに作ってある。

　リゾットは少し芯が残るくらいに作るのが良いとされる。だが、そのぶん火や水の加減が難しくなる。そのため、水分を多めにふっくらとした食感を目指した。

　言うなれば、リゾットと粥の中間のようなものだ。

　旬の夏野菜のリゾットと入手しやすいミルク、好まれる肉を使用したのもあり、親しみやすく作りやすいのではと恵真は考えている。

　だが、問題は味だ。こちらの人が食べても美味しいと思ってもらえるのかが、恵真は心配であった。

　バートがさっそく、夏野菜のリゾットを口にする。

「ん！　いいっすね。あっさりしてるんすけど、野菜の甘みもあるっすねぇ。この間の市場の米料理とは全く違う食感っす。酸味と旨味が抜群っすね」

　肉を使っていないので、不評かもしれないと思っていた恵真は安堵の笑みを浮かべる。

　炒めた玉ねぎや熟したピーマンとパプリカ、生のトマト、角切りにしたじゃがいもを加え、素朴な味に仕上げた。米を買った人が、気軽に作れることを意識したリゾットである。

　リアムもまた、恵真が用意したもう片方のリゾットに口をつける。

　こちらはミルクと鶏肉を使ったものだ。

「温かみのある家庭的な味だと思います。……旨いな」

　いつもどおり、実直さが伝わるシンプルなリアムの言葉だが、最後に呟いた言葉は素のリアムが垣間見える。恵真はついクスリと笑う。

　バートはリアムの感想に納得できないようだ。自身ももう片方のリゾットを口にすると、うんうん頷く。

「確かにこちらは優しい味わいっすけど、肉が入っているのとミルクが使われていることでこっくりとした旨味が加わってるっすね！　……こんな感じっす、リアムさん」

「あ、あぁ……そうか」

「ふふ、いいんですよ？　それぞれが料理を楽しんでくれたら。それで、どうですか？　この料理は受け入れてもらえるでしょうか？」

　胡こ椒しようなどの香辛料を使わないので、リアム達の言うとおり優しく家庭的な味だと恵真も思う。

　使う食材も手に入りやすい身近な物を選んだ。

　今回、アルロが言っていたのは米の普及だ。米を購入した人々が自宅で調理しやすい料理を心掛けた。もし、アルロが新しく販売する米料理を望んでいたらまた違う料理になっただろう。

　恵真に聞かれたリアムもバートも笑いながら頷く。

「問題ないっすよ！　でも、家庭で作れる調理法なんすか？」

「えぇ、お米や具材を炒めて、水分を加えて煮るんです。一般のご家庭でも作れると思います」

「それならば、身近に感じるかもしれません。……ん？　野営にも使えるか」

「あ！　そうっすね。野営でも火を起こすし、いいかもしれないっす！」

　重さがあるのが難点だが、水分を含み膨らむ米は満足感もある。

　今まではパラパラとした状態の米しか料理として知られず、水分を多くする発想に繋がらなかったのだ。

　兵士など大規模の野営では規模が大きく、水の確保が難しいが、冒険者は数人単位で行動し、川の水を使う。冒険者の中には荷物持ちを雇う者もいて、煮炊きをすることがある。

　そういった際の食料としても良いとリアムとバートは思ったのだ。

　米の有用性について語り合う二人に、おずおずと恵真は話しかける。

「……あの、他にもリゾットを作ってみたんです」

「へぇ！　どんなリゾットなんすか？」

　興味津々といった様子で笑顔を浮かべるバートに、恵真はすぐには答えられない。

　恵真としては安全で美味しいと胸を張れる料理ではあるのだが、こちらの人に受け入れられるかというと疑問が残る。

　恵真の様子を見たリアムが驚愕したように目を見開く。

　そう、リアムは思い出したのだ、先日の恵真の言葉を。

　だが、あのとき恵真から距離をとっていたバートはニコニコと恵真に尋ねる。

「で、なんのリゾットなんすか？」

「……です」

「ん？　なんっすか」

　バートが期待しているのがその表情から伝わる。

　ここにきて恵真には迷いが出る。

　先日の様子を見るとショックを受けてしまうのではないか、あるいは引かれてしまい、距離を置かれるかもしれない。

　いや、と恵真は気持ちを奮い立たせる。自分で調理したものに責任を持てぬのでは、料理で金銭を頂く資格はない。何より、その食材を使ったリゾットの味には自信がある。

　リアムが恵真に視線を向け、首を横に振る。そんなリアムに任せておけと恵真は頷く。

　そしてバートに満面の笑顔で告げた。

「タコです。これはこの間のタコを使ったリゾットなんですよ」

「……は？」

「ですから……」

　恵真の目の前からバートがいなくなる。

　ドア近くに素早く避難したのだ。

　その回避行動の素早さにアッシャーが感心したように呟く。

「……腕利きの兵士かはわかんないけど、俊敏性は凄いな」

　腕利きの兵士バートが、再びテーブルに近付くのには、しばらく時間を必要とするのだった。

「本当に食べるんっすか!?　何かあったらどうするんすか！」

「どうもこうも、私の国では普通に食べられている食材なんです。ほら、美味しそうな香り！」

「確かに旨そうな香りっすけど……！」

　恵真としても、初めからバート達に食べさせるつもりはない。

　前回の反応を見るに、調理されたものでも抵抗があるだろう。

　そのため、アッシャーやテオには試作用に作った二つのリゾットを昼食にし、タコのリゾットは恵真自身の昼食用として作ったのだ。

　だが、タコのリゾットが入った皿を心配そうに見つめているのはバートだけではない。アッシャーとテオも不安げに見ているし、リアムに至っては深刻ともいえる表情を浮かべている。

「大丈夫ですよ！　本当に、本当に皆、食べているんですよ？　それにほら！　見た目もだいぶ違うでしょ」

「……確かに。よく見るとあの独特の見た目ではないですね……。これはどうして？」

「ぬめりを塩でとるんです。……って、私も初めてだったんで岩間さんにお願いしました。茹で上がると綺麗に赤くなるんですよ。だいぶ印象も変わりますよね」

「失礼ですが、その岩間様とはどういったご関係の方ですか？　その生物はどこから入手しました？　本当に信頼できるのですか？」

　リアムが深刻な表情で幾つもの問いを恵真に投げかける。彼からすれば討伐対象であった未確認の生物を恵真は食べようとしているのだ。その心配は当然のものであろう。

　だが、岩間さんとの関係をどう説明しようか恵真は悩む。嘘が上手くない自覚はあるのだ。

「岩間さんはですね……私が小さい頃の知り合いでお隣さんで……。最近また食材を頂いたり……。ええと、ですから信頼できる方ですね、ハイ。このタコは……。先日言ったとおり、岩間さんのご主人が釣ったものを……。私のとこに届けてくれました」

　結局、完全に正直に事実のみを述べてしまったことに恵真は気付く。だが、その回答にリアムはなぜか納得したように頷く。

「なるほど、トーノ様の母国で領地内に住まわせていた商人の方なのですね。トーノ様が入手された数々のめずらしい食材や品々は、その者達から入手しているのですね。幼き頃からの知り合いであるためにトーノ様のために危険を冒し、ひそやかにこの国へと訪れている……。ご安心ください。秘密は守ります」

「……あ、ありがとうございます」

　恵真は誠実な眼差しでこちらを見るリアムの瞳を直視できない。嘘は言ってはいないが、誤解を解くこともできないのだ。

　一方、リアムは出入りの商人が、恵真の幼き頃よりの知人であると知り安堵する。

　恵真のもとへ食材を届けている者は姿を見せない。セドリック達の目を搔い潜る、それなりの腕を持つ者であろうとは思っていたのだ。

　遊牧民のように移動しながら、商売を続ける者は多くいる。幼き頃によくした商人が今も恵真に尽くしてくれているのだろうとリアムは納得した。

　そもそも庭で薬草が採れるわけがないのだ。

　以前、恵真が言っていた庭というのは比喩であったのだろう。

　タコの見た目がすっかり変わっていると聞き、アッシャー達もリゾットが入った皿に近付いて、じっくりと見ている。リアムの言うとおり、あの驚かされた見た目とは違い、薄切りにされたそれは全く恐ろしくはない。ぬるっとした未確認の生物の面影がまるでないのだ。

　複雑な心境を隠しつつ、恵真はアッシャー達用のリゾットを皿に盛った。

「えっと、アッシャー君は夏野菜のリゾット、テオ君はお肉とミルクのリゾットだよね。温めてきたからどうぞ。お客さまのいないうちに食べて」

「オレらも客っすけどね？」

　恵真は麦茶とリゾットを兄弟に用意し、自分も椅子に座る。未だ、複雑そうな表情を浮かべるリアム、本当にそれを食べるのかという引きつった表情を浮かべるバート。

　そんな二人を前に、恵真は堂々とリゾットを口に運ぶ。

「ん、美味し！」

　トマトの酸味にバジルの風味がよく合う。少し柔らかめに煮た米だが、タコの食感との違いが引き立つ。淡白なタコから出たとは思えない、しっかりした出汁と瑞々しいトマトの水分、そのスープもそれを吸った米も旨味が濃厚だ。

　そこにバジルとオリーブオイルがアクセントを加える。

　その美味しさに恵真は一人頷きながら、リゾットを口に運ぶ。

「本当に旨いんすかね？」

「わからないが……。トーノ様の母国では食べられているのだから、商人が届けたこれは安全なのだろう。商人の話を聞いてなければ止めたがな」

「つまり、目の前のこれは安全で旨いんっすね……」

「……むぐ。はい、美味しいですよ」

　リアムとセドリックがシグレット地域において討伐したものと、恵真が持っていたものはかなり似ている。だが、細かい種類や分類はまだない生物である。シグレット地域で捕獲したものは冒険者ギルドでの調査次第であろう。

　もし同一の生物であれば、食用化もできるのかとリアムは考える。

　その外見に抵抗があるのは確かだが、調理する前とはかなり印象が異なる。

　実は、魔物を食べることには皆、抵抗がない。むしろ、冒険者は魔物を狩ることが仕事でもあるため、平民よりも食べる機会が多い。

　食用可能であることや他国では食文化としてあることを、一応セドリックにも報告してみようとリアムは思う。

　そんなリアムの隣で、なにやらバートも考えごとをしている。

「どうした、バート」

「……安全で旨い」

「バート？」

「……トーノ様の料理、そして安全で旨い」

　もぐもぐと昼食を食べる恵真の姿にバートの視線が注がれる。

　その視線を感じた恵真は、顔を上げる。先程まで引きつった表情でいたバートだが、今は真剣な眼差しで恵真を見ている。

　いや、正確には恵真の前のタコのリゾットの皿を注視しているのだ。

「わかりました！　オレがそれも試食するっす！」

　何やら決意を固めたバートの申し出に、恵真は微妙な表情を浮かべる。

　タコのリゾットはあくまで恵真の昼食用で少量しかない。一応、自身が食べていることで安全性は伝わっているのではと恵真は思う。

　けれど、バートが食べることでより説得力が増し、こちらでもタコの食文化が生まれるかもしれない。

　自身の昼食が減るか、マルティアでタコの食文化が広まるか──数秒間の葛藤ののち、恵真はバートの分のリゾットも用意するのだった。

「旨いっす！　しっかりとした旨味に、トマトの酸味、薬草の風味が調和してるっす！」

「ありがとうございます……」

　バートが絶賛する中、恵真は複雑そうな視線を送っている。

　残しておいたタコのリゾットは今、バートが食べている。

　初めに用意した皿が小さめのものだったため、満足いく昼食の量を食べられていないのだ。むしろ、他の二種類の試食分を合わせれば、バートのほうが食べているだろう。

　だが、バートが食べたことでタコが食用可能で安全であるという事実はより説得力が増したようだ。リアムも興味深そうにバートを見ている。

「見た目もあり、抵抗があるので一般に広がるには時間が掛かるかと思います。ですが、もし冒険者ギルドで保管中のものも食用可能であれば、冒険者にとっては可能性が広がります。外見に驚きこそすれ、討伐は容易たやすく食用可能な生物であれば恐れる必要はありませんから」

　その見た目や、まだ未知の部分があり、今すぐ一般向けの食料となるのは難しいだろう。

　けれど、討伐した魔物を食することに冒険者は抵抗がない。食料が底をつくこともある野外での任務では、食事を摂り、体力を回復することがその後の生死に関わってくるのだ。

「でしたら、幾つか料理を書きましょうか。タコは炒めても煮ても美味しいですよ」

「良いのですか？」

「まだ見たことがないのであれば抵抗もあるでしょうし、どう調理するかも悩むでしょうから。書いておきますので、冒険者ギルドのセドリックさんに渡してください」

　タコに関する知識は他の者にはない。どう調理するかというのは貴重な情報である。

　相変わらず欲がないというか人が良いというのか、恵真は特に見返りを求める様子もない。

　それは彼女の美点であろう。

「炒めても煮ても旨いんすか？　そうっすか……でもその情報だけでは、冒険者ギルドも不安が残るんじゃないっすかね？」

「トーノ様とバートが食したことも報告はするし、あとは向こうで調査するだろう」

「それでは説得力が足りないっすよ！　まだ未知の生き物なんすから！」

　バートの言う言葉も一理あるのではとリアムも恵真も思う。

　話で聞くだけでは不安はなかなか払拭しないであろう。恵真とリアムが納得した様子なのを見たバートが声を大にして言う。

「つまり、他にもタコの試作品を幾つか作って、ギルドに持っていくんすよ！　調理した品を見れば、安心感が増すはずっす！」

「それはそうかもしれません。料理を見たバートさんが食べてみたいと思ったように他の方にも気持ちの変化が生まれるかもしれませんね」

「そうっすよね！　じゃあ、とりかかりましょう！」

「……何にだ？　バート」

　そう尋ねたリアムだが、薄々感付いている。タコのリゾットを食べたバートのことだ、他のタコ料理も食べたくなったのだろう。

　一方で、バートの意見も間違ってはいないとも思う。

　バートは満面の笑みで恵真に伝える。

「タコ料理の試作っす！　トーノ様ならギルドの人達も納得する料理を作れるはずっす！　あ、持っていく前に念のために試食はオレがするんで安心してください！」

「……。あ！　あぁ！　バートさんが他にもタコの料理を食べてみたいってことですね！　いいですよ、まだまだ茹でたタコがあるんです！　色々作ってギルドに持って行ってください」

「……そのとおりなんすけど、素直にそう言われると結構、恥ずかしいもんすね」

　けれど、アイディア自体は悪い物ではない。

　実際に目の前で恵真が食べたことで、バートも食べてみようと思ったのだ。調理されたものを見るのと口頭や文章で伝えられるのでは印象がだいぶ変わるだろう。

　ギルドにはどんなタコ料理がいいだろうと考えると、自然と笑みが浮かぶ恵真であった。

[image: ]

　喫茶エニシにはアメリアと市場で働くアルロとルースが訪れている。この前、頼まれた普及しやすい米料理を皆に食べてもらうためだ。

　恵真が皆の前に用意したのはこの前、試作した二品「夏野菜のリゾット」に「ミルクと肉のリゾット」である。それに加えもう一つリゾットを試作し、三種類を用意した。

　それを見つめたアルロがため息を吐く。

「こんな風にスープを多くしてもいいんですね……。輸入した際に言われた調理法を崩してしまってはならないと思っていたので、この考えはなかったです」

「っていうことは茹で上げたものが冷めちまったときに、スープに入れてもいいんじゃないかい？」

「あ！　そうなんです！　そういう食べ方や料理もあります！　流石、アメリアさん！」

　アメリアが言っているのは雑ぞう炊すいやおじやに近い考えだ。今まで馴染みのない米、すぐ新たなアレンジ法を思いつけるのは、彼女が頻繁に料理をするものだからであろう。

　アメリアは夏野菜のリゾットを食べながら頷いている姿に、恵真はひと安心する。

　頼んだのはアルロだが、この中で一番料理に対し、厳しい目を持っているのはアメリアであろう。

「いいね。味はもちろんだが、家で作れるってことに重点を置いてるから、材料が手に入りやすいものばかりだ。お嬢さんならもっといい品が使えるだろうに。ちゃんとアルロの要望を考えてくれたんだね。急に頼んだのにありがたいことさね」

「はい！　本当に。こちらのリゾットも優しい味で美味しいですし、材料も扱いやすいものです」

　ミルクと肉のリゾットを食べたアルロも嬉しそうに恵真に笑みを返す。

　そんなアルロの横で、一人静かに食べているルースは三種類目のリゾットを食べている。味の感想が気になった恵真がルースに声を掛ける。

「いかがですか？　味のほうは」

「は！　……あの、トマトの酸味が、た、食べやすいですし……美味しいです」

「良かったです。それはトマトと鶏肉のリゾットです。トマトからも肉からも旨味が出るので、他の二種類よりも、味がしっかりめで満足感も高いと思います」

「は、はい……」

　この前作ったリゾットがどちらも優しい味付けであったため、違う形もあることを示したい恵真はタコのリゾットを変化させ、トマトと肉のリゾットにしたのだ。

　三種類どれも味も問題なく、リゾット自体も抵抗なく受け入れられたことに、恵真はひとつ仕事を終えた気分になる。

　そこで恵真は気になっていたことを思い出す。

　それはこの三種のリゾットのレシピに関してだ。

「あの、アルロさん、この三つの調理法なんですが……」

「は、はい！」

　アルロは緊張したように姿勢を正す。彼は商人の家のものだ。これから恵真が話すことはこの米料理の商売に関してだろう。そんな思いからアルロの目にも力が入る。

「調理法は、三つともお教えするのでご自由に使ってください。ただ、それを他の方にも提供してほしいんです。私もアルロさんにお金を求めないので、アルロさんもお米を買われた方には無料で教えていただけると助かります」

「え……」

「あ、もちろん調理法が販売できれば、それも収入になるかと思うんです。でも、それでは米料理を普及させるのには適さないかなって……。素人しろうとの考えで恥ずかしいのですが……」

　アルロは戸惑ったように恵真を見つめている。

　その横でアメリアは恵真の話に頷く。

「米料理を広げるためには、そこで金を取るべきじゃないとあたしも思うね。そもそも、今の段階でコメを輸入してるのはアルロの実家くらいだろう。悪くない考えだよ」

「……でも、アルロさんは……。その……」

「あれは驚いたのさ、あんたが金を求めないって言ったことにね。全くお嬢さんだからか、人がいいからか、アンタは本当に欲がなさすぎるよ！」

「……はぁ、そうですかね」

「あたしだってこの間のサワーにしろ、キャベツにしろ借りがあるんだ。おまけに今回だってお嬢さんを頼っちまったしね」

　そう言われてもそこにどんな対価を貰っていいか、恵真には思いつかない。

　アルロもそんなアメリアの言葉に頷き、恵真に尋ねる。

「元々、米の販売に米料理の普及を考えましたし、トーノ様のお考えどおり、米を買われた方には無料で公開します。……ですが、よろしいのですか？　私は無料でこの料理法を教えていただくことになってしまいます。それでは申し訳が立ちません」

「……でしたら、お米を少し頂いてもいいですか？　こちらのお米で私も料理をしてみたいんです」

「もちろんです！　家の者に伝えておきますね！」

　恵真としては金銭を受け取るより、ずっと精神的な負担が少ない。こちらの米は日本のものとは違っている。

　新たに試したい料理が恵真にはあったのだ。

　レシピを書き写した紙を渡し、店を後にするアメリア達を恵真は見送る。

　ドア近くまで行くことはできないので、恵真は立ち止まった。

　そんな恵真の少し前で、ルースも立ち止まる。

　アメリア達は進んでしまうが、ルースは動かず、恵真を見つめたままだ。

　何か忘れたのかと恵真が声を掛けようとしたとき、小さな声が聞こえる。

「……がとうございます」

「え？」

「あ、ありがとうございます。酒しゆ風ふう水すいのおかげで、僕ら風の魔法使いは……助かっているんです。ぼ、僕ら、あまり力の活用方法がなくて……。でも、今はアメリアさんのとこでサワーが流行って……少し、忙しくなりました。……あなたのおかげです。ありがとうございます」

　そう言ったルースはパタパタと駆けていき、アメリア達と共にドアの向こうへと姿を消した。

　旬の果実をジャムやシロップにしたのをきっかけに、アメリアのところで販売されているエールの代わりとなる酒を考えたのは恵真であった。

　果実を使ったサワーにしようと、炭酸があるかと恵真はリアム達に尋ねた。そのときに教えられたのが風の魔法使いが作る酒風水である

　だが、それで風の魔法使いの仕事が増えているのは恵真も知らなかった。

　好きで行った料理が誰かの役に立っている、それは恵真にやりがいを強く感じさせた。

　アッシャーとテオと出会ったことで始まった異世界の生活、喫茶エニシという居場所。恵真の生活は彩りを取り戻したのだ。

　二人はアメリア達の食器を片付けようとしている。そんな兄弟を手伝おうと恵真は彼らの側へと急ぐ。

だが、恵真が知らないことはまだある。

　風の魔法使い達が恵真を慕い始めていることだ。

　酒風水は風の魔法使いが開発したものであるが、使い道が限られるため、陽の目を見ることがなかったのだ。

　そんな中、使い道を広げたのが黒髪黒目の女性、トーノ・エマである。

　ルースの過度な反応は彼がシャイなだけではなく、そんな事情があったのだ。

　リゾットに大きな見返りを求めなかったことも自然と風の魔法使い達に伝わっていき、彼らの恵真を慕うその思いは強くなっていく。

　それを知るのは力の弱い風の魔法使い達だけである。

　夏至も終わり、暑さも日差しの強さも増していく。裏庭の夏野菜に水をやりながら、恵真は去年とは違う夏が始まることを感じるのであった。


夏野菜のラタトゥイユ

　冒険者ギルドを訪れたリアムはギルド長セドリックに会えるか、顔見知りの職員に尋ねた。

　恵真が試作してくれたタコの料理を持参し、彼女から聞いたタコの生態などをギルドへ報告するのが目的だ。

　だが、目の前の職員の表情が曇る。

「どうした？　セドリックに何かあったのか？」

「──ギルド長は……。ギルド長は魔物に取り憑かれていらっしゃいます……！」

「それは本当か!?」

「あ！　リアム様！」

　リアムは呼び止める職員の声に耳を貸さず、ギルド長室へと急ぐ。

　セドリックとは数々の依頼をこなし、また彼は先輩冒険者として若きリアムを導いてくれた存在でもあるのだ。

　ギルド長室へ辿り着いたリアムは、勢いそのままにドアを開く。

「セドリック！　無事か！」

「おぉ！　リアム！　よく来たな！」

「……セドリック？」

　ギルド長室に入って目に飛び込んできたのは大きな樽である。

　椅子に座り、執務をこなしていたであろうセドリックの隣に置かれた大きな樽。奇妙な光景ではあるが、大騒ぎする必要はなさそうだ。

　先程の「魔物に取り憑かれた」という情報はなんであったのだろう。

「その樽はなんだ？」

「あぁ、これはセドナのためでな」

「……セドナ？」

　セドリックは未婚であり、妻でも娘でもない。セドナという名は長く付き合うリアムも初耳であった。そんなリアムの表情を見たセドリックは、おかしそうに笑う。

「ほら、見ろ。お前も会ったことはあるだろう」

　そう言われて樽へと近付いたリアムが見たのは、確かに彼も見知った相手であった。

　シグレット地域で捕獲したタコが悠々と樽の中を泳いでいたのだ。

「初めはその姿に慣れなかったんだが、数日過ごしていると愛着が湧いてな」

「……あぁ」

「で、名を付けたんだ！『セドナ』だ。いい名前だろう？」

　リアムは先程の職員から聞いた『魔物に取り憑かれている』という言葉を思い返す。あれほど、その姿に慄いていたセドリックが今は大切そうに樽の中のタコ『セドナ』を見つめている。

『セドナ』というなら、タコはメスなのであろうか。そんなことをぼんやりと思いながら、目の前の奇妙な光景にため息を吐くリアムであった。
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「で、ウチに来たっていうのかい？」

「えぇ、セドリックにタコに関する報告をしたのですが、『話は聞くが俺は食わん』の一点張りで……代わりに副ギルド長のシャロンに試食を頼み、食用可能であることは伝えました」

　リアムが顔を出したのはホロッホ亭である。

　セドリックに確認を求めたが頑なに試食を断り、代わりに副ギルド長であるシャロンが行った。副ギルド長のシャロンは肝の座った冷静な女性であり、恐れることもなくタコを口にしてその味を称賛した。後ろで非情だとぼやくセドリックに「戦いはいつでも非情です」と毅然と答え、リアムに報告の礼を述べたのだ。

　冒険者ギルドを後にしたリアムであったが、せっかく恵真が時間を割いて作った料理を殆ほとんど残したまま、喫茶エニシへと戻るのは心苦しい。

　ホロッホ亭に寄り、料理への知識が豊富なアメリアの意見も聞こうと考えたのだ。

「未知の味とはまた冒険心を煽るじゃないか」

「トーノ様にバート、そして本日、私も口にしましたが特に異常はあらわれておりません。トーノ様のお話では油が少なく、タウリンという成分が含まれ、疲労回復にも良いとのことです」

「お嬢さんはどこでそんな知識を得たのかねぇ……。ふむ、なかなか面白い食感だね。淡白な身だが、旨味がちゃんと出ているじゃないか。味付けがまたいいねぇ」

「トーノ様には、マダムがそうおっしゃっていたとお伝えしておきます」

　頷きながら恵真が作ったタコの料理を食べるアメリアに、リアムは安心する。

　恵真には冒険者ギルドでのことを告げずに、アメリアの言葉や反応を伝えることにすればいいだろう。

「しかし、キャベツにじゃがいもの件もだろう？　サワーは今じゃウチの売れ筋なんだ。この間の米料理もどうなっていくのか楽しみだねぇ」

　そう、恵真が作り、影響を与えているのはバゲットサンドだけではない。

　ホロッホ亭を通して、食材や調理法も今までとは異なる価値観が広がっていっているのだ。

　薬草にばかり目が行くが、食事に関する考えや知識が正しく広がるのは庶民の食卓に大きな影響を与えているといえるだろう。

「お嬢さんに言っときな！　借りはいつか必ず返すからってね！」

「ありがとうございます、マダムアメリア」

「礼を言うのはこっちだよ」

　すっかり恵真を気に入ったアメリアの様子に、リアムは笑顔を返す。

　冒険者になりたての頃、リアムはアメリアには世話になった。面倒見が良く、カラッとした気性のアメリアは信頼できる女性である。

　セドリックもだが、リアム自身が信頼を寄せる相手が恵真に力を貸すというのは心強い。

　空になった容器を手に、リアムは喫茶エニシへと向かうのだった。
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　喫茶エニシに足を踏み入れたリアムはさりげなくある客に目を向ける。そんなリアムのもとへと近付いてきたのはナタリアだ。

「……来ているぞ。前に言われたとおり、代わりに見ておいた」

「感謝する」

「エマのためだからな」

　そう言ってふいと顔を背けるナタリアだが、恵真との距離はだいぶ縮まったらしい。リアムが来ても、恵真が心配なのか店から立ち去る様子は見せない。

　こちらに気付いた恵真が微笑みを浮かべ、リアムのほうに視線を向ける。

　すると恵真の前、カウンター席に座っている男もこちらを向く。

　特徴的なヘーゼルの瞳がリアムを捉える。

　薬くす師しギルドの中央支部長サイモンである。

　彼が喫茶エニシに訪れているというのはコンラッドから伝え聞いていた。

　であれば、薬くす師しギルドへ薬草を卸すことを望み、交渉しに訪れたと考えるのが普通だ。けれど、恵真達に尋ねるとそう言った交渉を持ちかける人物はいないという。

　代わりにアッシャーとテオから聞いたのは、薬草好きの変わった紳士が訪れ、恵真と料理の話で盛り上がっているという情報だ。

　リアムはおそらくサイモンであろうと推測をし、喫茶エニシを頻繁に訪れるナタリアとバートに注意してほしいと頼んでおいたのだ。

「お久しぶりです」

「おや、奇遇だね」

　カウンターに近付いたリアムは、サイモンに軽く挨拶をして、彼の一つ隣の席へと座る。

　薬くす師しギルドの中央支部に所属する彼が、鮮度の良い薬草を使う恵真のもとにいる。それを「奇遇」と片付けるサイモンは、なかなか良い神経の持ち主である。

「お知り合いなんですね。香草がお好きでよく来店してくださるお客様なんです」

「えぇ、私もここで働きたいくらいですよ」

「また冗談を」

　恵真と話すサイモンの様子はごく自然な態度で恵真を前に会話をしている。

　客の多くが黒髪黒目の恵真の姿に委縮してしまう中、サイモンのように対応できる者は少ない。

　それもあって、恵真も気負うことなく彼に接客できるのであろう。

　コンラッドからの報告では、薬くす師しギルドから訪れるのはサイモンだけだという。薬草のために恵真と懇意になるつもりと考えるのは当然のことだ。

「あ、セドリックさんはなんとおっしゃっていましたか？」

「……不在でした。代わりにマダムアメリアのもとに伺い、料理を召し上がっていただきました。トーノ様の料理の味、またその知識を称賛なさっておりました。また、今までのことも感謝なさっているご様子でした」

「そんな、とんでもない。えっと……。はい！　ありがたいことですよね」

　褒められた恵真はなんと返せばいいのか浮かばず、恐縮するばかりである。そんな恵真とリアムの会話を聞いたヘーゼルの瞳を持つ紳士が尋ねる。

「それはどのような料理なのですか？」

「新たに発見されたタコを使った料理なんです。私が試作しました」

「薬草は？　薬草はお使いになりましたか？」

「えぇ、少し使いました。合うんですよー、タコと」

「……なんと」

　そう呟いたサイモンは肩を落とし、顔を下に向ける。ひどく落ち込む姿にリアムもサイモンが喫茶エニシに訪れる理由を悟る。

　新たな薬草を誰よりも先に知りたいという欲求から彼は一人、店に訪れていたのであろう。

　薬くす師しは薬草への情熱が強いことで知られている。彼もまた薬草への好奇心に突き動かされているのだろう。それが薬くす師しギルドの者として正しいかは別として。

　リアムはマルティアの薬くす師しギルド長を思い出し、少し気の毒に思う。

　恵真はショックを受けるサイモンの姿に、慌ててフォローを試みる。

「あの、でも、少ししか入れませんでしたし！」

「でも、味が良いとホロッホ亭の女将が保証したのでしょう？」

「えっと……そうですね」

「いえ、いいのです。出会いは運、女神の采配です。今日の昼食にかけてみます」

「あ、あの……。今日の昼食は香草を使わない冷製スープで……。す、すみません！」

　ショックで言葉を失ったサイモンは固まってしまう。その様子にリアムは驚く。

　出会った時のサイモンは一筋縄ではいかない雰囲気を漂わせていたというのに、今リアムの隣に座る男はただの薬草好きの男である。

　しかし、恵真はそんなサイモンに心を痛めたようだ。

「そんなに食べたかったんですね」

「……えぇ、もちろんです」

「……じゃあ、作っちゃいましょうか」

「はい？」

　そう言った恵真はブラウスの袖をまくる。

　リアムに持たせた料理はそれほど時間のかかるものではない。

　今、店にいるのはリアム達だけなのだ。

　アッシャーとテオは丁寧にグラスを拭いている。ナタリアはソファーに腰掛けながらもチラチラとこちらの様子を気にかけてくれている。サイモン以外は恵真もよく知る人物である。

　冷製スープも自信作なのだが、ここまで望まれれば仕方ない。恵真はサイモンに笑いかける。

「夏野菜のラタトゥイユ、香草を幾つか入れて作りますね」

「……女神はなんと寛大な……」

　にこやかな恵真とそれを仰ぎ見るサイモン、隣でその様子を見るリアムは想像とは違うサイモンの様子に眉間に皺しわを寄せる。ナタリアからは「話が違うぞ」そんな視線が飛んでくるが、リアムにとっても想定外だ。

　嬉しそうにキッチンへと向かう恵真の後姿、それを期待の眼差しで見送るサイモン。困惑したまま、その様子を見つめるリアムであった。

　夏野菜のラタトゥイユと恵真は言ったが、基本的に夏に旬を迎える野菜が使われる。

　ラタトゥイユはフランス南部のプロヴァンス地方の料理である。トマトやナス、ズッキーニなどの夏野菜をふんだんに使うこの料理は日本でも馴染み深い。

　野菜を炒めて煮込むシンプルな料理だからこそ、野菜自体の旨味が味わえるのだ。

　恵真が今回用意したのはトマトにナス、玉ねぎにズッキーニにパプリカである。このうち、トマトとナスは庭で育てたものである。

　ナスは少し形も悪いのだが、自分で育てた野菜だと思うとそれもまた味わい深い。

　まず恵真は野菜を切っていく。玉ねぎは粗めのみじん切りにナスとズッキーニもそれに近い一口大にし、トマトは湯剝きして種の部分を抜き、ざく切りにする。
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　今回はタコを知ってもらうためではないので、ひき肉を使うことにした。

　次に鍋にオリーブ油を入れて、にんにくを加え香りを引き出す。

　そこに、ひき肉を加えて炒め、トマト以外の野菜も加え炒めていく。少ししんなりしてきたところで蓋をし、弱火にする。

　水分が出てきたのを確認し、ざく切りにしたトマトを入れ、煮込んでいく。通常はトマト缶などを使うことが多いが、庭で採れたトマトが熟した旨味の強いものであったので使うことにしたのだ。

　塩胡椒にコンソメ、ローリエとタイムやローズマリーを加え、しばらく煮込んでいく。

　ふつふつと音を立てて煮込む鍋からは、トマトとにんにくとハーブの食欲を誘う香りが漂う。

　自身で育てた野菜も入ったラタトゥイユ、木べらで混ぜながらその出来栄えが良いことを確信する恵真であった。
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「香辛料と薬草は同じなのか！」

「えぇ、そうですよ。ねぇ、リアム君」

「……今、ここでそれを口にしますか？」

　ナタリアが驚きの声を上げるのも無理はない。現在、貴族の間で流行している香辛料が薬草と同一であることはまだ薬くす師しギルドですら一部の者しか知らないのだ。

　それを目の前にいる薬くす師しギルドの中央区域の支部長サイモンは、公然の事実であるかのように口にする。

「有意義な情報は皆で共有すべきだからね」

「──それはそうなのですが……」

　香辛料と薬草、それを輸入する商家と一部貴族の問題は未だ世間には明らかになっていない。

　貴重な情報を堂々と漏らすサイモンはリアムの視線に肩を竦める。

「情報を一部貴族が独占するのはおかしいだろう？　戦いの場にいる兵士や冒険者にこそ必要な情報だし、素材じゃないかい？」

「……えぇ」

　その考えは薬くす師しギルドの人間としては問題だが、人としては間違っていない。

　リアムやエヴァンス家にもその思いがあり、恵真が安価で薬草入りの食事を普及させているのを止めないのだ。

　そのため、恵真やアッシャー達に危険がないようにコンラッドに命じ、その周辺を警戒している。彼女を冒険者ギルドに所属させるのも、明るみになった際に王家や教会の介入を防ぐためである。

　そういった意味では、薬くす師しギルドへ薬草を卸す件も進めていきたいとリアムは考えていた。

　そこで気がかりなのは、薬くす師しギルドがどう動くかである。

　そもそも、薬くす師し達は政治的な動きを見せたことが今までにない。冒険者ギルドや商業者ギルドの者に比べて、貴族などと政治的な関わりを持つ傾向が稀である。

　関心が常に薬草に向く研究者気質なのが大きいだろう。

　基本的に、薬くす師し以外と交流を持たないのだ。

「そのような考えを持つ薬くす師しの方はめずらしいのでは？」

「うん、そうだね。彼らは薬草に興味はあっても人にはないからなぁ……まぁ、僕が言えることじゃないけどね」

　確かに数回しか接していないリアムにも、サイモンの興味の範囲が限られていることは察せられる。ここに薬くす師しギルドの者がいればサイモンに「お前が言うのか」と思うに違いない。

　そんなリアムの思いは彼の表情には出ていなかったが、ナタリアやアッシャー、テオは怪訝な顔をしてサイモンを見つめている。

　それに気付いたサイモンは笑いながら説明する。

「いや、僕はね、自分で薬草を採取しに行くんだよ」

「御自身で？　冒険者ギルドに依頼するのではなく？」

「うん、大抵一人だね」

「本当か！　……そんな薬くす師しがいるとは信じられんな」

　サイモンの言葉にナタリアもリアムも驚く。

　多くの薬くす師しは冒険者ギルドを通じ、依頼を出すか輸入した薬草を使用する。採取する場合でも冒険者ギルドに依頼し、彼らに守られていくのだ。

　薬くす師しが一人、薬草を採取しに行くなど聞いたことがない。

「え？　だって、自分の目で見て確かめたいだろう？　その薬草がどんな環境に育つのか。そのためには険しい森や山にだって入るよね」

「……いえ、一般的にはそうではないでしょう。この国で薬草が育つのは人里離れた険しい土地ばかり、そこへお一人で行かれるのですか？」

「他の薬くす師しが一緒に行けると思うかい？　それに冒険者達を連れていくと自由がなくなるからね。一人のほうが自由がきいていいんだよね」

　つまり、険しい山野で彼は自由に動けるだけの力が備わっているということだ。武術や剣術、魔法の力を備えていない多くの薬くす師しは一人で行くのが困難なため、冒険者ギルドへの依頼か輸入に頼る。

　いや、冒険者の中でも薬草を入手するのが容易たやすい者ばかりではない。

　そういった理由から国内で採取される薬草も高額で、輸入ともなればそこに税がかかる。

　薬草は回復薬など薬を作るのには欠かせない素材であり、兵士や冒険者には薬草を使った携帯食も欠かせない。

　そのため、高額であっても国は輸入せざるを得ないのだ。

「薬くす師しはね、薬草の力を借りて、人を癒やすんだ。今の携帯食や入ってくる薬草ではその力を十分に使えていないんだよ。僕がここ、喫茶エニシに来る理由の一つが薬くす師しとしての使命感なんだ」

　そう話すサイモンのヘーゼルの瞳は、遥か遠くを見据えるようだ。

　飄々として摑みどころのないこの男が、なぜ薬くす師しギルドの中央地域を統括する支部長であるかを感じさせるものであった。

「何を考えているかわからない男」そんな印象を抱いていたこの男、サイモンへの見方を変える必要があるかもしれないとリアムは感じるのであった。

[image: ]

「これは……。これは素晴らしい！　まずこの美しい見た目！　色鮮やかな野菜がいいですね。そして薬草の香りと風味、数種類の薬草が入っているのに、争うことなく調和しています。そして味！　野菜の甘みが引き出された中に、トマトの濃厚な旨味があり、そこに薬草があることでアクセントになっていますね！」

「ありがとうございます。サイモンさんは本当に香草が好きですね」

　好きという優しい表現に当てはまるのだろうかとリアムは思う。

　だが、恵真の料理の腕は確かである。数種類の薬草を使いながらも、それを「旨い」そう感じさせる範囲で効果的に使えるのだ。

「うん。バゲットに載せても旨いな……。くっ、これはエールが欲しい」

「うーん、麦茶でもおいしいよ？」

「うん、俺もそう思う」

「お前達も大人になればわかるぞ！」

「そうなのかなぁ」

　ナタリアも麦茶を片手に、アッシャーやテオと会話をしつつ食べ進めている。初めは恵真に対しても素っ気ない態度であったナタリアであるが、すっかり喫茶エニシに馴染んでいるようだ。

　リアムもラタトゥイユを口にする。トマトの酸味に他の野菜の甘み、そこに加わる薬草が特有の風味を加えていて味わい深い。

「様々な薬草を食べてきましたが、やはりここまでのものに巡り合えたことはありません。……流石、女神です！」

「その……先程もおっしゃっていましたが『女神』というのは？」

　嫌な予感がしていたリアムであるが、答えがわかっていても確認しなければならない。

「もちろん、こちらの店主だよ！」

「え、私のことですか!?」

　サイモンが言う女神とはやはり恵真のことであった。だが、言われた当の本人は、黒の瞳を大きく見開き固まっている。そんな恵真に満足げにサイモンは頷く。

「えぇ、そうです！　私はかつて信仰を持たぬ者でした。ですが、あなたに出会って私は知ったのです！　信仰というものを！　誰よりも上質な薬草を得ることができ、その薬草を巧みに使い、その効果を最大限に生かす『薬草の女神』、あなたへの信仰です！」

「……えぇ？」

「おい！　やはり変人ではないか！」

　今まで見たことがないような恵真の引きつった表情とナタリアからの指摘に、リアムも大きな手で額を押さえる。

　戸惑うようにサイモンを見つめるアッシャーとテオは健けな気げにも恵真の前に立ち、彼女を守ろうとしている。

　不穏な空気の中で、サイモンだけがニコニコと恵真の薬草の知識や調理を褒め続けている。

　この短時間で様々な意味で、この男サイモンへの見方を変える必要があるかもしれないと思うリアムであった。

「では、女神。失礼致します。本日、私のために手間をかけた素晴らしい薬草料理をご用意してくださったこと！　私、決して忘れは致しません！」

「……いえ、せっかくお客様がおっしゃってくださったので……」

「いえ！　私のことはどうぞ『サイモン』そうお呼びください」

「え、えぇ、サイモンさん」

「いえ！　サイモンと……！　何をするんだい？　リアム君！」

　強こわ強ばる恵真の表情を見たリアムが、半ば強引にサイモンを引き離す。

　サイモンと距離が空いた恵真は少し安心した様子だ。

　サイモンの過剰な信仰は、女神と慕われる恵真を戸惑わせるには十分なものだ。

　アッシャーとテオは恵真を守ろうとサイモンを注視しているし、ナタリアに至ってはげんなりした表情を隠そうともしない。

　初対面にもかかわらず、ナタリアは追い払うようにサイモンをドアへと連れていく。

「じゃあな、エマ！　また明日来るからな！」

「あなたは明日もこちらに来られるのですか！　なんと羨ましい……！　女神、私も必ず、近いうちにこちらに参りますので！」

　サイモンは皆の反応を気にした様子もなく、爽やかで紳士的な笑顔を向けて、恵真に近日中の再来を誓っている。

「え、えぇ、二人共気を付けて」

「あぁ！　ありがとうございます！」

「いいから行くぞ！」

　半ば無理やりナタリアがサイモンを連れ去る形で、ようやく喫茶エニシには平穏な時間が訪れる。しかし、恵真はどこか遠くを見つめて何かを考えているようだ。リアムが気遣うように、そっと恵真に声を掛ける。

「トーノ様、大丈夫ですか。驚かれたでしょう？」

「い、いえ。ちょっと色々考えてしまって……。あ、後片付けをしてしまいますね！　リアムさんはゆっくりなさってください」

　そう言うと恵真はパタパタと食器を片付けだす。

　その姿や表情から、何かいつもと違う様子を感じるリアムであったが、それ以上追及するのも憚られる。

　そう思ったリアムは静かに喫茶エニシを後にするのであった。
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　最近、喫茶エニシには昼時を中心に客が増えつつある。

　初めは黒髪黒目という恵真の姿に人々は過剰に反応していた。

　けれど、料理の確かな味、価格以上に価値がある体験を一度した者達が、再び足を運ぶようになったのだ。

　無論、恵真の風貌はこの国の者からすれば特別なものであり、緊張する面もある。けれどそれは、魔道具のある上質な空間や、手間のかけられた料理を楽しむことと同様に魅力的である。

　何より、彼女は見た目から受ける印象より、ずっと柔和な人柄で、喫茶エニシの価値を引き上げていた。

「トーノ様、失礼するっす！」

「トーノ様、昨日はご迷惑をおかけしました」

　リアムの言葉にバートはにこりと笑う。

「え！　リアムさん、来てたんすか！　いいっすね、何食べたんすか？」

「……いや、昨日はそれどころじゃなかったな……」

「へ？　何かあったんすか？」

　昨日はその場にいた皆がサイモンのペースに呑まれてしまった。

　飄々として、どうにも摑みどころのないサイモンだが、一方で彼の言葉に嘘はなさそうだ。

　リアムは昨日彼が言った薬くす師しとしての使命感、薬草への情熱、何より現在の薬草では十分に薬草の力を引き出せていない。そんな言葉が頭から離れなかった。

　この国では薬草は庶民にまで広く行き渡っているものではない。

　庶民が飲む薬草茶もあるが、それは病気を治療するものではなく、日本でいうと健康補助食品に近いものだ。

　庶民が病や怪我に倒れたときには治療院や薬屋もあるが、そこで配布される薬は携帯食と同程度かそれ以下のものである。

　それ以上のものは庶民には手が出ないのだ。

　もちろん魔法使いが冒険者ギルドにはいる。だが、魔法使いというのはそもそも、魔導師や魔術士より、力が弱い者であり、治癒ではなく痛みを一時的に取るだけのものである。

　貴族であれば、薬草や魔術士の治療を受けられるが、どちらも供給が万全とは言いがたい。

　そのため、薬草の輸入は国にとっても重要事項だ。国防の要かなめである兵士や冒険者に十分に行き渡るように、質より量を重視しなければならないのだ。

　つまり、恵真が行っているバゲットサンドの販売は今後を変えるかもしれない試みなのだ。

　薬草の販売も薬くす師しギルドだけでなく、冒険者ギルドも強く望んでいるだろう。その気持ちは剣を握るリアムにも痛いほどわかる。

　だが、リアムはつい恵真の心を案じてしまう。

「紅茶でよろしいですか？」

「そっすね！　アイスティー、ハチミツたっぷりで！　リアムさんは？」

「あ、あぁ……俺もアイスティーを……」

「はい！　わかりました」

　カウンター側の椅子にリアムとバートは座る。

　いつの間にか二人が座る席も、ここが定位置になってしまった。

　恵真と会話しやすいのが理由の一つであろう。

　アイスティーの準備をしながら、恵真が嬉しそうに二人に話しかけてくる。

「今日は煮込み料理が完売しちゃって……。早めに看板を下げたんですよ」

「完売！　それは良かったですね。トーノ様の作られる料理やアッシャー達の丁寧な接客、そういったこの店の良さが通じたのでしょう」

「ふふ、ありがとうございます」

「今日もね、お客さんが『おいしかった』『がんばってるねぇ』って言ってくれたんだよ！」

「アッシャー君もテオ君も頑張ってるもんね」

「あ、ありがとうございます……」

　接客中に見る客の笑顔や掛けられる声は、アッシャーとテオにとっても嬉しいものらしい。

　誇らしげなテオ、恥ずかしげなアッシャー、二人の反応は恵真からすると可愛らしく微笑ましい。何より、喫茶エニシを続けていく中で彼らは頼りになる存在なのだ。

　そんな和やかな雰囲気の中で。一人悲しげな表情をする男がいる。バートである。

「完売……つまりオレが持ち帰れるものは……」

「ごめん。バート、ないんだよね」

「うん。全部お客様に食べてもらえたもんね！　よかったねぇ」

「そっすね、良かったんすよね……。で、その手に持ってるのはなんすか？」

　帰り支度をしているアッシャーの手には恵真が『えこばっぐ』と呼んでいる袋がある。

　中身はバートの予想ではそう、あの便利な容器『たっぱー』であろう。

「あれは二人へのお給金の一部ですよ。はじめに決めましたから」

「え！　この間、賃金を渡すことにしたんすよね？」

「はい、だから夜ごはんの分だけに減ったんです！」

「そっすか……。なんか、オレもここで働きたくなってきたっす……」

　二日続けて似たようなことを言う男が隣に座っているなとリアムは思いつつ、恵真が用意したアイスティーを見つめる。薄いグラスには綺麗な色のアイスティー、そこには夏だというのに氷が入っている。この暑い時期に、ひんやりと冷やされた飲み物が提供される喫茶エニシは特別な店と言っていい。

　リアムからすれば、やっとこの店に正当な評価がされつつあるというところである。

「ありがとうございます、どうぞアイスティーです。あと、ちょっとおまけです」

「おまけ、ですか？」

　恵真はアイスティーの横に、バゲットに赤い野菜のソースのようなものが載せられた皿を置く。

　少し厚めに切られたバゲットの上に載るのは、昨日リアム達が食べたラタトゥイユであろうか。

「昨日のラタトゥイユを煮込んで、水分を飛ばしたんです。バゲットに載せて食べると美味しいんですよ。どうぞ、召し上がってください。サービスです」

「トーノ様！　流石っすね……。優しさが疲れた心に沁みるっす……」

　昨日、少し残ったラタトゥイユをバゲットに載せて、上にはオリーブオイルをかけている。

　夏野菜のラタトゥイユを使った夏野菜のブルスケッタである。

　昨日は、バゲットに染み込ませて食べたが、水分を飛ばしてソースにしたため、味もさらに濃厚だ。エールにも合うが冷たいアイスティーも十分に合うだろう。

「なんかこう、この油っすかね。香りがあるんすけど……」

「オリーブオイルを上に少しかけているんです。風味が増しますよね」

「それっすか！　さっぱりして甘みがあるソースにコクが出ているのはこれなんすね！」

「えぇ、昨日のとはまた違う風味がありますね」

「うわっ、昨日のも食べたかったっす……」

　確かにラタトゥイユは美味であったが、自由気ままなサイモンによって皆が戸惑っていた。

　リアムとしては薬くす師しギルドの中央区域の支部長という立場にあるサイモンの内面に、少しでも触れられたことは、今後を考えると良かったとも言える。

　少なくとも彼は恵真達に危害を加える人物ではないのだろう。

「エマさん、ありがとうございました！　また明日お願いします」

「エマさん、また明日来るね！」

「二人共ありがとう。気を付けて帰ってね」

「はい！」

「みゃおん」

　ドアへと向かう二人の後を、クロはまるで見送るかのようにてとてととついていく。

　二人もクロに帰る挨拶をしてドアを出ていく。初めはクロの姿を恐れていたアッシャーとテオも、すっかりクロを可愛がっている。

　そんな光景は恵真から見ても微笑ましく、癒やしとなっていた。

　来る客にとってクロは魔獣であり、神聖で尊い存在に映るようだ。

　そっと姿を見つめては感嘆の声を漏らす人が多い。

　クロは気にした様子もなく、いつもどおり自由気ままに過ごしている。人など小さい存在を気に留めることない姿がまた、魔獣らしいとの声が挙がっている。

　恵真からしたら猫はそういう生き物であるので答えには困る。

　だが、恵真の店、喫茶エニシが、この街の人々に受け入れられつつあるのは事実だ。

　そんな中、恵真はまた新たな選択に迫られている。

　それをリアムとバートに相談したいと考えていたのだ。そう思う理由のひとつに、昨日のサイモンのことがある。

　ふと、恵真が顔を上げるとリアムと目が合う。

　恵真にはリアムが自身を案じているように感じられた。実際、昨日サイモンに会ってから恵真は一人考えていることがあるのだ。

「……リアムさん、バートさん。私、今考えていることがあって……。でも、上手く自分の中でも形になっていないんです。ですから、きちんと伝えられないかもしれない。それでも、お話ししてもいいでしょうか……」

　今、考えを聞きたいと思っていることは二人に伝えたとおり、自分の中でもしっかりとした形にはなっていない。だからこそ、二人の考えを聞き、判断したいと思っているのだ。

　恵真は膝の上に手を置き、両手を重ねる。

　恵真の問いにリアムは少し微笑み、バートはきょとんとした顔をする。

「何かお考えがあるのですね。ぜひお聞かせください。誰かに話すことで御自身の中で考えが形になることもあるかと思います」

「そうっすよ！　今更っすよ。今までだって話をしてくれてたじゃないっすか」

「……ありがとうございます」

　安堵したのだろうか、恵真の表情も少し柔らかくなる。

　リアムとバートは静かに恵真が話し出すのを待つ。自分の中で言葉を選ぶように恵真は話し出した。

「昨日、サイモンさんの話が聞こえました」

「……」

　サイモンが誰なのか、バートは知らないがそれを尋ねることはない。話し出した恵真の気持ちを遮ることがないようにだ。二人はじっと恵真が話すのを見つめている。

　恵真が膝の上の手をぎゅっと握った。

「私、怖いんです」

　声の震えを抑えつつ恵真は話を続ける。

「香草を、ギルドに卸すのが怖いって思ってしまうんです」

　予想していなかった言葉にリアムとバートは驚き、息を呑む。恵真が打ち明けた薬草への心境、その理由がどこにあるのか、二人は恵真が話し出すのをただ見つめるのだった。
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　恵真が発した言葉はリアムにもバートにも予想外のものであった。

　彼女が作るバゲットサンドは好評を博はくし、喫茶エニシではもちろん冒険者ギルドでも販売されている。

　鮮度が高く、質の良い薬草を使いながらも、価格は良心的で味も素晴らしい。今までなかった形で薬草の販売を担う冒険者ギルドはもちろん、薬くす師しギルドからも関心を集めていた。

　冒険者達、そしてマルティアの冒険者ギルド長を務めるセドリックからは、感謝と敬意を示す声がリアムに届いている。

　恵真は薬草を販売していく中で、不安や葛藤を抱えていったというのだろうか。

　恵真が作ったバゲットサンドに薬草が使われていることに気付き、販売を進めていったのはリアムである。彼は恵真の状況に配慮した上でギルドへの話も進めていった。

　そのため、冒険者ギルドへの対応が遅れ、セドリックには恵真の存在が気付かれてしまった。

　しかし、それを踏まえても拙せつ速そくな行動をとるべきではないとリアムは考える。まだこの国の環境に不慣れな恵真、そして彼女が薬草の販売に躊ちゆう躇ちよしていたからだ。

　そう、確かにバゲットサンドを販売する際に恵真が戸惑っている印象を受けていたのだ。

　今もまた、恵真はそんな不安や戸惑いを抱えているのだろうか。

「私の住んでいたところでは薬草はあくまで食材として扱われています。でもここでは薬草と言われて……それでも喜んでもらえるのは嬉しかったんです。だけど昨日、サイモンさんの話を聞いていて……。病気や怪我、時には人の生死を分ける。私、改めてそれに気付いて……」

　自分の中で答えを探すように、恵真は言葉を選びながらゆっくりと話す。

　薬草が人の生死を分ける、それは事実である。

　時としてその状態や有無が生死を分ける薬草だからこそ、必要とされ普及が望まれる。

　そしてそれを扱う責任の重さもまた事実なのだ。

「あ！　だからこそ必要なんですよね！　きっと、必要なんです。でも、本当にそれで人を救えるのか……。なんだか心配になってしまって、上手く言葉にできないんですけど……」

　そう困ったように話す恵真の様子に、リアムとバートは視線を交わす。そこにはどこか安堵も含まれていた。薬草は人の生死を分かつ、その認識を恵真が持っていることに二人は安心したのだ。

　この国において価値のある薬草を、常時入手可能な人物である恵真が、薬草の価値を理解し、その影響を考慮している。

　出会ったことのない誰かの生死の重さや、それと向き合う責任を、薬草から得られる価値よりも重く考えているのだ。

　恵真が今、感じている葛藤や戸惑いは人として真まっ当とうで信頼できるものである。

　彼女はリアムとバートの前で心苦しそうに立っている。その様子を見かねたリアムが恵真に声を掛けた。

「トーノ様が感じられたことは決しておかしなことではありません」

「え……」

「そうっすよ。冒険者や兵士だって初めて魔物を前にしたときなんかは上手く立ち回れなくって、反省したり後悔したり……。怖いって思ったりするもんすよ」

　バートの言葉にリアムも頷く。それは剣を持つ者が皆、経験することであった。

「えぇ、私も初めて試合ではない状況で人と対峙したとき、恐ろしさを感じました。そのときに感じた、人を傷付ける、命を奪うということの恐ろしさを私は忘れることはないでしょう」

　剣を持つ者は誰もが皆、初めて命あるものと向き合ったその日のことは忘れないだろう。

　仲間の命が失われる怖さ、そして仲間が救われた喜び、それを決して忘れることはないのだ。

「命の重さを考えるからこそ、戸惑い、恐れる。その感覚は正しいものです。そして、だからこそ薬草がこの国に普及するべきだと私は考えています。今の状況で、助かる命は民ではなく貴族ばかりです。貴族である私が言うのはおかしいかもしれない。それでも、この状況は変える必要がある」

「……はい」

　リアムの言葉に恵真は頷く。だが、次にリアムから掛けられた言葉は恵真の予想とは違っていた。

「ですが、その責務を負うのはこの国の上の者達です。あなたではない」

「そうっすよ。トーノ様が抱え込む必要はないっすよね！　まぁ、今ここで答えを出す必要なんかないんすから、そんなしょげた顔しないでくださいよ！」

「えぇ、あなたには笑っていてほしいと思っております」

　自然に口にしたリアムの言葉に、バートは引きつった表情になる。

「……うわっ。リアムさんって素でそういうこと言うんすね。だったら、オレもなんか格好いいこといえばよかったっす！」

「……何かおかしかったか？」

「いや、おかしくはないんすけどー……なんていうか……ねぇ？」

「なんだ？」

　恵真の前でリアムとバートが話す様子は普段と変わらない。

　抱えていた迷いを打ち明けるのは、恵真にとって勇気がいるものであった。

　命、それは何よりも優先されるべきであり、その価値があるならばいくらでも香草を提供したい。一方でそれを実際に見ていない恵真にとっては未だ信じられぬことで、その責任を思うと足がすくむ思いがした。

　軽蔑されるかもしれない、そんな思いすら抱き、打ち明けた言葉を容易たやすく二人は受け入れてくれた。今、涙が零こぼれそうなのを恵真は必死で堪こらえている。

　いつもどおりの温かなこの空間に涙は似合わないと思ったのだ。

　打ち明けてよかった──目の前で軽口を叩き合うリアムとバートに、恵真は安堵の笑みを溢すのであった。
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　リアムは翌日、再び冒険者ギルドへ訪れた。

　薬くす師しギルドへ薬草を卸す件に関しては、以前セドリックにも話している。そのため、昨日のことで少し時間が必要だとリアムは伝えるつもりであった。

　だが、ギルド内の様子がいつもと異なる。

　案内する職員には「今で良いのでしょうか？」そう問われつつ、訪れたギルド長室は重い空気に包まれていた。部屋の中央には沈痛な表情をしたセドリックが、樽を抱え込むようにしてしゃがみ込んでいる。

「……セドリック？　何をしている」

「リアムか……。俺は、俺はどうしたらいい？」

「どうした！　何があったんだ！」

「セドナが……！　セドナが……！」

　セドリックがシグレット地域から調査のために回収した謎の生物、タコはセドナと名付けられている。昨日見たときは樽の中で泳いでいたが、一体何があったというのだろう。

　リアムがセドリックに近付くと樽の中のタコはぐったりとした様子だ。

「今朝から様子がおかしい……。まだわからないことが多い生き物だから対応ができず、こうして見守ることしかできないんだ」

　悲痛な声で訴えるセドリックだがリアムは顎あごに指を置き、何やら考えている様子だ。

　セドナのために何やら妙案を考えてくれるのかと、セドリックは期待の視線をリアムに送る。樽の中のセドナを見たリアムが、ふむと頷きセドリックに言う。

「これ、借りるぞ。誰か！　他の容器はないか？　これを入れて持ち運べるものがいい」

「は？　おい、リアム、何をするつもりだ？」

「見ればわかるだろう。連れていくんだ」

「ど、どこにだ！」

　職員が持ってきた容器にリアムがセドナと水を移し替え、ギルド長室を出ていく。

　一瞬、驚きから固まっていたが、残されたセドリックは慌てて立ち上がり、リアムの背中を追いかける。

「おい、待て！　リアム！　セドナをどこへ連れていく！」

「あぁ、セドリックもついてきて構わないぞ」

「そういう問題じゃないだろう！　セドナを返せ！」

「なんとかしたいと思わないのか？」

「思う！　思うに決まっているだろう！」

「じゃあ、ついてこい」

　この街有数の腕を持つ男達が二人、タコを持って賑やかに出ていくのを冒険者達も職員達も静かに戸惑いながらも見送ったのだった。

「トーノ様、失礼します。少しお時間をよろしいでしょうか？」

「え、えぇ、大丈夫ですよ」

「待て、リアム！　お前、何を考えている！」

　バゲットサンドを販売終了した直後の時間はあまり人が来ない。

　そのため、リアムの話を聞く時間をとることはできるのだが、セドリックまで共に訪れるとはどんな事情であろうと恵真は不思議に思う。

　そんな恵真の前でリアムは右腕に持ったバケツを持ち上げる。中には水とぐったりした様子のタコが浮かんでいる。一体、どうしたことだろうと首を傾げる恵真にリアムが言う。

「こちらで薬草の力を試してはみませんか？」

　そう、リアムはこの衰弱したタコを使い、恵真の目の前で薬草の力を試そうというのだ。

　突然の申し出に恵真は目を瞬かせるが、リアムの言葉を聞いたセドリックはハッとし、縋るように恵真を見つめる。

「この生物は未だ謎が多い。我々では対処のしようがないのです。ですが、ただこのまま見ているのはしのびないとセドリックは考えているはずです」

「そ、そうです！　そのとおりです！」

「もし何かあってもこのまま放置するよりマシ、そうだよな？　セドリック」

「えぇ、そうです！　なにか少しでもセドナにしてやりたいんです！　お願いします！」

「……セドナ？」

「これの名前だそうです」

　必死なセドリックと冷静に説明をしてくれるリアム、そしてバケツの中に浮かぶタコ。よく状況はわからないが、このまま何もしないのではセドリックもつらいであろうことは恵真にもわかる。

　薬草を使うことには未だ戸惑いはあるが、セドリックは納得しているようだ。恵真はリアムに尋ねる。

「どういった香草を使えばいいんでしょうか」

「この場合、どんな状態か不明です。鎮痛・殺菌効果のあると言われたバジルにしてみましょう」

　キッチンから粉末状のバジルの瓶を恵真が持ってくるとリアムがそれを受け取る。

　そして、遠慮なくタコの入ったバケツの水に少量振りかけた。だが、些か雑なその対応にセドリックは憤る。

「おい、リアム！　もう少し方法があるだろう！　口にそっと入れてやるとか、足に丁寧に塗ってやるとか……とにかくやり方が乱暴だろう！」

「薬草を使ってやっているんだ。文句を言うな。そもそも、これの口がどこなのかも俺にはわからんし、足にいたっては八本もあるんだぞ？　……どうしろというんだ、一体」

「いいから、セドナに優しくしろ！」

　大きな男達が子どものような言い合いをする中、恵真はバケツに注視する。水に振りかけたバジルは水面に浮かんでいるだけだ。

　だが、その水がじんわりとほのかに発光してきた。

　すると、ぐったりと浮かんでいたタコの足はゆるやかに動き出す。

　相変わらず言い合いを続ける二人に恵真は慌てて話しかける。

「見てください！　動きました！　タコ！　……セドナが動いてます！」

「な……！　本当だ。セドナ、セドナが動いている！　……あぁ、ありがとうございます！」

　バケツに駆け寄ったセドリックは、再び滑らかな動きを見せるセドナの様子に興奮したように感謝を述べる。恵真はというと初めて見た薬草の効果に驚き、セドリックと同じようにバケツの中を見つめている。

　そう、薬草の効果を恵真は初めてその目で見たのだ。

　不安と葛藤を抱えていた恵真だが、それらがゆっくりと解ほぐれていくのを感じる。

　セドリックもセドナの回復には驚いた様子だが、薬草自体の効能は驚くことなく受け入れている。つまりこの国の人々にとって、香草が薬草であることには間違いがないのだ。

「……回復しましたね。少しお気持ちが楽になっていれば良いのですが」

「リアムさん……」

「セドリックはああ見えても冒険者として経験も豊富です。その男が薬草の力を疑うことなく使用を認め、その結果、あの生き物は回復しました。この国や周辺国ではあれらは薬草、そして間違いなくそれには力がある。どうか、お力を貸してはいただけませんか？」

　恵真が迷いを持った理由が目の前で消えた今、リアムの申し出を断る理由は何もない。

　以前、リアム達の前で口にしたことがあるが、恵真はその外見から特別視される。だが、今の自分に特別な力がないことは恵真自身がよく知っている。

　だからといって、自分にできることをしないのはまた別問題だ。

　リアムの瞳をまっすぐ見つめた恵真は答えを告げる。

「はい、私にできることならぜひ」

「ありがとうございます……」

「いえ、急に私が躊躇したせいで……」

「それは当然のことです。命がかかることに慎重になるのは悪いことではありません」

　恵真には母国での価値観や常識がある。それがこの国の考えと異なり、戸惑うこともあるだろう。

　逆に言えば、恵真の知識や料理もリアム達を驚かせるものであったのだ。

　だが、それが今、街の人々には受け入れられつつある。

　薬草が入手しやすくなったとして、助かる者は多くとも困る者は多くはない。

　薬くす師しギルドもこの判断を受け入れるだろう。中央支部のギルド長サイモンがいるため、話も早く済むだろう。

　目の前の冒険者ギルド長、セドリックも古くから知る信頼のおける男である。薬草も、そして恵真のことを利用する者ではない。

　バケツを抱え込むようにして嬉し泣きをするセドリックを見たリアムは、困ったように微笑み、恵真は薬草の効果に安堵するのであった。
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「言ってないのですか？」

「何をだい？」

　薬くす師しギルドのギルド長室でゆったりと一人掛けのソファーに腰掛ける男に、もう一人の男が驚いたように声を上げる。

　まるで部屋の主であるかのように振る舞う男がサイモン、薬くす師しギルドの中央支部長であり、その横に立つ男がこの部屋の主、マルティアの薬くす師しギルド長である。

「薬くす師しギルドのことですよ！　あなたはあの店に通われているんですよね？　黒髪の聖女と懇意になるチャンスではないですか！」

「……そんなだから、未だに君はあの店を見つけられないんだよ。女神を守るためにあの店が君を拒絶したのかもしれないね」

「そんな……！」

　実際は幻影魔法と防衛魔法の重ね掛けであり、害意がある者や黒髪に極度に固執する者は拒まれているのではとサイモンは推測している。

　しかし、サイモンにとってはあのドアもギルド長もどうでもよいのだ。大切なのはあの店に行けば女神と薬草がそこにある。信仰を得たサイモンはただその神聖な場所が守られればそれでいい。

　薬草の普及、サイモンとてそれを望まないわけではない。

　だが、物事には順序がある。何より、薬草を提供するか、それは女神の判断に委ねられるべきだとサイモンは考える。

　薬草を自ら採取し、その希少さを知るサイモンは価値あるものが冒険者や兵士はさておき、貴族階級のみに使用されることを良く思ってはいない。そういった現状を考えると、女神が店舗を設け、広く民に薬草を振る舞っていることに深い敬意と尊敬の念を抱いた。

　そのうえで、さらなる提供を願うことはおこがましいとサイモンは思うのだ。

　喫茶エニシ、あるいは冒険者ギルドで薬草サンドが入手できる。その現在の状況に自分達はまず感謝をすべきだと。

　喫茶エニシに訪れる度たびにサイモンは新しい発見をし、刺激を貰う。貴重で新鮮な薬草を安価に振る舞う薬草の女神、その素晴らしさと御み心こころの深さにサイモンは感謝をしている。そう、薬くす師しギルドに所属する薬くす師しだからこそ我々はひれ伏すべきであろうとサイモンは思う。

「女神との謁えつ見けん、薬草との新たな出会い、そこに無粋な話は挟みたくないんだ。わかるかい？」

「無粋……あ、あなたにはギルド幹部としての誇りはないのですか！」

「僕はね、ギルドという形式やそこでの役職に誇りを持ったことはないよ。これからもないだろうね」

「そんな……」

　衝撃を受けるマルティアのギルド長を見ることもなく、サイモンはギルド長室を出ていこうとしている。そんな姿をこの部屋の主である男はただ見つめている。

「大事なのは立場ではなく自らが何を行うか、だからね」

　ギルド長にその言葉が届いたかはわからない。去っていくサイモンの姿をギルド長は言葉を失い、遠ざかっていく彼の背中を見送ることしかできなかった。
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「そ、それは本当ですか……？」

「えぇ、薬くす師しギルドにはリアムさんやセドリックさんが報告してくださるそうです。でも、その前にサイモンさんには先に話してもいいってリアムさんも言ってくれて……。サイモンさん、薬くす師しギルドの方なんですね。それで香草にお詳しいんですね！」

「……本当に、本当に薬くす師しギルドにこちらの薬草を卸してくださるのですか……？」

「はい。私で力になれることであれば、ぜひ」

　そう言って笑う恵真だが、サイモンにとってはまたとない吉報を敬愛する薬草の女神から告げられ、その感動に打ち震えている。こちらから乞い願わずとも、薬草の女神は小さな我々の望みに御心を砕き、叶えてくださるのだとサイモンは薬くす師しギルド長には言ってやりたい気持ちになる。

　だが、その思いも一瞬で消える。今この時間、彼が考えていたいのは薬草とその女神のことなのだ。

　そんなサイモンに薬草の女神、恵真が注文されていた紅茶を差し出す。

　薬草はもちろんだが、ここで扱う品はすべてにおいて質が良い。薫かおり高い紅茶を楽しむサイモンに恵真がもう一品を差し出す。

「焼いたバゲットにハチミツとシナモンがかかっています。よかったら、こちらもどうぞ」

「素晴らしい……ありがとうございます……！」

　女神の優しさは留まることを知らないらしい。香りの良い上質な紅茶は素晴らしい。だが、サイモンにとってそれ以上に素晴らしいのは薬草とその女神である。

　日差しの強いこの季節、涼やかな部屋で女神から告げられた吉報、上質な紅茶と薬草を使った美味なパンを楽しむサイモンはかつてないほどの充実した時間を過ごすのだった。


携帯食と魔導師

　相変わらずの暑さと強い日差しとなることが今日も予想されている。各地で観測史上最高の暑さとなったことが毎日のようにニュースでも流れていた。

　山が近く、まだ自然が多く残された祖母の家の周辺もそれは同じ。だが、木々の多さや空の高さ、山からの風でその暑さも夏らしさに変わる。

　今朝もクロに起こされた恵真は、クロの朝食を用意した後に裏庭へと向かう。裏庭の家庭菜園に水をあげるのはまだ暑さが穏やかな早朝でなければならないからだ。

　トマトは赤く色付き、明日くらいには収穫しても良いかもしれない。きゅうりは青々としていてその濃い色合いからも料理に映えそうだ。恵真が今、一番使っているバジルも生せい育いく旺おう盛せいなのでこちらは早めに採らなければならないだろう。

　裏庭にある水道の蛇口を捻ると、手に触れる冷たい水が心地良い。

　まだこの時間なら風も少しあり、その暑さも夏なのだと実感できる範囲だ。

　子ども達の声がするのは、朝のラジオ体操だろうか。夏特有のどこか高揚感に似た感覚を恵真も久しぶりに味わう。

　これが終わったらバゲットサンドを作り、そのあとは朝食にしよう。この暑さを乗り切るためにも朝からしっかり食べようと恵真は思うのだった。
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「鑑定!?　……わ、私がですか!?」

「えぇ、先日トーノ・エマ様としてギルド登録を行いました。それから三か月以内にギルド証を発行する必要があります。そのため、本日は冒険者ギルド長セドリックとリアム、そして魔術士を連れて参りました」

「……セドリック、ボクは魔導師だからね!?」

　セドリックの言葉を銀の髪の少年が訂正する。

『魔術士』と『魔導師』、そこに何の違いがあるのか恵真にはさっぱりわからない。

　だが、どうやら何か鑑定というものを受けねばならぬということを二人の会話から理解する。

　今日、セドリックはリアムと少年を連れて喫茶エニシを訪れた。

　おそらくは薬くす師しギルドへ卸す薬草の件や条件での話をするのだろうと恵真は思っていたのだ。

　しかし、セドリックの口から出たのは『鑑定』という言葉。全く以て予想外である上に、心の準備もできていない恵真はおろおろとする。

「鑑定ですが、貴族などは皆、子どもの頃にしている者が多いのです。魔力の有無は見てすぐわかるものですが、それ以外にも固有の能力を持っていればそれを伸ばすべきだと国や教会が推奨しております」

「……そうすれば、国は優れた人材を把握し、確保できるからな」

「……リアム、今それを言わなくてもいいだろう！　えぇっと、話が逸れましたが、冒険者ギルドでは十三歳から鑑定を行います。そのときに自分の向き不向きを知ると、職種を選びやすい。同時に知らなかった自分の長所や能力に気付けるんです。もちろん、それらの情報は冒険者ギルド内で保全されます。外部者への漏ろう洩えいは決して致しませんのでご安心ください」

「……はぁ。……そうなんですね」

　突然、降って湧いた話だが、話を聞く限り、特に断る理由はない話なのであろう。

　だが、問題はその鑑定でどこまでわかるかということだ。

　健康診断では検査結果ももちろん重要だが、それ以外の体重などが気になってしまうように、問題はなくとも他の者に知られたくないことはあるものだ。

　そして恵真には年齢や体重以上に（いやできればそちらも積極的に開示はしたくないと恵真は思っているが）気になることがある。

　それは、恵真がこの国スタンテールの人間ではないということだ。

　そう、恵真はあちらから見れば『異世界人』なのである。鑑定をすることでどこまでの情報が明るみになるのかが問題だ。国籍のように『ニホン』や『ジャパン』と表示されるとしたら、そこはどう説明すればよいのだろう。

「……鑑定って、どんなことでもわかっちゃうんですか？　ほら、過去を知られたくないとか、恥ずかしいとか、人には秘密にしたいことってありますよね？」

　異国、というより異世界から来たという突拍子もない隠しごとを、恵真はまるで多くの人に当てはまるような内容に置き換えて話す。

　相変わらず、嘘は下手な恵真であるが、どうやら嘘をつかずに自分の状況を話せるようになったようだ。

　そんな恵真の質問に、セドリックは納得したように頷き、笑顔を返す。

「えぇ、女性の方にはそういうご心配がありますよね。ご安心ください。鑑定でわかるのは、個々の力、これは攻撃力とか防御力とかそういったもの。あとは種族ですね。こちらは人間とかエルフとか獣人とかそういった種族的な分類、あとは性別。他には……あぁ、年齢もわかってしまうのですが、ご安心ください。冒険者ギルドでは基本的に鑑定した者が十三歳以上であることを確認するだけです」

「そ、そうなんですね……それでしたら受けてみます」

　どうやら、恵真最大の秘密『異世界人である』その事実は明るみにならないらしい。

　年齢がわかるのは少々複雑ではあるが、どうやらそれも鑑定を行う銀髪の少年だけにしかわからないようだ。であれば、そこまで気にする必要はなくなる。

　いや、むしろ恵真は少し気持ちが高まっている。

　裏庭のドアから始まったこの日々の中で、恵真は魔法や魔獣が存在する世界であることを知った。だが、それに触れ合えたのはその裏庭のドアとリアムが買ってきてくれた、クロの形のわたあめだけである。

　それがここにきて、グッと恵真の冒険心や夢見る気持ちを刺激する言葉達が登場したのだ。

　ギルド証、鑑定、魔術士、魔導師、ましてエルフや獣人がいるなど初耳である。恵真は内心のときめきを必死で隠している。

「突然、申し訳ありません。トーノ様にお話を通してから伺うべきでしたが、口が堅く優秀な魔術士の選考には時間がかかりまして……。今回、彼……オリヴィエがセドリックのもとを訪れたため、このようにこちらに急遽伺うこととなりました」

「ねぇ、リアム。褒めてくれてるのは嬉しいんだけどさ。さっきも言ったけどボクは魔導師だからね！　そこんとこはきちんとしてほしいんだよね」

「あぁ、そうだったな。すまない。魔導師、だそうです」

　謝るリアムの横にいる銀の髪の少年が、少し生意気な仕草で指摘する。

　可愛らしいその少年は確かに深い緑の瞳をしている。緑の瞳が魔力を持つ者の証と聞いた恵真は、風の魔法使いルースを思い出す。魔法使いである彼はごく淡い緑の瞳をしていた。

　だが、目の前の少年の瞳ははっきりとした緑をしている。つまり、彼はそれだけ強い魔力を持っているのだろうか。南の深い海の色のような爽やかさを残す緑色の瞳を恵真はつい見つめてしまう。

　そんな恵真に少年は「ふぅん」と小さく呟く。

「黒髪の聖女……だっけ？　緑の瞳の魔獣連れてるからか、ボクの目を見てもやっぱり動じないんだね。確かにあんなに深い緑の瞳は見たことがないよ。あのドアにしろ、魔獣にしろ、忙しい中来た甲斐はまぁ、あったかな」

「おい、オリヴィエ！　言葉を慎むんだ！」

　セドリックの注意も少年には届かないようで、彼の目には魔道具に映るだろうエアコンや冷蔵庫をしげしげと見つめている。

　だが、恵真にしてみればまだ少年である彼の生意気さは可愛らしいものだ。

　十四、五歳であろう少年オリヴィエ、思春期であればそういった言葉や反発心も自然なことだ。

　そんな時代が自分にもあったと恵真は温かい目でオリヴィエを見つめる。その視線に長い睫まつ毛げに覆われた緑の瞳が怪訝そうに恵真を窺うかがう。

「……なんか君、凄く失礼なこと考えてない？」

「オリヴィエ！　だから今、言っただろう！　失礼な態度を慎めと！」

「いいんですよ、セドリックさん。私、全然気にしてませんから」

　恵真はオリヴィエへのフォローとしてそう口にする。

　しかし、その言葉は異なる意味として他の者達には伝わったようだ。

「……はぁ!?　気にしてない？　このボクを？」

「ぶふっ！　そうですか！　オリヴィエの言葉など、トーノ様は気になされませんか！　それは傑作ですな！」

「流石、トーノ様です」

　豪快に笑うセドリックに納得したように微笑むリアム、そんな二人の間に座るオリヴィエはムッとした表情で頬を膨らませている。

　そんな様子からも、大人と子どもの狭間にいるオリヴィエのアンバランスさが垣間見えて微笑ましいと恵真は思う。

　再び微笑んでしまう恵真に、オリヴィエは一層機嫌を損ねるのだった。
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「じゃあ、始めるよ。君は目を閉じて座っているだけでいいよ。ボクが魔力で君の鑑定をするから」

「はい！　よろしくお願いします」

　少し機嫌を損ねたようだが、オリヴィエは恵真の鑑定をしてくれるらしい。

　恵真はもちろん、アッシャーやテオも緊張の面持ちでその様子を見守っている。

　二人にとって鑑定は初めて見るものらしい。魔術というなかなか見る機会のない行為を目に輝かせている。

　期待を込めた眼差しで表情も輝くアッシャーとテオ、黒髪黒目の恵真が秘められた力があるのではとセドリックまで兄弟と同じように目を輝かせる。一方、その隣のリアムの表情は深刻で恵真を案じているかのように見える。

　当の恵真はというと、この鑑定にセドリック以上に期待をしていた。

　今まで、言葉が通じ、読み書きも伝わること以外に恵真は異世界での恩恵を受けた感覚がない。

　確かに言語が通じたおかげでこうしてリアム達と交流が持てた。語学を学ぶことなく、交流が図れることはありがたいことである。

　しかし、せっかくの異世界だ、もう少し何か特別感が欲しいと恵真は思わないでもない。

　少女時代に胸ときめかせた漫画や小説、映画の世界では異世界からの訪問者には魔法や特別な能力があった。

　恵真は異世界の者であり、この世界ではめずらしい黒髪黒目だという。

　リアムが話したように、様々な伝承があるとしたらそこに不思議な力など、そういった内容も含まれているのではないか。そう恵真は思うのだ。

　異世界、魔法、そんなファンタジーの世界との間に生まれた接点、期待するなというのが無理であろう。

　白く小さなオリヴィエの両の掌が恵真の顔の横に翳かざされる。瞳を閉じた恵真にもほんのりと温かさが伝わっていく。

「──何これ……一体、どうなってるの……」

　驚きから漏もれたオリヴィエの声に、周りで見守っている者達からも小さな声が零れ、目を閉じている恵真の鼓動も速くなる。

　魔導師を名乗る少年オリヴィエが動揺するほどの結果、どんな力が恵真にはあるのであろう。

　黒髪の聖女、薬草の女神、そう呼ばれている恵真だが、実際には特に変わったことはない。料理の技術や知識は自ら経験で得たものだ。

　むしろ、恵真は料理以外では力になれていないと感じているのだ。

　しかし、何か特別な力が備わっているのなら、他にも何かできるかもしれない。あのドアの向こうの世界で、人々のために特別な力を使う日が訪れるかもしれないのだ。

　驚きのあまり、黙り込んだオリヴィエをセドリックが急かす。

「それで！　トーノ様にはどんな力が備わってらっしゃるのだ！」

「……本当にこの場で言っていいの？　これ」

「お前が驚くほどのことなのだろう。ならば情報を俺達が聞いておいたほうがいい。俺もリアムも彼女の代理登録を行ったからな」

　少しためらった様子のオリヴィエであったが、セドリックの言葉を聞いて考えを変えたようだ。

「……そうだね、この子を守る必要がある。あんた達も知っといたほうがいいかもしれない。君も話しても構わない？」

「は、はい！　リアムさん達を信頼していますから！」

　オリヴィエの鑑定結果を待ち、喫茶エニシは静寂に包まれる。

　だが、その空気はどこか期待と興奮による熱気にも感じられた。

　黒髪黒目の異国から訪れた女性トーノ・エマ、彼女の発想とそれがもたらす料理はこの街に静かな変化を起こした。そして、彼女が使う料理には薬草が含まれている。

　これは大きな変化をこの国にもたらす、そんな期待を皆は抱く。

　その恵真の鑑定が行われた。新たな可能性が今ここでわかるかもしれないのだ。

　この部屋の人々の期待を感じているのかいないのか、オリヴィエは静かに口を開く。恵真は胸の鼓動を感じながら、胸元に置いた手を握りしめた。

「……この子、力がなさすぎる！　生まれたての赤ん坊でも何かしらの力を秘めているもんだよ！　一体、どうやって今まで生きてきたのさ！」

　誰も予想していなかった鑑定結果に、喫茶エニシには先程とは違う静寂が訪れる。

　だが、それも一瞬で弾け飛ぶ。

　皆が様々な言葉をいっせいに口にしたからだ。

「はぁ!?　冗談だろう！　黒髪黒目の聖女だぞ！　お前の鑑定が間違っているんじゃないのか！」

「は？　ボクの力を疑うっていうワケ？　いいよ、セドリック表に出なよ」

「……エマさん、赤ちゃんとおなじなのかな。お兄ちゃん？」

「……で、でも俺らがエマさんを守りますから！」

「……トーノ様、その……なんと言ってよいか……」

　口々に飛び出した言葉も恵真にはどこか遠くに聞こえる。

　恵真の淡い夢は脆もろくも崩れ去ったのだった。
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　今、喫茶エニシにはかつてないほどの気まずい空気が流れている。

　誰もが他国から来た黒髪黒目の女性トーノ・エマには何か特別な力があるのではないか。そんな考えを頭の片隅に無意識に置いてしまっていたのだ。

　実際、恵真が行ってきたことは様々な変化を起こした。

　それもあって皆、きっと恵真には何か特別な力が備わっているのだと思い込んでいた。だが、実際の鑑定結果は『生まれたての赤ん坊以下』という厳しい現実である。

　そんな結果を皆の前で公表された恵真の背中には、どこか哀愁が漂う。

　今の彼女にどんな言葉を掛ければ良いのだろう、と皆で視線を交わしては首を振ったり、傾げたりと無言の合図を送り合う。

　唯一、オリヴィエだけが「だから自分は確認しただろう」と言わんばかりの表情でソファーにゆったりと座っている。

　嫌な予感ほどよく当たるものだとリアムは思う。ここで恵真に声を掛けるべきか悩むところである。今、どんな言葉を掛けても彼女を傷付けてしまうのではないかと恵真の背中をリアムは見つめる。

　だが、何もしないのも酷に思え、リアムは決心する。

「──トーノ……」

「よし！　仕方ないな、これは」

「……さま……？」

　リアムが声を掛け終える前に、恵真はすっくと立ち上がる。

　元々、恵真だってわかってはいたのだ。特別な能力など自分にはないと。

　けれど、突然に訪れた鑑定魔法という機会に少し浮かれてしまった。

　魔法、エルフに獣人、ファンタジー世界特有の心ときめく言葉の数々に、ほんの少し夢を見た。ただそれだけなのだ。

　何より、お客様がいらしているというのにいつまでもしょげてはいられない。恵真はくるりと皆のほうに向き直ると笑顔を向ける。

「皆さん、せっかくですし何かお飲みになりますか？」

　そんな恵真を見て、周りは息を呑む。

　成人女性が赤ん坊ほどの力しかないと言われれば、この国スタンテールの感覚では絶望する。

　けれど、彼女は自らを奮い立たせ、こちらを気遣っているのだ。その優しさと芯の強さは一体どこから来るものなのだろう。

　セドリックは感銘を受け、リアム達は恵真の様子に安堵する。

　ただ一人、オリヴィエだけが納得できぬように首を傾げ、恵真を見つめていた。

　リアムとセドリックは紅茶を注文する。ソファーにゆったりと腰掛けながらクロを見ているオリヴィエに恵真は声をかけた。

「オリヴィエ君は何を飲む？　紅茶は冷たくもできるし、ミルクで甘くしたのもあるの。あとメニューにはないけど果実のジュースも用意できるのよ」

「……ボクはいらない。これがあるから」

　そう言ったオリヴィエはポケットから何やら取り出して、恵真に見せる。それは恵真もリアムに貰い口にしたことのある、バゲットサンドとも縁えんがあるあの食べ物である。

「携帯食？　えっと……それをどうするの？」

　そんな恵真の質問にオリヴィエは小馬鹿にしたように笑って見せる。

「食べる以外に何に使うってのさ？」

「オリヴィエ！　お前って奴はさっきから何度言えばわかるんだ！　すみません、トーノ様……。大体、飲食店に持ち込んで食うなんて非常識だろう！」

「……ボク、客として来ているわけじゃあないし。問題ならもう帰っていい？　いくら魔力量があっても、短時間での鑑定って地味に疲れるし」

「オリヴィエ！」

　どちらの言うことも一理ある。オリヴィエとしては職務としてここに来たわけで、鑑定が終わった今、帰ろうというのもわからなくはない。一方、セドリックの言うとおり、喫茶エニシは飲食店であり、そこで持ち込みをするのを肯定はできない。

　しかし、他に客もおらず、子どもであるオリヴィエが間食をする程度である。

　まして、恵真の鑑定のためにわざわざ来てもらい、仕事をしてもらったのだ。ここは目を瞑つむってもいいだろう。

「いいですよ。でも大丈夫？　普通はそれをお水と一緒に食べるって聞いたけれど」

　以前、携帯食の味に恵真が驚いたときに、バートからは少しずつ食べながら水を飲むという食べ方を勧めてくれた。確かにあの独特の風味とエグさであれば、それがいいだろうと恵真も感じたものだ。

　だが、オリヴィエは首を振る。

「大丈夫、食べ慣れてるから」

　そう言うと携帯食を袋から取り出したオリヴィエは、それを躊躇なく齧る。

　ゴリッという鈍い音がしたあと、ガリゴリという音がオリヴィエの口から聞こえてくる。

　それを見た恵真はもちろん、アッシャーやテオも目を丸くする。

　三人共携帯食の味は十分に知っているが、積極的に口にしたいと思うものではなかった。それを目の前の少年は顔色も変えず、ガリガリと食べ進めているのだ。

「あの……リアムさん、あれって私が以前食べたものと同じですよね？」

「えぇ……」

　当たり前のように齧り続けるオリヴィエの様子に、恵真はリアムに確認を取る。

「あれって、苦いですよね？」

「えぇ……」

「あれって、その……不味いですよね？」

「……えぇ、そうですね」

　恵真の言葉をすべてリアムも肯定する。

「あの子、なんであんなに普通に食べられちゃうんですか!?」

　恵真が驚き、リアムに確認している間にオリヴィエは携帯食を食べ終えたようだ。アッシャーとテオがオリヴィエに近付き、目を丸くしながら話しかける。

「凄い！　そんなに苦いのを食べられるんですね！」

「うん！　かっこいいね！」

　苦くえぐみの強い食べ物を表情ひとつ変えずに食べ切ったことで、兄弟はオリヴィエをキラキラとした瞳で見ている。苦い野菜を食べ切れた年長の子に憧れるようなものであろうか。

　尊敬の眼差しで見つめるアッシャーとテオ、それに戸惑うオリヴィエの姿、恵真は微笑ましさでにやけてしまう。

　そんな恵真の視線に気付いたオリヴィエは軽く彼女を睨む。

「食事は体を維持するためのものだからね。ボク、無駄は嫌いなんだ」

「無駄……」

　食事を無駄と言うオリヴィエに恵真は驚く。

　不快に思ったというよりは、まだ幼さの残る少年の口からそんな言葉が出たことへの戸惑いだ。

　食事をする時間、それ自体を彼は無駄だと考えているのであろうか。

「オリヴィエ！　お前はまたそうやって敵を増やすような言い方をする！　何度言ったらわかるんだ！　いいか、俺が……」

「……ボク、そろそろ本当に帰るね。なんだか疲れちゃった！」

　そう言うと背中を向け、オリヴィエは帰ろうとする。だが、少し歩いたところで部屋を見回し、恵真に尋ねる。

「……ねぇ、またここに来てもいい？」

「え？」

「魔獣とか魔道具とか気になるんだよね……。ま、別に嫌ならいいけど……」

「ううん！　そんなことないよ。ぜひまたお店に来てね」

「……そう」

　細い銀の髪が窓からの光で輝く。小さな背中を見送りながら、恵真は彼が座っていたソファーに近付く。すると、テーブルの上で何かが光る。

「すみません！　トーノ様、あいつには言い聞かせておきます」

「少し態度は素っ気ないのですが、優秀なことは確かなのです」

　セドリックとリアムが申し訳なさそうに、オリヴィエのことをフォローする。

　そんな二人の言葉に恵真も内心で同意する。

　態度や言葉に少々棘はあるものの、攻撃的ではないのだ。

　ただ単に素直になれない、そんな思春期の成長過程を見ているような感覚を恵真は覚える。

　彼が腰掛けていた窓際のソファーの向かいのテーブルで光ったものを恵真は手に取る。

　それは食事の代金としては多すぎる金額のコインであった。
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「今日もそれなの？」

「そうだけど？」

　次の日、再び現れたオリヴィエはまた携帯食を齧っている。

　今は休憩時間であり、他には誰もいない。アッシャーとテオも麦茶を飲み、水分補給をしている。そのため、この時間なら、オリヴィエが携帯食を食べていても問題はないだろう。

「やっぱり苦いのが平気なのってかっこいいよねぇ、オトナって感じ」

「テオはピーマンも食べられないもんな」

「違うよ！　鼻をつまめば食べられるようになったよ」

「……そう」

　昨日と同様、ここで食事を注文しない代わりに彼は十分すぎる金額を恵真に渡そうとした。流石にそれはできないと伝え、オリヴィエは渋々アイスティーを注文する。

　恵真がそれを持ってくると、オリヴィエは驚き、グラスに顔を近付ける。

　薄いグラスに入った氷をしげしげと見つめた彼はなかなか飲まず、どういう方法で氷を用意したのか、ここには魔道具か何かがあるのかと恵真に真剣に尋ねる。

　氷を作ったのは冷蔵庫の製氷機である。恵真はただ水を入れただけで、あいにく、どうやって作られるのかという知識はない。

　正直にそれを伝えるとオリヴィエはそうかと頷き、今度はクロのことを尋ねる。

　魔道具を使っていても、魔道具がどういう仕組みなのかを知らないのはよくあることらしい。

「あの魔獣、あんなに深い緑の瞳、ボクでも見たことがないよ。いや、ボクの瞳以上に深い色をしている──っていうことは魔力もボク以上ってわけだよね」

　棚の上に座ったクロはそんなオリヴィエの視線を全く気にした様子もなく、大きく口を開きあくびをしてみせる。

　それは猫らしい自由気ままな態度なのだが、オリヴィエは肩を竦める。

「これでもボク、相当な魔術の使い手なんだけど。意識してすらもらえないなんて……あっちのほうが格上ってことなんだろうね」

「えっと……でもオリヴィエ君の瞳も綺麗よね」

　クロとオリヴィエを比べて力がどう違うかなど恵真にはわからない。

　クロは猫なのだ。この国にはいないらしい猫という生き物について説明するのも難しい。恵真は自身が感じた緑の瞳の印象を口にする。

　二人の瞳の印象は同じ緑でも異なるものだ。

　クロは深い森のように重厚な緑色の瞳をしている。長い間、人を遠ざけてきた自然の雄大さと神秘性を感じさせる深い森、そんな色合いだ。一方、オリヴィエの瞳は深い海の色合いのような緑で、どこか若さや瑞みず々みずしさを感じさせるものだ。

　どちらも恵真の目には美しく見える。

「それがいいとも限らないけれどね」

「え？」

「緑の色の濃さで、魔力は決まる。それは生まれたときから人生が決まってしまうってことだからね。まぁ、ボクも魔獣なら、あんなに悠然として自由に振る舞えていたのかもね」

　思いもかけない言葉に恵真は黙ってオリヴィエを見つめる。

　アッシャーより少し年上に見える、まだ若い彼の将来はすでに決まっているというのだろうか。

　そんな恵真の思いに気付いたのだろう。オリヴィエは少し肩を竦めて、聞こえるか聞こえないかくらいのかすかな声で「話しすぎたな」そう呟いた。

　そして、また多すぎる金額をテーブルに置き、喫茶エニシを後にしようとする。

　銀の髪が窓からの光で美しく輝く。

　だが、その背中はどこか寂しげで儚はかなく、光に溶けて消えてしまいそうだ。

「オリヴィエ君！」

　恵真の言葉にオリヴィエの肩がぴくりと跳ねる。

　立ち止まったオリヴィエは、ちらりと緑の瞳だけを恵真へと向ける。

「また、来てね」

「……うん」

「そのときは、何か私にごちそうさせて」

「…………」

　オリヴィエは小さな肩を竦ませて、裏庭のドアから出ていく。

　その問いかけにオリヴィエは答えなかった。まだ会って間もない関係である。無理もないことだと恵真は思う。

　恵真は自身の言葉が身勝手なものだったのではと瞳を伏せる。

　そんな恵真に、テオがぽつりと言う。

「……きっと、あのお兄ちゃん、来てくれるよ」

　オリヴィエが去った裏庭のドアを、クロの緑の瞳がじっと見つめていた。

[image: ]

「セドリック、入るよ」

　ギルド職員も連れず、ギルド長のセドリックのもとへ訪れたのはオリヴィエだ。ドア越しに声を掛けた後、中からの返事も待たずにドアを開く。

　そんなオリヴィエにセドリックが呑気な声を掛ける。

「おう！　宿屋は見つかったか？　いいのが空いていなけりゃ俺んとこに来てもいいぞ！」

「却下だね！」

　即答してソファーにぽすんと座り、オリヴィエは小生意気に足を組む。

「相変らず掃除も行き届かず、とっ散らかっているんだろ？」

「ははは！　当たりだ！」

「宿は見つけたよ。しばらくこの街にいる予定になったから」

「喫茶エニシか？」

　その言葉にふいと顔を背けたオリヴィエにセドリックは驚く。

　オリヴィエの魔力は、その瞳からも明らかなように他者より秀でている。

　幼い頃よりその優れた能力を買われ、有望視されていたオリヴィエはそれに見合う努力もまたしてきた。その結果、ついに王宮魔導師となったのだ。

　だが、彼が踏み入れた王宮という場は優れた力だけでは渡り合ってはいけないところであった。

　政治力、人脈、家の力、本人の能力以外の力が幅を利かせる。そして、他の魔術士達も彼という存在に反発をした。

　魔術士の中には貴族も多い。

　これは緑の瞳を持つ魔術士同士で婚姻を繰り返す者がいるからだ。確率としては決して高くはないのだが、それでも全く持たぬ者同士よりは生まれる可能性が高い。貴族である彼らは幼い頃よりその、立場や爵位にかかわらず、互いに旧知の仲でもあるのだ。

　魔術士としてではなく「魔導師」、それは自分達の上に立ち、導き育てる存在である。

　そこに登用されたのが見知らぬ、また貴族ではないオリヴィエだったこと、それは魔術士達の自尊心を大いに傷付けた。

　そのため、彼らの多くはオリヴィエの指示には従わなかったのだ。

　それでもオリヴィエは能力で埋め合わせ、成果を出していった。その結果、オリヴィエの王宮魔導師としての活躍も期待する声が集まった。

　しかし、そんなオリヴィエへの高まる称賛が決定打となった。

　オリヴィエを解任せねば王宮の魔術士や魔法使い、そのすべてが仕事を放棄すると貴族の魔術士達より声明が出されたのだ。

　一人の非常に優秀な魔導師より、数十の魔術士、数百の魔法使いがいなければ王宮は回らない。結果、王宮魔導師としての任を解とかれたオリヴィエは王都を離れ、その後の彼は厭えん世せい的に暮らしてきたのだ。

　そんな彼が何かに関心を示すとはこんな面白いことはないとセドリックは思い、ニヤニヤしながら頷いている。

　オリヴィエは不快そうに眉間に皺を寄せ、睨んでみせるが、愛らしい容姿も相まって迫力はない。ムッとした表情のまま、オリヴィエはぼそぼそと呟く。

「……彼女、また来いってさ。またあの店に、来いって」

「おう」

「ボクの瞳、怖くないのかな」

「あー、まぁ、あの魔獣がいるからな。慣れていらっしゃるんだろ」

　緑の色が濃いということは、魔力も多いということ、それゆえ周囲から恐れを抱かれることもある。

　畏怖といえば多少は聞こえがいいが他者に恐れられ、拒まれる視線に晒さらされながら、オリヴィエは生きてきた。幼い頃より感じてきたその視線や扱いに傷付き、居心地の悪さを感じていたのだ。

　だがあの店ではそれがない。

　セドリックが言うとおり、あの小さな黒い魔獣で彼女達も慣れているのだろうかとオリヴィエは思う。

　それ自体もめずらしい反応なのだが、あの店でオリヴィエが気になったのは他にもある。

「なんか、おかしいんだよね、あの店」

「おいおい、また失礼なことを言い出すつもりか？」

「そういうんじゃなくってさ、……いや、そもそもボクは礼を失しつしてないけどね？」

「あーわかった、わかった！　で、何が気になるんだ？」

　初対面の相手に対する態度としても問題であったし、薬草の件で世話になっているセドリックとしては気が気ではなかったがここは流すのが大人の対応であろう。

　まして、元王宮魔導師である男の言葉だ。その勘に耳を貸す価値は十分にあるはずだ。

「違和感があるんだ。あのドア、部屋、何か違和感がある」

「じゃあ、あの鑑定結果も？」

「わからない。とにかくまたあの店に行って調べてみるよ」

　考え込むように口元に指を置くオリヴィエに、またニヤニヤしたセドリックが大人げなく余計なことを口にする。

「来いって言われたんだもんなぁ！　楽しみだよな！」

　その言葉に座っていたソファーに置かれたクッションをオリヴィエが投げつける。だが、クッションは簡単にセドリックに受け止められてしまう。

「部屋にこもって本ばかり読んでいると体がなまっちまうぞ！」

「ボクは元王宮魔導師なんだよ！　それも仕事であり、学びなわけ！　あんたみたいな筋肉バカと一緒にしないでよ！」

「な、筋肉バカ!?」

「あーあ、なんか気が変わったな。さっさと宿に帰ろうっと」

　素っ気ない態度をとるオリヴィエだが、不機嫌ではないことは長い付き合いのセドリックにはすぐにわかる。小さな背中をニヤニヤしつつ見送るセドリックに、再びオリヴィエからクッションが投げつけられるのだった。

　ソファーに座った恵真はクロを膝に抱き、考えごとをしている。定休日にもかかわらず、いつもと同じ時間にクロが起こしてくれたため、時間は十分にあった。

　いつもと同じように庭の植物に水をやり、雑草を摘み、バジルやトマトも収穫した。その後、朝ごはんを食べ、片付けをして掃除をして洗濯もしてそれを干して、暑さがひどくないうちに明日のための買い出しもした。そんな風に過ごしていたらもうお昼前である。

　では、恵真が考えているのは昼食の献立か、というとそうではない。恵真が考えているのはオリヴィエのことだ。

　先日、帰り際に「次回は何かごちそうさせてほしい」そんな言葉を口にした恵真であったが、何を作っていいのかがさっぱりわからない。一般的な十代の子が好むものといったら肉料理や揚げ物など、しっかりボリュームがあり、こってりした味付けの料理が浮かぶ。

　だが、オリヴィエは「無駄は嫌い」だと言っていた。

　何をもって無駄なのかは彼の口からは説明されていないが、携帯食を常食としていることからも食事をすることに億おつ劫くうさを感じている可能性が高い。

　つまり、一般的な十代の子が好む食事は全く彼の好みに合わないだろう。

　マルティアではどうかわからないが、オリヴィエのような食事をする人は現代にも少なくない。

　ビタミン剤や健康補助食品を積極的に摂ったり、食事代わりにする人もいるはずだ。

　多忙な人が増えたこと、また健康への意識の高まりからそういった食品が生まれたことは恵真もわかるため、一概にそれが悪いとは思わない。

　だが、まだ十代のオリヴィエにはそんな食生活は早いとも思うのだ。

　生きるために食べる、それは間違いではない。だが食事を楽しむ、それもまた悪いことでもないのだから。

　季節の恵みを楽しんだり、誰かと食べたことやそのときの気持ち、見た目や香りに味、様々な感覚を刺激する料理は思い出にも結びつく。

「でも、オリヴィエ君にいきなり携帯食以外のものを食べさせるのもなぁ……」

　携帯食を常食としているオリヴィエに、他の料理を食べるように勧める。そんな本人が望んでいない食事を無理強いすることは、さらに食事を敬遠することにもなりかねない。

　何より、恵真としても強要する気はないのだ。

　ただ、ほんの少し食事や料理に関心を持ってほしい。

　無論、それ自体、恵真自身のエゴの可能性もある。けれど、帰り際にオリヴィエは恵真の言葉を拒みはしなかった。

　そこに恵真はわずかな希望を感じていた。

「クロ、オリヴィエ君、何なら食べてくれるだろ？　携帯食を食べているんだから、それに近いもの？　ハーブを使った料理かな？　あ、でも食事が長引くのも嫌だったりするかな？　うーん、じゃあ携帯食を食べる前提でそれに合う料理はどう？」

「みゃうん」

「……って携帯食に合う料理？　なんだろ、それ」

「みゃおん」

「だよね、ないよね。そんなの……」

　膝の上でクロを抱きかかえながら、恵真は先程から一人悩んでいる。

　そもそも、オリヴィエはいつ店に来てくれるかわからない。いくら冷蔵庫があるといっても、この時期を考慮するならば、きちんと保存できるものがいい。あるいはいつもある食材であり、調理に時間がかからないものがいいだろう。

「食事から外はずれちゃうけど、果実のシロップのジュースなら携帯食にもいいかな。携帯食って水分少ないし、この前来たときにはオリヴィエ君、紅茶飲んでくれたし」

「みゃう」

　そう、二回目に訪れたとき、オリヴィエは携帯食と共にアイスティーを飲んでいた。ならば、飲み物であれば比較的受け入れやすいのではないかと恵真は思いつく。

「そっか……そうだよね！　うん、それがいいかも！　ね、クロ！」

「みゃううん」

　一人で納得した恵真は嬉しそうにクロを抱きしめる。そんな恵真の気持ちをわかっているのか、いないのか、クロも嬉しそうに鳴く。

「オリヴィエ君、気に入ってくれるかな」

　恵真の耳にはセミの鳴き声と学校のプールに向かうのか、子ども達の声が届く。

　一日のうちで最も気温が高くなるのは正午から二時くらいだろう。昼食を準備して夕方になったら今思いついた料理の食材を買い求めに、再び買い出しに行こうと恵真は思うのだった。
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　暑い日差しと気温の中、オリヴィエが足を運んだのは喫茶エニシだ。

　魔術士は体力がないというのは、スタンテールではよく言われる話なのだが、オリヴィエもまたそれに当てはまる。

　セドリックに言われたとおり、普段は部屋の中で魔術の本を読みふけり、一人学びと実験を繰り返しているのだ。体力など他者と比べようがないほどに低いだろう。

　それにもかかわらず、こうして喫茶エニシの前にオリヴィエは立っている。再訪を望む、それは商売をしている者の挨拶代わりの言葉であろうとオリヴィエもわかっている。

　しかし、その言葉が頭から離れずこうして来てしまったのだ。

　存外、単純な自分にうんざりしつつ、喫茶エニシの特殊なドアをオリヴィエは開く。

「いらっしゃいませ！」

「あ、魔術のお兄さんだ！」

　開けるとひんやりとした冷気と共に元気な声が聞こえてくる。

　店員であるアッシャーとテオの声だ。

「こら、テオ。お客様にそんな言い方しないんだぞ」

「じゃあ、携帯食のお兄さん？」

　どちらもオリヴィエのことだろう。事実だが、そう呼ばれ続けるのも困ると思ったオリヴィエは肩を竦めてテオに言う。

「……ボクのことはオリヴィエでいいよ」

　名前で呼ぶように言ったオリヴィエにテオはこくりと頷く。

「わかった！　じゃあ、オリヴィエのお兄さん！」

「わかりました！　テオがそう呼ぶなら俺もそう呼びますね！」

「……いや、ボクが言いたいのはそういうんじゃないんだけどね」

「お兄さん」そう呼ばれたオリヴィエはいつもの調子が出ない。素直でまっすぐな二人にどう接すれば良いのか、今ひとつわからないのだ。

　そんなオリヴィエに喫茶エニシの店主、恵真が声を掛ける。

「オリヴィエ君！　来てくれたの！」

「……うん、まぁ、ほら魔道具とか魔獣とか気になったから」

　もごもごと言い訳のように呟くオリヴィエに恵真は笑顔を見せた。

「そっか、私もね、この間からオリヴィエ君に何を出したらいいのかを考えてたの」

「……へぇ、そっか」

　あのとき、帰り際に掛けられた言葉を恵真も忘れず、オリヴィエに出す食事を考えてくれていた。そんな事実に驚き、オリヴィエはつい素っ気ない対応になってしまう。

　アッシャーやテオ同様、オリヴィエの緑の瞳を気にせず、恵真も自然に接してくる。三人の態度にどう振る舞っていいのかわからず、オリヴィエは戸惑ってしまうのだ。

　そんなオリヴィエをテオが席へと招き、アッシャーが水を用意してくれる。

　ふっくらとしたソファーに座ったオリヴィエは何を頼んだらいいのか悩む。昼休憩前に来たのは、客が少なければ携帯食を摂っても店に迷惑がかかりにくい、そんな考えがあってのことだ。

　魔道具からの冷風のおかげで、早朝の高原にいるかのように涼やかな喫茶エニシには、数名の客がいる。こうなると携帯食は難しいだろう。何を注文すべきか熟考するオリヴィエのもとに恵真が近付く。

「もう少しで休憩時間だから、よかったら一緒に食べない？」

「え？」

「ほら、ごちそうするって約束したでしょ？」

「……そうだった？」

「もう！　私、オリヴィエ君が何なら食べてくれるか、随分悩んだのよ？」

「……」

　恵真から帰り際に掛けられたその言葉をオリヴィエとて忘れてはいない。

　けれど、それがただの客への挨拶であれば、覚えていた自分だけが傷付くことになる。そのため、オリヴィエはできる限り、気にしないようにしていた。今日、店を訪ねるのだって本当は前日から不安であったのだ。

　だが、喫茶エニシのドアを開けてみれば緊張はあっけなく吹き飛んだ。

　アッシャーとテオも覚えており、声を掛けてくれた。恵真に至ってはオリヴィエに出す料理まで考えていたのだ。

　未だ、オリヴィエはどう振る舞っていいのかはわからない。

　けれど、オリヴィエは安堵もしていた。自分自身、その気持ちがどこから来るものなのかわからないが、この店に自分はいても良いのだ。そう肯定されたようで強こわ張ばった心がほどけていく。

「でも、その時間まで手て持もち無ぶ沙さ汰ただよね」

「は？　どういう意味？」

　手持無沙汰も何も、オリヴィエとしてはただ待つつもりだったのだが。

　恵真は微笑むと予想外の提案をオリヴィエにする。

「よし。じゃあ、それまでお手伝いしてもらおうかな」

「はぁっ!?」

　にっこり笑う恵真は冗談を言っているようには見えない。

　恵真の言葉に、なぜかアッシャーとテオは仲間が増えたかのように、オリヴィエに笑顔を向けてくる。到底、断れる雰囲気ではない。

「……わかったよ」

　こうしてオリヴィエは来店三回目にして、喫茶エニシの手伝いをすることになったのだ。

「あ、オリヴィエのお兄さん！　それはこっちだよ」

「オリヴィエのお兄さんー！　これも下げてください」

　不慣れなオリヴィエに、アッシャーとテオの指示が飛ぶ。

　戸惑いつつも、その指示に従うオリヴィエは頬を膨らませ、ぼやく。

「……君ら、意外と人使いが荒くない？　ボク、客なんだけど？」

「ん？　今は違うからいいかなって。ね、お兄ちゃん」

「うん、今は違うよな！」

「……ボク、これでも元王宮魔導師なんだけどね？」

　可愛い二人の兄弟はオリヴィエに的確な指示を出し、てきぱきと店内を片付けていく。不満を溢しながらも自分より幼い彼らの指示に従い、オリヴィエもまた作業を手伝う。氷を生み出す魔道具から取り出したカップをトレイに乗せている。様々な魔道具を彼女がどこで入手したのかは不明だが、魔道具に囲まれた生活には恵真本人の力の低さが関係しているのだろう。

　魔獣である小さな動物を傍らに置くのも、それが大きいはずだ。

　恵真を取り巻く環境に納得しつつ、オリヴィエは不慣れな作業を続けるのだった。

　作業を続けて一時間ほど経ち、客足も少しずつ落ち着く。

「もうそろそろお昼の休憩に入ろうか」

そう皆に声をかけた恵真はキッチンで食事の準備をしている。

「オリヴィエ君も手を洗ってね」

恵真やアッシャー達に促され、手を洗ったオリヴィエは席に着くのだった。

　テーブルに並べられたのは数々の料理、恵真達三人の前には香ばしい鶏のソテーにトマトソースがかけられたもの、瑞々しい野菜のサラダ、マグカップに入った黄色い液体、そして中央にはカゴに盛られたバゲットがある。

　だが、オリヴィエの前にあるのはマグカップ一つと空からの皿が一つ。

　普通なら心痛める光景だが、オリヴィエは黙ってカップを見つめる。

「そのお皿に携帯食を入れていいからね」

「……うん」

「カップのは冷たいスープなんだよ！　ひんやりして甘くて美味しいんだ！」

「冷たい……？」

「カップだから手で持ってそのまま飲んでも大丈夫だからね。じゃあ、どうぞ召し上がれ！」

　オリヴィエはいつものように携帯食を取り出す。

　口に運ぶとガリッと鈍い音がして砕ける。口に特有の苦みとエグみが広がるが、それも慣れた風味で特に何も思うことはない。

　目線を上げるとアッシャーとテオが嬉しそうに肉を頬張り、恵真が頬に付いたソースを指摘して笑っている。鶏肉とトマトソースの香り、色鮮やかなサラダ、美味しそうにそれを食べる姿、その食卓に自分も加わっている。

　それはオリヴィエにとって不思議な感覚である。

　口の中の水分が携帯食で奪われたオリヴィエは、自然と目の前のマグカップに手を伸ばす。

　そっと触れると確かにカップはひんやりと冷たい。

　黄色いクリーム状のスープは何かをペーストにしたものなのか滑らかな喉越しである。口をつけるととろりとして甘く濃厚な風味が口に広がった。

「……！」

「ね！　おいしいでしょ？　甘くてとろとろでひんやりしてるんだよ！」

「……あぁ、確かに飲みやすいね」

「バゲットを入れて、パンをしみしみにして食べても美味しいんですよ」

「そう！　こうするんだよ！」

　得意げにテオがバゲットをスープに浸して、口に運ぶ。場所によってはマナー違反な気もするが、口に運んだテオは幸せそうにもぐもぐと口を動かしている。

「……」

「はい！　よかったらどうぞ！」

「うん！　しみしみになるよ！」

「……」

　ニコニコとしてこちらにカゴを差し出す二人の好意を無む下げにもできず、オリヴィエはバゲットを受け取り、ちぎってスープに少し浸して口に運ぶ。

　外側がカリッと硬いパンだが噛むと内側は柔らかく、じゅわっと濃厚なスープが出てくる。

「ね！　しみしみでおいしいでしょう？」

「……あぁ、そうだね」

「ふふふ」

「なんでテオが喜ぶんだよ」

「だって、自分がおいしいって思ったものを『おいしい』って言ってもらえると嬉しいでしょ？」

　恵真もそんなオリヴィエ達の様子に嬉しそうに笑う。

「コーンのポタージュスープよ。茹でたとうもろこしと炒めた玉ねぎ、それにミルクをお鍋で温めて、それをミキサーで攪かく拌はんして濾こして冷やしておいたの」

「ミキサー？　それも何かの魔道具？」

「うーん……。こう、刃がついていて硬いものを一気に攪拌して粉々にする……？」
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「何それ……！　そんな恐ろしい魔道具、どうやって手に入れたのさ！」

「で、でも出来上がるのは美味しい料理だから！　このスープもそうでしょ？」

「……まぁね。いや、でも恐ろしい魔道具だよ」

　ミキサーという初めて聞いた魔道具を料理に使ったと言う恵真だが、オリヴィエからすると攻撃力の高い魔道具に感じられるのだ。

　恵真と会話しつつ、オリヴィエも口を動かす。

　パンとスープ、食べたのはそれだけである。

　だが、オリヴィエが食事らしい食事を摂ったのはいつぶりになるのだろう。オリヴィエ本人ですら覚えていないのだ。

　今、こうしてごく自然にテーブルを囲む恵真達と共にオリヴィエも過ごしている。携帯食を摂る習慣を変えるつもりは全くない。

　しかしたまにはこういう時間も悪くはない。

　そう思うオリヴィエの口元がほんの少し弧を描いているのを、恵真達もオリヴィエ本人も気付いてはいなかった。
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　冒険者ギルド長室にガリゴリと鈍い音が響く。ソファーに座ったオリヴィエが携帯食を食べているのだ。そんな姿を見ていたセドリックが眉間に皺を寄せ、呟く。

「見ているこっちまで口の中が苦くなってくるな」

「よく表情ひとつ変えず、食べられるものだ」

　リアムもどこか感心したように呟く。

　携帯食の味は重々承知している二人だが、それは決して積極的に摂りたい味ではないのだ。

　セドリックは予想が外れたのか椅子の背もたれに寄りかかり、頭の後ろで腕を組む。

「あの店に行ってもそこは変わんないとはな」

「別にあの店のせいじゃないよ。ボクにはボクの生活スタイルがあるってだけ！」

「ほう……」

「何さ？」

　喫茶エニシとそこの人々を庇うような言い方をするオリヴィエをセドリックは興味深く見つめる。

「この街に滞在する間、また店に足を運ぶのか？」

「違和感の正体がわからなかったし、魔獣もいるし魔道具もあるんだ。魔術士としては足を運ぶ必要があるだろう？」

　リアムの問いかけに理由をつけて話すオリヴィエに、セドリックがニヤニヤしだす。だが、大事なことを尋ね損ねていることに気が付く。

「で、お前言ったのか？」

「……何を？」

「お前の本当の年齢だよ。ははん？　その様子じゃ言ってないな？」

「だって……。ただでさえこんなに深い緑色の瞳なのに、本当の年齢知ったら……」

「年齢だけではない。種族も話しておかなくていいのか？」

「リアムまでそんなこと言って！」

　ソファーに座るオリヴィエが腕組みしながら肩を竦め、頬を膨らます。

「だって！　ハーフエルフでこの外見だけど百歳超えてます！　なんて言えないでしょ！」

「おい、サバを読むんじゃない。お前、今年で百五十六歳になるだろう！」

「誤差だろ！」

「五十六歳だぞ！　俺の年齢を軽く超える数字を誤差で済ますな！」

　ハーフエルフでの感覚でいえば百五十六歳は十代の子どもといってもそうおかしなことではない。だが、人間からするとそうはいかない。

　そのため、外見や精神年齢は十代にもかかわらず、オリヴィエは年齢相応の大人として振る舞ってきたのだ。

　百五十六年生きてきた経験や学びがあるオリヴィエは長く人の中で暮らしてきた。そのため、本来の内面より背伸びをして生きてきたともいえる。

　精神年齢でいえば近いアッシャーやテオ、穏やかに見守る恵真、そんな三人がいる喫茶エニシはオリヴィエにとって居心地が良かったのかもしれない。

　そして、リアムには本当のことを知っても三人の態度が大きく変わるとはリアムには考えられない。だが、大事なのはオリヴィエの心だ。

　しばらくの間、この様子を見守ろうとリアムは口元を緩めるのだった。

「……ボクだって彼女の年齢を秘密にするつもりだし、おあいこじゃないか」

「何か言ったか？」

「何も！　ボク、そろそろ行くから！　アッシャーとテオが今日もお昼、来ないかって！」

「……携帯食以外も、食うのか？」

「……たまになら悪くないんじゃない」

　背を向けて走り出すオリヴィエの姿は少年そのもので、セドリックとリアムは目を合わせ、その様子に笑みを浮かべるのだった。


幕間　はじまりの出会い

「それ」は光が再び、自らの拵えた扉の前に姿を現したのを感じた。

　その温かな光と「それ」は長く続く縁えんがある。

　とはいえ、「それ」からすればそこまでのものではない。

　だが、その光からすれば遥か昔といえるのだろう。

　少し前にその光のもとに訪れたとき、「それ」は怖がらせてしまった。

　今このときまで光を感じられることがなかった。

　光に拒絶されたのだ。

　光が拒めば、「それ」が拵えた扉も閉ざされる。

　何度か「それ」は同じ経験をしていたが、その度たびごとに大きな悲しみを味わった。

　一度感じた光を見失った悲しみは大きい。

「それ」はしばらく眠りについていたのだが、やっとその光に出会えるのだ。

「それ」は決まった姿かたちを持たない。

　変わらないのは高い魔力を示す、深い緑の瞳だけだ。

　必要があれば、好きな姿になれば良い。

　そのせいか、人は様々な呼び名で「それ」を呼び、時に敬い、時に恐れる。

「それ」はこの世界で大きな力を持つ存在となっていた。

　だが、「それ」にとってはどうでも良いことだ。

「それ」は光のもとへと飛び出した。

　夜空を飛び、山を越え、かつて拵えた扉を探す。

　繋がっているのは光のもとだが、この世界の扉は移動する。

　あのときと同じ場所にあるとは限らないのだ。

　扉が見つかったのはひっそりとした海辺の集落。

　もう誰も住まない集落にぽつんと扉があるのを「それ」が探し出す。

　またどうしてこんなところにと思う「それ」だが、空から降りて気付く。

　誰もいなくなった海辺には静かな美しさが広がっていた。

　小さな星がちりばめられた空と深い色をした海。

　細かい砂が広がる浜は裸足でも歩ける柔らかさ。

　落ちている淡い色の貝殻。

　キラキラと輝いているのは金貨だろうか。

　扉には意志がある。

　光を守れるように「それ」がそのようにした。

　だから扉は光に見せたい場所や、出会わせたい者がいる場所へ世界を繋げるのだ。

　今回はこの静かで美しい海辺を選んだのだろう。

　ブラウンの扉を「それ」は通り抜ける。

　扉の先には、光の主がいた。

　あのときとはまた違う幼い光がそこにいる。

　まだこちらには気付かない様子で熱心に何か遊んでいるようだ。

「それ」の拵えた扉の防衛魔法と幻影魔法は健在である。

　部屋の反対側の扉にも「それ」は術じゆつをかける。

　そちら側の扉が「それ」以外のこちら側の人間を通さぬように。

　二つの世界を繋ぐのがこの扉。

　二つの世界が交わるのがこの小さな部屋。

　ことわりの外にいるのは「それ」と光のみだ。

　小さな、だが大きく温かな光を怖がらせぬように、光の望む姿を探す。

「それ」に見えたのは小さく黒い生き物だ。

　輝く白い霧であった「それ」は姿を変えた。

　振り向いた光が歓声を上げる。

　小さな「それ」を光がそっと抱き寄せた。

「ねぇ！　ばぁば！　見て！　猫ちゃんだよ！　裏庭のドアから猫ちゃんが来たの！」


揺らがぬ思いと秋の風

　裏庭に出た恵真は秋の気配を感じる。

　屈強な兵士や冒険者たちが倒れるほど暑かった日差しも穏やかで心地良いものに変わり、スカートをなびかせる風も湿度がなくひんやりとしてきた。

　育てていた野菜ももう収穫が終わり、その片付けをしている恵真の横でクロが茶色いバッタを追いかけ、ぴょんぴょんと駆けている。

　その様子をしゃがみ込みながら見つめていた恵真は、高くなった空を見上げ、ため息を溢す。

　祖母が帰ってくるまであと数日。

　現状をどう報告するのかが恵真の目もつ下かの悩みであった。
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　開店直後の喫茶エニシは、バゲットサンドを買い求める人で店頭も賑やかである。

　そんな声を聞きながら、恵真は今朝摘んだバジルの汚れを拭き取っていく。いつもより大量に収穫したのにはある考えがあるからだ。

「エマさん！　全部完売したよ！　買ってくれた人がね、お昼が楽しみだって言ってた！」

「エマさん……？　えっと、どうかしましたか？」

　汚れを取りながら、恵真はじっとバジルを見つめたままだ。

　集中しているというよりは、ぼんやりと心ここにあらずといった様子の恵真にアッシャーが問いかける。

「え！　あぁ、二人共お疲れ様！　ありがとうー！」

「……」

「……」

　ハッとした恵真が二人を労うが、アッシャーもテオも恵真の様子が腑に落ちないようで、じっと恵真を見つめる。そんなまっすぐな兄弟の瞳の力に思わず恵真の視線が泳ぐ。

「……エマさん、変！」

「うっ！」

「テオ！　……えっと、でも僕もエマさんいつもと様子が違うなって思ってます。何か困ったことでもあったんですか？　もちろん、言えないのかもしれないけど……心配で」

　普段との違いに気付いたのだろう。アッシャーがこちらを気にかけながら尋ねてくる。

　そんな二人に恵真は困ったように微笑む。

　どうやら、祖母が帰ってくることでだいぶ思い悩んでしまっていたらしい。こちらを気遣うアッシャーとテオに申し訳ない気持ちになる。

「心配かけてごめんね。ありがとう、アッシャー君」

「エマさん！　ぼくもだよ！」

「ふふ、そうだね。テオ君もありがとう」

　礼を言われ、嬉しそうなテオを困った顔をしたアッシャーが見つめる。

　アッシャーは再び恵真へと視線を移す。

　安心させようと笑って頷く恵真だが、彼は納得してはいない様子だ。

　思っていた以上に恵真の心境は顔に出ていたらしい。二人を心配させてしまったことを反省しつつ、温かなほうじ茶を二人分用意する。

　バゲットサンドが売れたあとは、しばらく店は落ち着く。

　温かなほうじ茶と小さな菓子を用意し、恵真は再びバジルの準備に取り掛かった。

　夕方にはリアムとバートが訪れる。そのときに四人に今の状況をある程度、説明するつもりだ。もちろん、異世界から来たことは伏せたまま。

　キッチンに立つ恵真から見えるアッシャーとテオは、マグカップからほうじ茶をこくこくと飲んでいる。心配してくれる彼らに真実を告げられないことに、恵真の心がちくりと痛むのであった。
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「トーノ様！　お疲れ様っす！」

　それから少しして喫茶エニシにリアムとバートが訪れる。

　明るく笑うバートに、恵真は上手く笑顔を返せない。いつもとは異なる恵真の様子にリアムとバートも気付いたようで、表情が引き締まる。

　恵真は先に席に座っているアッシャーとテオに片手を向けて、二人にも着席を促す。

　アッシャーとテオはどこかそわそわした様子で、再びこくりとカップのお茶を飲む。リアムとバートは兄弟の様子や恵真の表情から、何か相談事や問題でも起きたのだと察する。

「あー、じゃあオレ達も座って待ってるっすね！」

「あぁ、そうだな」

「すみません！　今、お茶を用意しますね！」

　いつもとは違う香りが部屋には満ちる。茶葉の香りであろうか。

　どこか安心するような安らげる香りの中で、席に着いたリアムは前にいるアッシャーに微笑む。それを見たアッシャーは硬い表情のまま、こくりと頷くのだった。

　二人が訪れたことで安心もしたのだろう。

　アッシャーは恵真が切ったりんごに手を伸ばし、テオに渡す。それを受け取ったテオは口に運ぶと兄を見て、にこりと笑う。

　アッシャーもりんごを手に取ると自分の口にと運び、テオに微笑む。

　兄弟が瑞々しいりんごを食はむ、しゃくしゃくという音が聞こえてくる。

　どうやら、いつもどおりの落ち着きを取り戻した二人から、リアムは恵真へと視線を移す。彼女は緊張した面持ちで茶が入っているであろうカップを持って、こちらへと向かってくる。

　セドリックからの報告では、店外やアッシャー達の近辺での問題事は上がっていない。

　であれば、恵真本人が何かしらの問題か悩みを抱えているのだろう。そしておそらく、彼女自身がそれを今、口にしてくれるのだろうとリアムは恵真を見つめる。

　少し緊張した様子の恵真に、リアムは恵真が喫茶エニシを開きたいと言い出した日のことを思い出す。あのときは目を輝かせ、生き生きとした様子であったが、今日はどこか困ったような何か重大な秘密を抱えているような雰囲気がある。

　あれから季節が廻めぐり、今はこの喫茶エニシがあり、恵真がマルティアの街にいることが日常となっている。改めて、人の縁えんは不思議なものだとリアムは感じる。それこそが、この店の名前にもなっているのだ。

　席に着いた恵真を自然に四人が見つめる。

　その視線を受け止めた恵真が自身の掌を胸元に置く。そして、息を軽く吐くと前を見つめる。その先には裏庭のドアがある。

　再び、皆に視線を戻した恵真は、ゆっくりと自身の抱える複雑な事情を話し出したのだった。
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「へぇ、帰ってくるんすね。ご家族が」

「ハイ……」

「そして、ご家族はトーノ様が喫茶エニシを経営されていることをご存じではないと」

「ハイ……」

「……エマさん、怒られちゃうの？」

「う！　ハイ、多分」

　少し呆れたような拍子抜けしたような、なんとも言えない微妙な空気が部屋を包む。

　恵真の様子からしてもっと重要な案件、それこそ喫茶エニシを経営していくことが困難になる事態や、恵真自身の身に何か起きたのではないかと四人は気にかけていたのだ。

　しかし、彼らは知らぬが、恵真からするとそういった事態に面している。

　第一の問題として恵真は祖母に営業に関することを報告していない。

　これはリアム達に話したとおりである。けれど、これは次の第二の問題が大きく関わっている。そして、リアム達にも第二の問題は相談できないのだ。

　第二の問題、それは恵真の開いた店がドアを通じ、異世界に繋がっているということだ。そう、この重大な事情を知るのは現在、恵真ただ一人なのである。

　そのため、四人は恵真が祖母に叱られるであろうとしか想像していないようだ。笑いながら考えすぎている恵真を労う。

「そうですね、やはり正直に話すことが一番の解決策ではないでしょうか。もし、それでもご納得されなければ私も口添えを致しましょう。どこまでお力になれるかはわかりませんが、トーノ様がこの街に必要であることは伝えられます」

　微笑みながら穏やかにリアムが言えば、アッシャーもその言葉に同意するように頷く。

　ぎゅっとこぶしを握って力強くアッシャーが恵真に言う。

「俺達もエマさんにお世話になっていることを、エマさんのおばあさんに伝えます！　本当に、俺達そう思ってるから」

「うん、ぼくもエマさんが頑張ってることを言うよ。そしたらきっとほめてもらえるんじゃないかな」

　恵真を励ますようにアッシャーとテオが言うと、バートもニッと笑い、白い歯を見せながら恵真を覗のぞき込みながら瞳を合わせる。

「商売も上手くいっているし、問題ないはずっす！　この街ではもう喫茶エニシもトーノ様も、必要な存在なんじゃないっすかね」

　それぞれの言葉が、一人不安を抱えていた恵真の心に沁みていく。

　そう、いずれにせよ、祖母にはこの事態を打ち明けなければならないのだ。そして、そのうえで今後の恵真がどうしていきたいのかもだ。

　恵真は立ち上がると座っているアッシャーとテオの前に移動し、左右それぞれの手で二人の頭を撫でる。不思議そうな表情を浮かべたが、すぐに嬉しそうに笑うテオ、恵真の行動の理由がわからず、照れるがそのまま動かないアッシャー。

「どうしたの？　エマさん？」

「んー、二人の存在を確かめたくって」

「なんで、エマさん？」

　不思議そうな顔をしたのは兄弟だけではない。リアムとバートもその言葉の意味はわからなかったであろう。

　だが、恵真は確かめたかったのだ。

　今、ここにいるアッシャーとテオ、リアムとバート、この数か月共に過ごした四人が確かに存在することを。そして、これからも彼らと共に過ごしていたいという自分の心を確かめたかったのだ。

「ふふふ。エマさん、変なの」

「テオ、そんな風に言わないんだぞ！」

「だって、まるで会えなくなるみたいなんだもん」

　その言葉に穏やかであった空気が、先程のような緊張感に包まれる。

　恵真の真意を確かめるように三人の目が彼女へと集まった。発言したテオはきょとんとした表情で、周囲の様子を不思議そうに見る。

　恵真は少し困ったような笑みを浮かべて、それぞれと視線を合わせる。

　裏庭のドアをきっかけに出会った人々、訪れた穏やかな時間は恵真にとってはもうかけがえのないものだ。

　それでも、いや、だからこそ、別れも想定して恵真は動かねばならない。

　恵真の黒い瞳は穏やかな、そして揺るがない決心を湛たたえ、輝く。

　裏庭のドアから始まった日々はほんの少し恵真を成長させていた。
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　恵真には懸念が幾つかあった。

　その中でも特に気がかりなのが、数日でも店を開けない場合にはアッシャーやテオ、そしてバゲットサンドを買い求める人々に迷惑がかかることだ。

　魔法誓約書というものにもそれを誓ったとリアムが口にしていたことを恵真は覚えていたのだ。

　恵真がそのことを口にするとバートの顔色が青くなる。

　喫茶エニシで働くアッシャーとテオではなく、なぜバートの顔色が悪くなるのか、疑問に思う恵真の前でバートは急にリアムの服を引っ張る。

「ど、どうするんすか！　リアムさん、ま、魔法誓約書をセドリックさんと交わしたんすよね!?」

「あぁ、そうだったな」

「何、落ち着いてるんすかぁ！　大変っす！　トーノ様！　リアムさんがぁ!!」

「バート、お前こそ落ち着け」

　リアムの服を両手でぐいと持ち、半泣きでしがみつくバートを、リアムは眉間に皺を寄せながらも笑って見ている。

　恵真も兄弟も話の流れがわからず、目を瞬かせながら二人を見る。傍から見ればじゃれ合っているようにも見えるが、めずらしくバートは慌てふためいているようだ。

「あの、魔法誓約書ってなんですか？」

　恵真の問いにバートは悲愴な顔で訴える。

「それを交わすと絶対に守らなきゃいけない誓約書っす！　トーノ様がバゲットサンドを卸す際の契約にそれを使うことになったって！　……リアムさん、前にそう言ってたっすよね？」

「あぁ、予定にはなかったんだが流れでな。セドリックに用意されていたんだ。だが、まぁ仕方ないだろう」

「何、悠長なこと言ってるんすか！　もしトーノ様がバゲットサンドを卸せなかったら……！」

　恵真にしてみれば、リアムがセドリックとそんな誓約を結んでいたこと自体が初耳である。バートの慌てようを見れば、魔法誓約書というものは大きな意味を持つのだろう。恐る恐る恵真はリアムに尋ねる。

「あ、あの魔法誓約って破ったらどうなるんでしょう？」

「……」

　恵真の問いにリアムは穏やかだが隙のない笑みを浮かべる。その笑みに恵真の表情も一瞬で青ざめる。バートと同じようにリアムの服を引っ張り、グイグイと詰め寄る。

「ど、どうするんですか、リアムさん！　どうしてそんな大切なことを言ってくれなかったんですか！　私のせいで、リアムさんが！　リアムさんが……!!」

「……ご心配いただきありがとうございます。ですが、問題ありません」

「問題大アリっす！」

「そうですよ！」

　必死な様子の二人をどこか面白そうに見ているリアム、さらにそれを見るアッシャーとテオは小首を傾げている。

　そっと恵真の手に触れると、リアムは穏やかに笑う。

「大丈夫です。その点も考慮して誓約しておりますから」

「コウリョして……？」

「セイヤク……？」

　ぎゅっとリアムの服にしがみついたままの恵真とバート。リアムはそんな二人を優しい目で見つめるのであった。
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「いいか、誓約書には薬草入りのバゲットサンドを、俺が冒険者ギルドに卸すことが誓われている」

「そりゃ、そうっすよ！」

　リアムの説明に何を言うのかとバートはムッとした表情を浮かべる。

　だからこそ、バートはリアムを案じているのだ。貴族は幼い頃から魔法誓約書の恐ろしさを再三教えられて育つ。

　子爵家に生まれたバートも例外ではない。そのリスクを考えれば極力使わないに限るとバートは考えていた。

　そんなバートにリアムは人差し指を立てて、確認する。

「つまり誰が制作したか、またバゲットサンドの質や味に関しても特に規定はない」

「……は？」

　きょとんとしたバートに、リアムはにやりと笑いながら指摘する。

「最悪、どんな形でも薬草を使ったバゲットサンドを卸せれば、誓約を破ったことにはならないんだ」

「うーわ、なんすかそれ……」

　安堵からか力が抜けたバートがしゃがみ込む。その隣で、今もリアムの服を摑んだままの恵真がバートに確認する。

「バートさん？　……えっと、じゃあリアムさんは？」

「無事っす。だってリアムさん、伝つ手ても金もあるっすから。よっぽど長期じゃない限り、バゲットサンドもどきを納められるっすね……」

「よ、良かったー……」

　力が抜けた恵真も摑んでいたリアムの服から手を放し、大きく息を吐く。

　恵真からすれば魔法誓約書の件自体を知らなかったのだ。恵真に配慮したのだろうが、リアムの独断である。

　何かあれば、彼が被害を受けていたのだと思うと、恵真はまだ動どう悸きが治まらない。

「セドリックさん、可哀想っすね……」

「契約が不履行になって困るのは俺だけじゃない。あいつのためにも余裕を持たせた契約にしてある。まぁ、魔法誓約書を交わすときの知恵のようなものだな。そもそも、喫茶エニシの定休日は例外としている。トーノ様がご体調を崩されたときにどうするんだ」

「はぁ、魔法誓約書は公的にも大きな意味を持つっすからね……。そんな裏技があるなんて知らなかったっすよ。小さい頃から魔法誓約書には手を出すなって言われてたっすもん」

「まぁ、それがある意味では正しいんだ。力が大きい分、扱いにも注意が必要だからな」

　すっかり納得した様子のバートと、笑って話していたリアムが恵真に目を向ける。自身の頬に手を置きながら、恵真は真剣な表情で何やら考えているようだ。

　そのとき、恵真の目がハッと見開かれる。慌てた様子で恵真はリアム達のほうを向く。

「で、でも問題が一つあります！」

　リアムは恵真の表情に、何か重要な見落としがあったかと眉を顰める。バートもまた、リアムに視線を向け、再び恵真を見ると確認するように恵真に尋ねる。

「……なんっすか？　トーノ様」

「……」

　リアムもバートも魔法誓約書を交わす恐ろしさを知っているため、恵真の答えを待つ表情は引き締まる。

　そんな二人に恵真は、目を大きく開き、重要な問題を口にする。

「そうやって作ったバゲットサンドって、美味しくないんじゃないですか？」

「……ぶふっ」

「……ふ、ふふ。す、すみません」

　恵真の問いにバートもリアムもつい笑ってしまう。

　もちろん、二人共恵真の食への思いを笑っているわけではない。どこまでも食と客へ、誠実で真しん摯しな思いを向ける恵真を微笑ましく思ったのだ。

　魔法誓約書を知る二人にとって、恵真が気付いた問題と誓約自体の問題の意味合いの違いによる落差もあるのだが、確かに味は恵真にとっては重要なことであろう。

「重要なことですよ！　……でも！　大丈夫です。私、今日あるものを作っておいたんです。薬草としての効果がどうなのかはまだわからないんですけど、でも味は保証します！」

　どうやら恵真はその問題の解決法を、自ら見つけ出したらしい。

　薬草としての効果があれば味はどうであれ、バゲットサンドを卸す冒険者ギルドからは不満は上がらないだろう。どんなバゲットサンドであれ、現在の流通する携帯食よりはだいぶマシな味なのだから。

　しかし、薬草の効果だけではなく、恵真は味を保証すると言う。

　そんな恵真の様子にリアムとバートは視線を交わすと笑い合う。大人達の話を聞いていたアッシャーとテオも、どうやら問題がないのだと理解したようだ。

　当の恵真は、その用意したものを取りにいそいそとキッチンへと向かうのであった。
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　翌日、喫茶エニシを訪れたのは、昨日の四人とリリアである。

　昨日の話し合いで、恵真が用意したものを託しておくのは彼女が最適であろうという結論に達したのだ。

　リリアは呼ばれた理由はわからないものの、恵真に会えるので喜んで喫茶エニシを訪れた。

「来てくれてありがとう、リリアちゃん。実はね、リリアちゃんにお願いしたいことがあるの。もちろん、リリアちゃんの都合が悪いならどうぞ断ってね。無理はしないでいいからね」

「いえ！　私を頼っていただけるなんて光栄です！　ぜひ！　なんなりとお申し付けください！」

　リリアが断りにくいかもしれないと前置きして頼んだ恵真だが、リリアは請け負うと即答する。

　その熱量となぜか嬉しそうな様子に恵真は安心するが、この流れは周囲の者からは想像通りである。

　そして頼む事柄を聞けば、リリアがより興奮することも彼らには予測できていた。

「えっと、リリアちゃんに頼みたいことはこのオイルなの」

「オイル、なんのオイルですか？」

「バジルのオイル漬けよ。この時期の摘みたてのバジルを使って作ってみたの。これならバジルの保存が利くから。にんにくも使っているし風味もいいの。これをリリアちゃんに預かってほしいの」

「こんな貴重なものを……！　光栄です！　私がしっかりと守ります！」

　快く引き受けてくれたリリアに、恵真は少し微笑みを返す。

　だが、問題はここからだ。リリアにも都合がある。これから告げる頼みは引き受けてもらえないかもしれないと恵真は思っていた。

　それでも、万が一のことを恵真は恐れている。そのためには、パン屋の娘であり、調理の経験があるリリアに頼むことが最善であろう。

「それで、ここからは難しいかもしれないのだけれど、もし私が数日店を開けられないことになったら、その間、リリアちゃんにバゲットサンドの制作をお願いしたいの。もちろん、お金は支払います。リリアちゃんのお店のこともあるし、とても難しいとは思うのだけれど……」

　その言葉にリリアは目を輝かせ、頬を染める。

　バゲットサンドは喫茶エニシの看板商品であり、今や冒険者ギルドにも卸されている。

　街の多くの人々に支持される品を、数日でもリリアに託してくれるというのだ。

　無論、恵真が店を開けられるに越したことはない。だが、敬愛する恵真がその看板商品を自分に任せるという言葉にリリアは感動で打ち震える。

「いいんですか！　私に、作らせてもらっても！」

「え、えぇ、パンは私が用意してもいいし、あるいはクランペットを使ってもいいかもしれないわ。リリアちゃんがやりやすい方法を選んでね」

「ありがとうございます!!　誓います！　何なん人ぴとたりともこのバジルには触れさせません！　父にもです！」

「ごめんね、急に無理を言って。リリアちゃん本当にありがとう」

「いいえ！　私のほうこそ……嬉しいです！」

　興奮しているリリアに恵真は申し訳なく思いつつも、安堵する。

　これでバゲットサンドが卸せなくなるという事態は回避できた。リアムの魔法誓約書の件も数日はしのげるはずだ。

　定休日は除外したとしても、多くの人々に迷惑をかける形を恵真は望まない。訪れてくれる客のために少しでも用意しておきたいと考えたのだ。

　もう一つの問題はアッシャーとテオである。もし店が開ひらけない場合、彼らにも迷惑がかかってしまうだろう。

　恵真はアッシャーとテオのそばに近付き、二人に頼む。

「もしかしたら数日、お仕事をお休みしてもらうかもしれないの、ごめんね。食事は大丈夫？　あ、何か作っておこうかな。お母さんにも申し訳ないって伝えてもらっていい？」

　二人と目線を合わせ、申し訳なさそうに様々な提案をする恵真にテオが指摘する。

「エマさんはまず、おばあさんにちゃんとごめんなさいって言わなきゃダメだよ」

「テオ！」

「うっ！　そ、そのとおりです」

「僕らなら大丈夫です。今まで頂いたお金もありますし、母もだいぶ元気になったんです。……エマさんのおかげです」

「うん、もしおばあさんに怒られたら、そう言ってね。ぼく達がそう言っていたよって！」

「ありがとう、二人共」

　そう言うと恵真は両手を二人に向けて伸ばす。

　それを見たテオは恵真のエプロンに飛び込む。そんなテオと恵真を見て、どうしたらいいか迷うアッシャーに、恵真はテオの背中を撫でている反対の手で手招きする。

　すると、感情が弾けたようにアッシャーもまた恵真のもとへと駆け寄る。

　そんな二人を抱きしめながら、恵真は彼らに約束をする。

「待っててね。また一緒にお店を手伝ってね」

「うん、絶対だよ。絶対だからね」

「必ず、ここで、喫茶エニシでまた働けますよね？　エマさんに会えますよね？」

　ぎゅっと不安げに抱きつく二人を、抱きしめながら、自分自身に言い聞かせるように恵真は言う。

「うん、絶対。絶対、私はまたここで皆と会うの」

　リリアとバート、そしてリアムと視線を交わした恵真は微笑み頷く。

　この場所、喫茶エニシとそこに集う彼らは恵真にとってかけがえのない存在なのだ。

　再会を誓う、静かで穏やかな時が流れる。

　深い緑の瞳をした小さな生き物はその光景をじっと見つめていた。

[image: ]

　暑さもだいぶ落ち着き、涼しさが感じられるようになった。朝六時とまだ早い時刻だが、今日も晴天となりそうだ。

　空は高くなり、草木は少しずつ色を変える。日差しも柔らかく心地良いものとなり、過ごしやすい朝なのだが恵真の表情は晴れない。

　そんな恵真を今日も起こしたクロはむしゃむしゃと朝食を食べている。その様子をぼんやりと見ていた恵真は深いため息を吐つく。

　今日は恵真の祖母が帰ってくる日なのだ。

　朝食を済ませ、恵真は食器も洗い、ふきんで拭いて片付ける。

　クロと恵真しかいない部屋は静かである。本来であれば、もうそろそろアッシャーとテオが訪れる時間だ。週に三、四回、だがその喫茶エニシでの日々を中心にこの半年間、恵真の日常があった。

　昨日の五人の様子を恵真は思い返す。

　恵真は彼らに約束したのだ。アッシャーとテオと再び働くと、喫茶エニシでまた皆に会うと。

　キッチンから見える裏庭のドアが、今日は昨日より遠く感じる。

　そのドアを開けば、また皆に会えるのだ。アッシャーやテオが笑顔でこちらに足を踏み入れ、そんな二人を見守るようにリアムとバートも訪れるだろう。リリアやナタリア、セドリック達もここで食事をしながら、様々なことを恵真に話してくれるはずだ。

　一日会えなくなるだけで、漠ばく然ぜんとした不安に襲われる自分の心を、恵真は奮い立たせる。

　彼らにも、そして自分の心にも恵真は誓ったのだ。

　再び、この場所で皆に会うと。

　気持ちを切り替え、恵真は顔に両手を当て、気合を入れる。

　久しぶりに日本に戻ってきた祖母には緑茶が良いだろうと恵真は考えた。

　であれば菓子も、緑茶に合うものが良い。せんべいなどを用意した恵真は祖母が帰ってきたら、りんごも切ろうと思う。瑞々しいりんごは秋の味覚でもあるし、せっかく帰ってきた祖母に何か季節の訪れを感じるものを食べてほしかったのだ。

　様々な事情を抱えた恵真だが、長い旅行中に何事もなく無事に帰ってきた祖母を、労ねぎらいたい気持ちはある。

「でも怒られる。二十九歳にしておばあちゃんに怒られてしまう」

「みゃう」

　落ち込んではいけないとは思いつつ、事情を話せば叱られる、あるいは信じてもらえないのではという不安がある。

　喫茶エニシと裏庭のドアの向こう側の世界、この二つは恵真がこの半年間、誰にも打ち明けていない秘密なのだ。

　感情の振れ幅が忙しく落ち着かない恵真を、同じようになぜかそわそわした様子のクロが見つめる。

　結局、祖母が帰ってくるまで気が気でない恵真とクロは、ただ過ぎていく時間と共に心落ち着かぬ思いを抱えて祖母を待つのであった。
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「恵真ちゃん！　ただいまー！」

「お、おかえりなさい、おばあちゃん！」

　帰宅を知らせるチャイムの音に、慌てて玄関へと急いだ恵真が見たのは、変わらず元気そうな祖母の姿だ。

　柔らかい品ひんの良い笑顔に白くなった髪は華やかにカールされている。首元にはスカーフを巻き、色の入った大きめの眼鏡も印象的だ。派手ではないが丁寧な化粧やマニキュア、明るく上品ないつもの祖母の姿に恵真は微笑む。

　スーツケースと大きな紙袋と共に戻った祖母は、嬉しそうに恵真を抱きしめる。

「長い間、迷惑をかけたわね。恵真ちゃん！　いっぱいお土産買ってきたのよ！　早く見せたいわー！」

「うん、ありがとう！　じゃあ、私が荷物持つね」

「あらあら！　いいのよー」

　ニコニコと長旅の疲れも見せずに祖母は家へと上がる。

　スーツケースを軽くタオルで拭いた恵真はそれを運ぶ。スーツケースはずっしりと重い。それを運んできた祖母のタフさに恵真は驚くが、祖母らしいとも思うのだった。

「ふふ、相変わらず元気だね。おばあちゃん」

「あらあら！　私はいつでも元気よ？　恵真ちゃんも知っているとおりね。お土産早く見せたいわー、ジャムでしょう？　お菓子に調味料に、あ！　恵真ちゃんに似合いそうなショールも買っちゃった！」

　機嫌良くダイニングキッチンへと足を踏み入れた祖母は途端に静かになる。

　その急激な変化に恵真は驚くが、同時に背中を汗が伝う。

　部屋自体はこの半年間で大きな変化はないはずだ。細かい小物もできる限り、以前の配置に戻しておいたのだ。だが、長くこの家に住んでいた祖母には、何かしらの違和感があるようだ。

　部屋をなぜか見渡している。

　キョロキョロと室内を見回した祖母は、ぽつりと呟く。

「何かが違うわ」

「えっと、家具の位置かなー？　少し小物とかも移動してるかも！」

「ううん、そういうんじゃないの。久しぶりだからかしら？　何か、違和感があるのよ」

「そ、そっか」

　恵真は現状を正直に話すつもりである。

　だが、今この状況ではなく、落ち着いて座ってから話すつもりだったのだ。自身の心の準備が間に合わず、動揺した恵真は咄嗟に違う話題を選ぶ。

　祖母は久しぶりに帰ってきたのだ。飼い猫のクロのことも気になるだろう。

「あ、そうだ。クロはね、いい子にしてたよ！　ごはんも毎日……」

「クロ、そう、それだわ……！」

「それ？　クロ、なんか変わった？」

　クロはこの半年間、健康そのものだ。

　朝も決まった時間に起きて食事をするし、日中は恵真のそばで気ままに過ごす。変わったといえば朝晩のルーティーンのパトロールであろう。

　家の管理という面では好き勝手してしまった感のある恵真だが、クロの面倒に関してはなんの問題もないと思う。

　だが、なぜかそろりそろりとクロが逃げ出そうとしている姿が恵真の目に入る。

　せっかく帰ってきたのだ。祖母もクロももっと再会を喜べばいいのにと思う恵真の目に、想像していない光景が飛び込む。

「この黒猫！　あんた、うちの恵真ちゃんに何をしたの!?」

「ぶみゃー！」

　クロに向かい、怒りをあらわにする祖母とそんな祖母に毛を逆立てるクロ。どちらの姿も今まで恵真が見たことがないものだ。

　恵真が知る祖母は、大胆で思い切りが良いが上品である。穏やかな気性でいつも笑顔を絶やさない人だ。

　クロはクロで、朝早く恵真を起こすものの、性格的には甘えん坊で恵真のそばを離れようとはしない。鳴き声を上げることもあるが、こんな鳴き声は今までに聞いたことがない。

　どちらも恵真の前での姿とは全く違うのだ。

「あんたが何かしたんでしょう！　この部屋の空気が、雰囲気が変わってるわ！　私がいない隙を狙ったのね！　なんてことなの！」

「ぶみー！」

「この性しよう悪わる猫！　うちの可愛い孫をどうするつもり！　あ、ちょっと背中を向けるんじゃないわよ！」

「ぶみゃう、みゃう！」

　対立するような二人の様子に恵真は戸惑う。

　何がどうしたのかは全くわからないが、どうやら祖母とクロの関係は自分が思っているようなものではないということは理解した恵真だった。
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　なぜ、祖母とクロが揉めたのかはさっぱりわからぬ恵真だが、気を取り直して湯を沸かす。緑茶が良いと祖母が言ったためだ。りんごも切って皿に載せる。

　キッチンから見える祖母は、土産をテーブルの上に取り出している。

　先程言っていたとおりの調味料の瓶や菓子の袋、ジャムの瓶も見える。料理好きな祖母らしい品々に恵真は微笑む。

　クロはというと高い棚の上に避難しつつ、祖母の様子を確認しているようだ。

　通常、長年飼っている飼い猫と、飼い主の久しぶりの再会はこのようなものではないはずだ。そもそも、祖母は猫嫌いではない。にもかかわらず、あの様子はおかしい。

　クロが恵真に何かをしたというのも不明である。

　恵真とクロの関係は良好で、引っかかれた傷などもない。だが、祖母はクロが何事かをしたと思っているのだ。

　相談事の前に、祖母の様子が気になってしまった恵真だが、とりあえずは旅行の疲れを労うために緑茶や茶菓子を用意する。

　久しぶりに帰ってきたのだ。まずはゆっくりと休みつつ、旅行の話を聞いてみようと恵真は思う。祖母の買ってきた土産は恵真にとっても、気になるものだ。

　緑茶を湯呑に淹れた恵真は祖母のもとへとそれらを運ぶ。

「あったかい緑茶を淹れたの。あとはりんご、瑞々しくって美味しいみたいだよ。もう、クロもそんなとこにいないで下りてきたら？」

「……ありがとう、恵真ちゃん」

「ぶみゃう」

　祖母とクロ、この関係は複雑なものである。クロがこの家を訪ねたときから続く関係ではあるのだ。

　実のところ、クロと恵真の祖母瑠璃子は共に暮らしてはいるが、親しいわけではない。お互いにとっては、あくまで同居人という関係だ。

　それを知るのは当人同士だけであるため、恵真が驚くのも無理はない。どちらも他の家族がいるときはそつなく猫を被っているのだ。

　クロと遠野家の女性に続く長き縁。

　半年間抱えてきた秘密を打ち明けようと決意を固める恵真は、これから逆に自身が様々な秘密を知ることになるとはまだ知らずにいた。


祖母と裏庭のドア

「恵真ちゃんに話しておきたいことがあるんだけど、いいかしら？　そうね、これはうんと昔の話。私の若い頃の話よ。今の私とは全然違う、十代の私の話」

　自分の若い日のことを話したいと祖母は恵真に言う。その頃の祖母は今と全く違うと笑いながら言う姿に恵真は首を傾げる。

　恵真が知る祖母は自由そのものだ。大らかで思い立ったらすぐ行動できる。

　およそ自分とは異なる行動力や積極性、そんな祖母の姿に恵真は少し憧れてもいた。

　そもそも、今回の海外へのクルーズ旅行もそうだ。恵真であれば言葉が通じない世界に対して気後れしてしまう。

　そう祖母に伝えると、祖母は首を振った。

「恵真ちゃんは私なんかよりずっと芯が強いわ。私にはできなかったことをしているんだもの」

「おばあちゃんにできなかったこと？」

　そう言われても恵真には思いつく出来事はない。

　どちらかというと恵真は周りより少し遅れて行動する慎重な、悪く言えば臆病なのではないかと自分では思っていた。

　そう祖母に告げると彼女は面白そうに笑う。

「臆病？　恵真ちゃんが？」

「うん、だって私、おばあちゃんみたいにすぐ行動できないもの」

「……昔の私はもっと大人しくって自分からは話しかけることもできなかったわ」

「おばあちゃんが？」

「ふふふ、そうよ。この私がよ」

　話しかけることができない人を気遣いながら、自然と会話の中に入いれる。そんな、いつも会話の中心にいる華やかな祖母しか恵真は見たことがない。

　そもそも、孫である恵真にとって祖母の若い頃を想像するのは難しいものだ。

「私にもそんな時代があったのよ。あのドアと出会ったのもそんな若いとき……そうね、きっとあの出会いが私を変えたのかもしれないわ」

　そうして祖母が恵真に語り始めたのは若き日の祖母の話。

　裏庭のドアとクロ、祖母の出会いの話である。
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　年末を迎え、家の中は慌ただしい。十七歳となる瑠璃子は朝からそんな家の手伝いに駆り出されている。

　瑠璃子は不機嫌であった。忙しいのは構わないのだ。そもそも十二月は師走しわすともいわれる。「師も走るほど忙しい」これが人々の共通認識なのだ。であれば、瑠璃子が多忙でも仕方がない。

　そう、家族皆が忙しいのであれば瑠璃子とて不満を抱かないだろう。

　瑠璃子が不機嫌な理由、それは父と兄にある。

　父はまだ陽が高いのに兄と酒を飲み交わしているのだ。

　大学生になって寮に入った兄が帰ってきて、父も母も機嫌が良い。無論、久しぶりに帰ってきた兄にゆっくりと過ごしてほしい気持ちはわからなくもない。

　だが、兄は父と昼間から酒を飲み、その支度に母はかかりっきりだ。

　そして瑠璃子はといえば、はたきと竹ぼうき、ちりとりの三つを持って掃除をしている。

　だが、不機嫌ではあるものの瑠璃子は不満ひとつ溢さずに片付けを手伝う。お手伝いさんである女性達に任せっぱなしというのも瑠璃子の気性には合わなかったし、何より父に意見できる、そんな強さを彼女は持たないのだ。

　遠野瑠璃子、彼女を知る者は皆こう言うだろう。「器量も良く大人しい、慎み深い品行方正なお嬢さんだ」と。

　しかし、彼女自身はそんな自分が嫌いだった。父や母に逆らえず大人しい自分も、そのことを自覚しつつ変われない自分も。

　瑠璃子が不機嫌な理由、それは父と兄。そしてそんな彼らに不満を持ちつつ、不満すら溢すことができない弱い自分にあった。

　使わなくなった小さな部屋を瑠璃子は一人掃除をすると決めた。

　お手伝いの女性が「お嬢さんはそんなことなさらなくても」瑠璃子を気遣ってそう言ったが、瑠璃子は首を振る。

　掃除をしなければ、居間で酒を飲む父と兄のための準備を手伝えと母が言うだろう。それならば掃除に専念したほうが心穏やかに過ごせるはずだ。

　そう言うと女性がくすりと笑い、瑠璃子を脅おどかす。

「神隠しには気を付けてくださいね。お嬢さんは美人さんだから」

「もう、美み奈な子こさんったら！　私、そんなことを信じるほど子どもじゃないのよ！」

「はいはい。でもね、私から見たらお嬢さんはまだまだ子どもなんですよ。頑張りすぎないでくださいね」

「……わかったわ」

　その言葉は、兄との扱いの差に不満を持つ瑠璃子の気持ちを労わるようで、瑠璃子は無言でくるりと背を向ける。気を緩めると涙が零れてしまいそうで、急いでその場を離れる。

　そんな小さな背中を、美奈子は自分の妹を見るように優しく見守っていた。

　久しく使っていない部屋は、暗く湿気がこもっている気がする。

　使っていないのにもかかわらず、埃ほこりというのはなぜか溜まっていく。不思議に思いつつ、瑠璃子は上のほうからはたきをかけていく。

　瑠璃子が思い出すのは、先程の美奈子の話に出た「神隠し」だ。

　子どもの頃によく聞かされたその話は、遠野家に古くから伝わる話らしい。

　曰いわく遠野家の女性は稀まれに神隠しに遭う。ある日突然、見知らぬ扉が開き、遠野家の女性を迎えに来るというのだ。

　ある女性はそのまま行方不明になり、ある女性はいなくなった数年後、戻ってきて不思議な世界の話をしたという。

　これが遠野家に伝わる神隠しの大筋だ。

　子どもの頃の瑠璃子はこの話を恐れ、聞いた日には怖さで眠れなくなり、母や兄の布団に潜り込んだものだ。あの頃は、不思議な世界に攫さらわれてしまうことを本気で恐れていた。

　だが、年頃になった今その話を思い返すと、嫁入り前の娘を心配するがための教育なのではないかと思うのだ。見知らぬ世界ではなく、家の中にいたほうが安全であると示唆しているのではないかと。

　いなくなった女性や戻ってきた女性は、駆け落ちをした娘などのことを比喩として表現している、そういった話なのであろう。

　神隠しがあるのであれば、女性に限った話なのがおかしいのだ。

　ただでさえ、しつけや門限など女性である瑠璃子にだけ厳しい。兄である輝こう一いちはそのように言われている姿を見ないのだ。

　居間で過ごしているだろう兄と父の姿を思い出し、また瑠璃子はむくれる。

　はたきをかけて、それをほうきで掃いていく。長らく使われないこの部屋ではあるが、年末ということもあり、丁寧に瑠璃子は片付ける。

　掛けられた暦と干支の置物は来年のものではない。

　小さな干支の虎、これは地方の土産物であろう。本来は赤い牛であったと瑠璃子は記憶している。

　指先でちょんと突くと、こくりこくりと首を振る。

　その愛らしさに瑠璃子はくすくすと笑う。実際の虎を瑠璃子は動物園で見たことがあるが、その姿とはまるで異なるものだ。

　そのとき、がさり、と後ろから音がした。

　この部屋には瑠璃子以外、誰もいないはずだ。

　思わず瑠璃子が後ろを振り向くと、そこにはありえないものがいた。

　瑠璃子が今、頭で思い描いたものと寸分たがわぬ姿の虎だ。息遣いもはっきりと聞こえる。

　その後ろには半開きとなった扉がある。茶色の細工が入った扉、壁であった場所からなぜか扉が現れ、虎がその半身をこちらへと乗り出しているのだ。

　虎は深い緑色の瞳でこちらをじっと見つめている。

　瑠璃子は叫び、部屋を飛び出した。

　廊下を全速力で走り、台所にいる母のもとに行き、瑠璃子は母へと抱きついた。

　台所には鍋からコトコトと蒸気が漂い、醤しよう油ゆや出汁の香りが満ちている。母に抱きついた瑠璃子はその温もりと香りを感じながら、泣きながら訴える。部屋の中に大きな虎が出たのだと。

　その話を聞いた母はきょとんとして、その後、笑いながら娘を抱きしめる。

　大きくなったと思ってはいたが、まだまだ子どもなのだ。暗い部屋で怖くなったか、居眠りをして夢でも見たのだろう。

　落ち着かせるように背中を叩き、もう大丈夫だと繰り返し伝えると少しずつ涙も収まる。瑠璃子自身も恥ずかしそうに「気のせいだったかも……」そう呟いた。

　そんな娘に笑いながら、母は隠しておいたイクラの醤油漬けを取り出す。

　炊きたてのごはんをちょこんと小鉢によそい、その上にイクラをこんもりとかけて瑠璃子へと差し出した。

　そして自分の分もよそい、台所のテーブルで食べるように勧める。

　これは働く者だけが得られるご褒美だと言う母に、瑠璃子は涙を滲にじませながら笑う。

　不平等さに憤っていたことも母にはお見通しだったのだ。

　瑠璃子は思う。やはり、まだまだ自分は子どもであるのだと。

　年明け、その部屋に恐る恐る足を踏み入れたが、そんな扉はどこにもなかった。

　同じように古い暦と民芸品の虎は変わらずあるが、ただの小さな古い部屋である。

　やはり、疲れた自分が見た幻か夢であったのだろうと瑠璃子はそう思う。

　だが、一方でその扉への思いは尽きなかった。

　あれが遠野家に伝わる「神隠し」の真実ではないだろうか。「神隠し」で姿を消した女性達はまだ見ぬ世界へと足を踏み入れたのではないか。

　もし、あの扉の向こうへと行っていたら自分はどうなっていただろうかと。

　そんな考えは瑠璃子の頭から離れない。

　大きな虎がいたため恐れていたが、扉のみであったならば、その向こうへと自分は行っただろうか。

　いやおそらく、行けなかったであろうと瑠璃子は思う。

　父や母、優秀な兄、瑠璃子は大きな不満もなく生きてきた。周囲から見れば、恵まれた環境であろうことも理解している。だからこそ、家族に自分の意見も言えないのだ。

　そんな自分が見知らぬ世界へと、飛び込む勇気など持っているわけない。

　それは事実であるが、そんな自分自身に瑠璃子は激しい苛立ちを覚える。

　可能性があるのに挑戦することもない。それにもかかわらず、現状に不満を抱く自分を許せなかったのだ。

　足を踏み入れることはなかった、夢か幻かもわからぬ扉が瑠璃子を変えた。

　もし扉の向こう側に行っていたら──そんな思いが常に心に芽生えた。

　学校を出たら、誰かの紹介で結婚するのであろう。そう漠然と考えていた瑠璃子は、父母に進学の思いを伝えた。

　その時代、まだ女子の大学への進学は稀であった。

　そのため瑠璃子は伝えることもなく諦めていたのだ。

　だが、その意思を伝えると父も母も娘を案じたが、強く反対はしなかった。瑠璃子の成績は優秀であったし、結婚もまだ急ぐ必要はないと二人は思っていたのだ。

　その答えに、瑠璃子は拍子抜けした。壁を作り、自分の意思を伝えずにいたのは瑠璃子のほうだったのだ。

　自分自身を顧みた瑠璃子は、それから変わった。

　あの扉の向こうへ足を踏み入れる思いで、何事にも挑戦してきたのだ。

　それから数十年経つ。

　可愛い孫の世話を頼まれた瑠璃子は、キッチンの下の棚で探し物をしていた。息子は出張中で孫の啓けい太たには少し熱を出したと言う。義理の娘一人では大変だろうと土日の二日間、恵真を一時的に預かっているのだ。

　恵真は機嫌良く一人で遊んでいる。

　そんな恵真から瑠璃子に声が掛かる。

「ねぇ！　ばぁば！　見て！　猫ちゃんだよ！　裏庭のドアから猫ちゃんが来たの！」

　可愛らしい孫の声に瑠璃子は相好を崩す。

　この家には裏庭に続くドアなどない。おそらく、ごっこ遊びの一環だろう。付き合ってあげようと顔を上げた瑠璃子はひゅっと息を呑む。

　そこには恵真に抱かれた緑色の瞳の黒猫と、そこにないはずのドアがあった。

　それは数十年前、瑠璃子が見た扉と全く同じもの。

　その扉が再び、瑠璃子の前に現れたのだった。

　嬉しそうな孫娘の呼び掛けに、祖母である瑠璃子は固まったまま動けずにいた。

　恵真と見知らぬ黒猫の背後には若い日に見た扉がある。何度となく思い起こしたあの光景の中にある茶色の扉、それが今、目の前にあるのだ。

　あのときと変わらず、壁であったはずの場所に当然のように扉がある。その光景を瑠璃子は受け入れることができない。

「ばあば、猫ちゃんだよ。かわいいよ！」

「ねぇ、恵真ちゃん。その猫ちゃんはどこから来たの？」

「ん、わかんない。でもドアからかな」

　そう言って恵真は、気にせず黒猫と遊び始める。

　突然、扉が現れてそこから黒猫が現れたこの事実に瑠璃子は我が目を疑う。

　だが、現実に目の前には扉はあり、おそらくはそこから猫がやってきたのだ。

　瑠璃子は恵真を抱きしめ、黒猫から距離を取る。一見すると普通の黒猫であるが、あの扉の向こうから来たのだと思うと恐ろしい。

　あの日突如現れた虎の姿、その息遣い、それは今も瑠璃子の頭から消えることはない。

　普通の野良猫であったとしても、このまま幼い恵真と触れ合わせることには抵抗があった。

　そっと猫を抱えると、瑠璃子は震える手で裏庭への扉を開ける。

　猫が一匹通り抜けられるだけの隙間だが、そこから外の景色も見えた。

　扉の向こうに広がるのは、瑠璃子もよく知る裏庭、静かな田舎の夜である。

　ほっと胸を撫で下ろした瑠璃子は抱えた黒猫を外へと出す。

　少し心は痛むが、恵真の安全が最優先だ。

　暗闇に溶け込む黒猫の姿を確認して、扉を閉める。よく見ると鍵もあるため、どこまで信じられるかはわからないが、念のため瑠璃子は鍵もかけておく。

「恵真ちゃん、お片付けしてもう寝よう？　お手々も洗おうね」

「うん……」

　黒猫が気になるのだろう。裏庭へ続く扉を見て、少し寂しげな表情を浮かべる恵真だが、瑠璃子の言葉におもちゃを片付けだす。

　そんな様子に少し瑠璃子も落ち着きを取り戻す。扉が再び現れた理由はわからない。

　けれど、あのときの瑠璃子と今の瑠璃子は違うのだ。

　時を重ね、数々の経験を経た瑠璃子には守るべき可愛い孫、恵真がいる。息子達から預かった大切な宝を守り切ると、瑠璃子は決意する。

　翌朝、恵真の手を握り、階段を下りる瑠璃子はすっかり安心していた。

　昨日は一睡もせず、寝室に鍵をしっかりとかけ、眠りにつく恵真を見守った。キッチンからフライパンなど武器になりそうなものを持ち込み、寝室のドアの内側にはバリケード代わりになるように椅子を置いた。そのうえには重しになりそうなものもちゃんと乗せたのだ。

　日の出を見たとき、瑠璃子は安堵した。

　夜の暗さはなぜか不安を倍増させるものだ。

　朝日に照らされた部屋の中、すやすや眠る恵真と扉のバリケードや散らかる台所用具を見た瑠璃子は笑いが込み上げてきた。

　あれはきっと、悪い夢ではないかという気さえしている。

　だが、リビングダイニングに足を踏み入れた瑠璃子は、現実へと引き戻された。

　あの裏庭へと続く扉は、そこに確かにあったのだ。

「猫ちゃん！　おかえりなさい！」

「みゃうん」

　そして、なぜかあの黒猫も当然のように部屋にいる。

　困惑する瑠璃子だが、恵真と黒猫はすっかり打ち解けた様子だ。

　何度外へ出しても、いつの間にか黒猫は恵真の傍にいる。最後は瑠璃子が根負けした形だ。

　その猫は恵真が「クロ」と名付け、祖母である瑠璃子の家で飼うこととなった。
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「これが私とそのドア、そしてクロの話よ。恵真ちゃんは覚えていないだろうけどね」

　語り終えた祖母は困ったような笑みを浮かべる。

　それはそうであろうと恵真は思う。

　恵真自身も、裏庭のドアとその向こうの人々の話を、どう伝えようか悩んだのだ。

　およそ荒こう唐とう無む稽けいな話であり、信じてもらうことは難しい。むしろ、話した相手に心配をかけてしまうことになりかねないのだ。

　そのため、恵真も祖母に話すと決めつつも、躊躇した。

　祖母自身もまた、この話を誰にも言えず、長年抱え続けてきたのだろう。

　裏庭のドアやクロに対する不安、それ以上に自分自身にも不安を抱えていたことは、同じ状況であった恵真にも想像できる。

「二十年以上前だから扉のことも、クロのことも私の記憶違いだって、そう思うことにしていたの。だって、扉が突然現れるわけないんだもの。あなたのお父さん達に聞いてもあったかどうか、覚えてないって言うから。クロが何かしでかしたわけじゃないって……。でも、それが間違いだったわ」

「おばあちゃん？」

　祖母は立ち上がると座る恵真の隣に立ち、ぎゅっと抱きしめる。

　祖母の体温と、かすかな香水の香りがふわりと恵真に届く。

　久しく会えずにいた恵真は祖母の手に触れる。丁寧に手入れのされた手は、それでも年相応の皺があり、確かな温かさを伝える。

　祖母の小さな声が恵真の耳に届く。

「その結果がこれだもの。何があったの？　恵真ちゃん。怖い目に遭わなかった？　ごめんね、恵真ちゃん……」

　そう呟き、案ずるようにこちらを見つめる祖母に、恵真の心がぎゅっと締め付けられる。

　確かに突然、裏庭のドアが異世界に繋がっていることに気付いたあの日、恵真はそのことを恐れた。

　だが、そのあと訪れた日々は恵真を変えた。

　アッシャーやテオが、リアムやバートが、喫茶エニシに足を運ぶ人々が、その出会いと交流が恵真を変えていったのだ。

　祖母が謝る必要など何ひとつない。

　むしろ、そんな祖母を傷付けてしまうのは、自分のほうではないかと恵真は気付く。

　裏庭のドアに繋がる世界から恵真を守ろうとしている祖母、だが恵真はその世界の人々との交流を今後も望んでいるのだ。

　帰ってきたら必ず伝えねばと決意した恵真だが、心苦しさを抱きながら必死に言葉を繋ぐ。

「おばあちゃん。あのね、違うの。私は今、凄く充実していて、それはねあの裏庭のドアのおかげなの。おばあちゃんがここに来てほしい、って言ってくれたおかげなんだよ！」

　恵真は立ち上がり、ほんの少し自分より背が低い祖母の肩に手を置く。祖母は見上げるように恵真を見つめた。

　祖母が謝る必要などないのだ。祖母に悲しい思いをさせたくない。そんな強い気持ちで、必死に恵真は裏庭のドアの向こうの人々を語る。

「アッシャー君とテオ君っていう男の子達にお店を手伝ってもらっていて、困ることなんてないし、二人共家族思いの素直ないい子なの！　それにね、リアムさんは穏やかで頼りになるし、バートさんは飄々としているけど周りを明るくしてくれる。四人共皆、私にとっては大切な人達なの」

「恵真ちゃん……」

　戸惑いながら自分を見つめる祖母に、恵真は必死で訴える。

　裏庭のドアから訪れた日々は、恵真とその日常を変えた。祖母が旅行で恵真にクロと家を預けたからこそ、この日々が訪れたのだ。

　恵真はその日々に感謝している。そのため、祖母に後悔などしてほしくはない。

　そんな懸命な恵真の言葉に、祖母の瑠璃子も耳を傾けてくれている様子だ。

「喫茶エニシとそこに来てくれる人達は、もう私にとっては大事な人達なの」

　恵真の黒い瞳は、少し濡れて光を受けて輝く。

　恵真の様子は息子達から聞いていた姿とは異なる。

　彼らに聞いた恵真の姿は、実家にいてもどこか所在なさげで、表情は優れなかったという。

　家族にも気を遣っている様子が、常にあったというのだ。

　だが今、祖母である瑠璃子に裏庭のドアの世界を語る恵真は、子どもの頃のようなまっすぐな瞳で笑顔を浮かべている。

　おそらく恵真の言葉に嘘はないのだろうと瑠璃子は思う。

　見上げる孫娘の笑顔は窓から零れる光を受けて、明るく輝いて見える。それを見れば彼女の言葉が真実であることは疑いようもない。

　恵真の頬に瑠璃子は手を伸ばす。触れた頬は柔らかく、まだ小さな子どもであった日を思い起こすくらいにふっくらとしている。

　彼女が健康なのだと瑠璃子はまた実感した。

　しかし、瑠璃子には恵真にどうしても言っておきたいことがある。それはこの部屋の変化に気付いたときに瑠璃子が一番不安になったことだ。

「わかったわ、恵真ちゃん。でも、忘れないでね。ここにもあなたの家にも、恵真ちゃんを大事に思う人達がいるんだってこと」

「おばあちゃん……」

「怖いのよ。小さい頃、聞いた話みたいに、恵真ちゃんがドアの向こうの世界に行っちゃいそうで……怖いわ」

　そう言った祖母は恵真を見つめ、続けて何か言おうと口を開こうとしてすぐ閉じる。

　恵真が言葉の続きを待つが、祖母はかすかな微笑みを湛えて、恵真の頬をそっと撫でる。大人となったこともあり、気持ちの上でもくすぐったい思いで恵真もまた笑う。

　レースからの温かな日差しの中で祖母と見つめ合う。そんな恵真の穏やかな時間は、他でもない祖母によって破られる。

　それを先に察したクロはすでに棚の上に避難をしていた。

「あらあら、そうだわ。他にも恵真ちゃんに聞かなきゃいけないことがあるわね」

「ん、なに？」

　祖母に頬を撫でられながら、恵真がにこりと祖母に尋ねる。

　そんな可愛い孫娘に、同じようににこりと微笑みながら祖母は問いかける。

「お店って何かしら？　あとアッシャー君とテオ君、まぁ子どもさんなのかしらね。でもリアムさんとバートさんって、もしかして男性かしら？　まさか、そんなわけないわよねぇ。あぁ、わかったわ！　お店の名前が喫茶エニシね。……それって恵真ちゃんは関係しているのかしら？」

　自身を責める祖母を案じた恵真は必死になって話した事柄、それはすべて祖母にとっては初耳であろう。

　そもそも恵真はそのことを祖母に説明し、謝罪するつもりであったのだ。ある意味では説明する手間が省けたとも言える。

　だが、物事には順序が必要である。微笑みながらも静かな怒りを湛える祖母を見て、恵真は身に沁みてそれを実感する。

「えっとね、何っていうか、その……」

「いいのよ、恵真ちゃん。まだ午前中だもの、時間はいくらでもあるわよ」

　逃げ道がないと恵真は悟る。

　年齢を重ねた祖母の笑みには、恵真では逆らえない凄みがあった。観念した恵真は目を泳がせながら、事実を口にする。

「おばあちゃん、あのね。わ、私、異世界で喫茶店をやってます！」

　恵真の頬に触れていた祖母の手に驚きで力が入り、むにっと恵真の頬が握られる。

　痛みはないが、情けない姿のままで恵真は祖母を見つめる。

　こうして自身で予測していたとおり、恵真は二十九歳にして祖母に叱られることとなったのだ。
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　秋の日差しは夏のそれに比べると、随分と柔らかく落ち着いた温もりを感じるものだ。

　そんな穏やかな日差しが、窓のレースのカーテン越しに部屋を明るくする。

　テーブルには瑞々しいりんごが皿に置かれ、緑茶の香りもかすかに漂う。

　そんなテーブルを囲む祖母と孫、飼い猫はその様子を高い棚の上から眺める。孫を見つめる祖母はにこやかに会話を続けていた。

　はたから見れば、なんとも仲睦まじい祖母と孫の姿だ。

　だが、そこで話されている内容は非現実的な孫娘の日常の話である。

「魔法と剣があるの!?　危ないじゃない！　そりゃ、ちょっとは夢があるんじゃないかなって私だって思うわ。でも！　それはあくまでお話でのことよ！」

「……はい。そうだと思います。あ、正確には魔術みたい！」

「もう、そんなのはどっちでもいいの！」

「ハイ、すみません」

　祖母の言うとおりであるため、恵真としても素直に頷くことしかできない。

　魔術と剣に関しては恵真も聞いた話であるため、確証はない。恵真が普段過ごすのはあくまでこの部屋、祖母の家の中である。

　そのため、外の世界のことは、皆の会話でなんとなく把握している程度なのだ。

「あ！　ドアの向こうにはまだ出てないよ！　正直、初めは怖かったし」

「もう！　当たり前でしょう？　恵真ちゃん！」

「そ、そうですね」

　リアム達に指摘された「黒髪黒目」のこともあり、ドアの向こうには足を運ばずにいた。

　だが、そんな恵真の外見があちらの国では目立つということは、今のところ伏せておきたい。裏庭で育てていた香草が、向こうでは薬草であることも伏せておくべきであろう。

　そう、物事には順序が必要だとつい先程、恵真は実感したばかりなのだ。

　そんな会話を繰り広げる恵真と祖母のやり取りを眺めていたクロが、祖母をじっと見つめる。

　テーブルの上にちょんと座り、祖母を見る姿は何か物申したいそんな雰囲気すら漂う。

「何？　何か言いたいことでもあるの？」

「みゃう！」

「……自分が守るって言うの？」

「みゃう！」

「お、おばあちゃん？　……クロと話せるの？」

　まるで会話をしているような祖母とクロとのやり取りに、恵真は驚きの声を上げる。

「話せるというか、なんとなーくわかるのよ！　二十年近く一緒にいたせいかしらね。だからこそ腹が立つんじゃない！」

　そんな祖母とクロの様子に驚いたのは恵真のほうだ。

　なぜか祖母とその飼い猫クロの会話が成立しているらしいのだ。

　もちろん、恵真には内容はわからない。だが、目の前の二人の様子は会話をしているようにしか見えない。

　クロもまた、裏庭のドアからこの家に来たことを祖母から聞いていなければ、到底受け入れられない状況だ。

　そこで恵真ははたと気付く。そう、クロはあの裏庭のドアからここへと来たのだ。

　であれば、普通の黒猫だと思うほうがおかしい。

「ねぇ、クロ。クロも異世界から来たの？」

「みゃうん」

「そうみたいよ？」

　なんでもないことのようにさらりと答える祖母だが、どう考えても重要なことである。皆がクロを魔獣だと言っていたのも、ここに来て現実味を増すのだ。

「じゃ、じゃあ、もしかしたらクロも魔獣で魔術を使えたりするの!?」

「みゃうん、みゃうみゃう」

「なんて言ったの!?」

「なんか使えるけど、魔獣だのなんだのは人間達が勝手に言ってるだけだって。……ってなんで私が通訳しなきゃいけないのよ！　この子のことはいいの！　今話すべきは恵真ちゃんのことよ！」

「は、はい!!」

　祖母の勢いに押され、返事をした恵真だが、内心ではまだまだクロに関して聞きたいことがある。幼い頃から可愛がっており、半年ほど共に過ごしてきた猫が異世界から来た魔獣であるなど、どう考えてもするりと流せる話題ではない。

　しかし、祖母が言ったとおり、時間はまだ十分にある。

　自分を心配する祖母に、まず現状を説明するべきであろうと素直に恵真は従うのであった。

「で、そもそも、お金はどうしてるの？」

「む、むこうのお金を頂いています。物々交換も考えたんだけどね、価値が違うから難しいかなって。そこは今後考えていかなきゃなって思ってます、ハイ」

「でも、むこうのお金はこちらでは使えないでしょう？」

「はい、そのとおりです……。でも、色々販売して、向こうのお金は溜まっているみたい！」

「もう、色々危なっかしすぎるわ！」

「すみません……」

　正論が続くため、恵真はぐうの音も出ない。

　ただただ、祖母の言葉に同意し、平謝りするだけだ。

　そんな恵真の様子に、困った子を見るような視線を送っていた祖母は、ふと下を見て気付く。数秒、瞬きをして床を見つめた祖母は確信する。

「……ねぇ、恵真ちゃん？　床にね、傷が増えてる気がするのよ。まさか、お客様達は土足で上がってらっしゃるのかしら？」

「ご、ごめんなさい！　スリッパを履いていただいてはおります！　でも、人数が増えるとどうしてもね」

「それはそうかもしれないけど……」

　床に関しては光沢のあるフローリングではなく古い板を張っているもので、実際にはそこまで汚れなどは目立ってはいない。

　それこそ、一般的なカフェの床のようなものである。

　傷に関しても古い上に、以前よりところどころに異世界から来た黒猫の爪とぎの成果があるのだ。

　ちらりとその黒猫を見ると祖母を見て、こてんと小首を傾げている。可愛らしい仕草だが、瑠璃子とクロは、そんな仕草で誤魔化されるような関係ではない。

「それで、これからどうするの」

　すでにその答えがわかっていても聞くべきであろう。

　恵真から返ってきた答えは、瑠璃子の想像とほぼ変わらないものだ。

「私は、続けたいって思ってる。おばあちゃんに迷惑はかかるけど、でも、今の私の正直な気持ち。おばあちゃん、どうかお願いします」

　そう言って頭を深々と下げる孫娘の姿に。頬に手を置き、祖母は深いため息を溢す。

　今、何を優先するべきか。それは恵真の幸福である。

　心身共に健康そうな彼女の今の姿を見れば、裏庭のドアがもたらした異世界とのかかわりが彼女にとって良いものであることは間違いない。

　だが、一方で気がかりなのは恵真の安全だ。

「みゃう！」

　テーブルの上にちょこんと座るクロが、悩む祖母に向かって呼びかける。その鳴き声を聞いた祖母は眉間に皺を寄せるが、少しばかり考え込むとふぅと息を吐いた。

「本当にあなたにはかなわないわ」

「みゃうん！」

「……わかったわよ」

　頭を下げ続ける恵真の肩に、祖母はそっと手を置くと体を起こすように促す。

　その真摯な思いはわかるが、いつまでも孫娘が頭を下げる姿を見ているのも心が痛む。家族の誰もが恵真のことを案じていたのだ。

　祖母である瑠璃子とて、その思いは同じである。

「いいわ、続けてごらんなさい」

「いいの!?」

「ただし、条件があるわ」

「条件？」

　マニキュアで淡いピンクに染めた爪先を上に向け、祖母は恵真を見る。

　それは恵真がよく知る祖母の表情。好奇心に満ちた瞳が輝き、爪と同じ色に染めた唇は弧を描く。生き生きとしたその顔はどこか少女のような雰囲気さえ漂う。

　恵真はどのような条件を出されるのかと、緊張しながらその答えを待った。

「私も、恵真ちゃんと働くその人達に会わせてもらいましょう」

「えっと、おばあちゃんが？」

「そうよ。信頼できる人達か、しっかり見極めさせてもらうわ」

　返答を聞いた恵真は目を瞬かせる。

　そんな様子を見た祖母は笑いながら、恵真の肩をポンポンと叩く。

　先程、クロからは自分が守ると伝えられた。

　それは事実であろうということは感覚的にわかる。

　だが、知りたいのは喫茶エニシとやらで恵真が接してきた人々の心だ。どんな人々かをこの目で見て感じるまでは、今までどおりの関係を持つのには反対するつもりだ。

　恵真が心身共に健康でいられる保証、それが祖母である瑠璃子が今後も恵真が活動を続ける条件であった。

　自分を思う祖母の気持ち、そして、リアム達への信頼を抱く恵真はその条件に首を縦に振るのだったのだった。
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　翌朝、恵真はいつものようにクロに起こされる。

　六時にセットされた目覚まし時計よりも前に起こすクロに、まだ働かない頭のまま恵真はその柔らかな毛を撫でる。

　嬉しそうにゴロゴロと喉を鳴らすクロを抱き上げて、カーテンを開ける。

　秋晴れの空はどこまでも広がる。

　少しずつ木々の色が染まり、山も色を変えつつある。そんな風景に恵真は穏やかな心持ちになる。

　ずっと抱えていた秘密を祖母に打ち明けることができたことが、恵真の心を軽くした。

　祖母が案ずるのは当然のことだ。けれど、彼らに会えば祖母も安心するであろうと恵真は確信に近い思いを抱く。

　この半年間、彼らと接してきた恵真の心にはいつの間にかアッシャー達への深い信頼が寄せられていた。

　身支度を整えた恵真は、クロを抱きながら階段を下りる。そんな恵真に食欲をそそる香りが届く。

「うわ、いい香り！」

「恵真ちゃんと朝ごはんなんて久しぶりだから、ちょっと早起きしちゃったわ」

「お味噌汁？　おばあちゃんのお味噌汁、美味しいんだよね」

「ふふ、今日は具だくさんにしたわ。秋の野菜をたっぷり入れたの」

　キッチンには出汁と味噌の香りが漂う。それはどこか、懐かしさと安心を感じさせる香りだ。

「ありがとう、私も手伝うね」

「じゃあ、おかずを並べて、お茶碗にごはんよそってくれる？」

　そんな会話をした恵真は、何気なく裏庭のドアに目を向ける。

　そこにあるのはいつもと変わらない、細工の入った茶色いドアである。

　祖母が帰宅したのが土曜だ。皆に最後に会った日、恵真は祖母の説得に数日はかかるものと考えていた。

　だが、実際には土曜のうちに話が済んだ。

　条件付きとはいえ、恵真が今後も喫茶エニシとそこに訪れる人々との交流を持つことを、祖母は認めてくれたのだ。

　休日である今日は冒険者ギルドも喫茶エニシも休みである。

　そういう日、ドアは裏庭へと続くドアとなる。また喫茶エニシの営業日であっても、恵真が裏庭に用がある場合は裏庭へとドアは続いているのだ。

　クロの話ではドアには意志があるという。どのような機能かは未だ把握していない恵真だが、すっかりそういうものだと受け入れている。

　そのため、裏庭のドアは今日はごく普通のドアであるはずだ。

　だが、恵真はそのドアから視線を外せない。

　何かが違うことが感覚的に伝わってくるのだ。

　恵真はそっと裏庭のドアへと足を踏み出す。

　ドアの向こうからは、恵真にとって聞き慣れた二人の子どもの声が聞こえる。

「はぁ、やっぱり朝早すぎるよなぁ」

「うん、ぼくならお休みの日はゆっくり寝てたいもん。きっとエマさんもそうだよ」

「……じゃあ、帰るか。でも、なんか物音がするし、エマさんか誰かはいるんだと思う。明日か、明後日には店も開けるんじゃないかな」

　アッシャーの言葉に、テオは不安そうな表情を隠さない。

「……でも、本当にエマさんいるのかな」

「テオ……。心配ならノックするか？　朝早いから、ちょっと失礼になっちゃうけど」

「うーん、ぼくならお休みの日にゆっくり寝てるのを起こされたらちょっとイヤだなぁ」

「……そりゃ、俺だって嫌だけどさ。もう、お前が言い出したんだぞ」

　アッシャーとテオの声である。

　朝まだ早い時刻だが、恵真を案じて訪ねてきたのだろう。

　聞こえてくる会話に恵真はついつい笑い出す。しっかりと考えて行動する弟思いのアッシャーと、のんびりおっとりとしたテオの会話は恵真がよく店で耳にするものだ。

　そのやり取りを数日聞かないだけでも、恵真は寂しさを覚えていたのだ。

「エマさん!?」

「テオ？　どうした？」

「エマさんがね、今お兄ちゃんのことを笑ったよ！」

「なんで俺だけなんだよ！　お前もだろ！　……って、エマさんの声がしたのか？」

　おそらくテオのほうがドアの近くにいるのだろう。

　アッシャーにも聞こえるように、恵真は少し大きめの声でドアの向こうの二人に話しかける。

　その声が自分で思う以上に明るくなったのは、予想外の訪問に気持ちが弾んだせいだろう。

「アッシャー君、テオ君！　そこにいるの？」

「エマさん!?」

「いつからいたの？　今、ドアを開けるからね」

　朝早くから待ってくれていたであろうアッシャーとテオを、早く部屋に入れようと恵真は慌てる。だが、そんな恵真の言葉は二人にすぐ否定される。

「ダメだよ！　エマさん、ドアを開けるのはぼく達だよ」

「朝早いしお休みだから人ひと気けもないんですが、一応エマさんはドアから少し離れて待っていてください。僕らが開けますから」

「……はい、そうでした」

　それは黒髪黒目の目立つ恵真の姿を喫茶エニシに来れぬ者から守るための方法である。普段はキッチンに立って出迎える恵真だが、今はドアの目の前にいるのだ。

　兄弟を出迎えるように、クロも恵真と共に裏庭のドアの近くにちょこんと座る。

　昨日は祖母に叱られ、今朝はアッシャーとテオにも注意を受ける恵真。しかし、可愛い二人の予想外の登場に頬は自然とふにゃりと緩む。

　喫茶エニシ、そしてそこに集う人々は間違いなく今の恵真に欠かせないものとなっている。

　再び始まる喫茶エニシのこれからを祝うように、マルティアの街にも恵真の世界にも青い空が広がっているのだった。
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　その日、喫茶エニシのドアを開いたアッシャーとテオにいつもの元気さはない。

　どこかしょんぼりした様子のテオ、そんな弟を気遣うように店内に入ってきたアッシャー、普段と異なる二人に恵真は心配そうな表情を浮かべる。

「アッシャー君、テオ君、おはよう。どうしたの？　なにかあった？」

「えっと、来るときに少し問題が起きたんです……」

　悲しげに目を伏せたままのテオに代わって、アッシャーが口を開く。

「木き苺いちごをご近所の方に頂いたんです。たくさん貰ったので、エマさんにも分けたい！　そうテオが言い出して。今日それを持って来たんですけど、テオが転んじゃって」

「え、怪我はしなかった？」

　恵真の問いかけにテオはこくりと頷く。

　ひとまず安心した恵真だが、それと落ち込む理由が今ひとつピンと来ない。

　そんな恵真にアッシャーがテオを気にかけつつ、説明する。

「転んだときに、木苺が下になって潰れたり、汚れたりしちゃって……。せっかくあげたかったのにって落ち込んでるみたいなんです」

　テオはカゴを抱きしめるようにぎゅっと持ったまま、恵真のほうに視線を向けた。

「あのね、ぼく失敗しちゃったんだ……」

　落ち込んだ様子のテオの言葉に恵真は困ったように微笑む。

「木苺は潰れても美味しく食べられるし、汚れたのは洗えば大丈夫！　それより怪我がなくってよかった。木苺、私にくれるの？」

「うん。でもいいのかな？」

　潰れた木苺を渡すのは失礼なのではないかと、テオはアッシャーを振り返る。そんな弟テオにアッシャーは、ニッと笑って首を振る。

「エマさんがそう言ってくれるんだ。貰ってもらおう」

「うん……。はい、エマさん。形はダメだけど、味はおいしいんだよ！　ね、お兄ちゃん」

「そうだよな。美味しいから、エマさんにも食べてほしかったんだもんな」

　アッシャーの言葉にテオはこくりと頷く。カゴを受け取った恵真は一粒の木苺を手に取って香りを確かめる。

　少々潰れているが甘酸っぱい香りが漂う。きっと二人の言うとおり、美味しい木苺なのだろう。それを食べさせたいと思った気持ちが恵真には嬉しい。

　まだしょんぼりとした様子のテオに、恵真は安心させるかのように微笑むのだった。
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「ねぇ、オリヴィエのお兄さんはいつからお兄さんになったの？」

「は？　どういう意味？」

　オリヴィエが怪訝な表情を隠そうともせずにテオに尋ねる。

　そもそもお兄さんなどと呼ばれるようになったのは、アッシャーとテオが呼び始めたからである。それ以外の人にお兄さんなどと呼ばれることはない。

　実際には百五十六歳となるオリヴィエだが、見た目はアッシャーより少し年上にしか見えない。当然、子ども扱いされることのほうが多いのだ。

　しかし、テオのほうはそのことを知らない。

　兄であるアッシャーより年上であろうオリヴィエは、テオからすれば当然お兄さんなのだ。

「オリヴィエのお兄さんも、ぼくのお兄ちゃんも大きいからぼくよりいろんなことができるでしょ？　だから、ぼくも早く大きくなっていろいろできるようになりたいんだ」

「なるほどね。確かに、アッシャーは気も利くし、よく働いてるよね」

　オリヴィエの緑の瞳が働くアッシャーのほうに向けられる。

　特に指示されることもなく、自分で気付いた仕事をてきぱきとこなすアッシャーの姿はテオの目には頼もしく映るのだろう。

　兄を褒めるオリヴィエの言葉にテオはどこか嬉しそうである。

「まぁ、人は成長するものだし、焦る必要はないんじゃない？」

　なにせ、オリヴィエ自身は百五十六歳である。アッシャーはともかく、オリヴィエの重ねてきた年月とテオの時間では大きな開きがあるのだ。

「ふふ、テオ君はアッシャー君を本当によく慕ってるんだね」

　テオとオリヴィエの会話は小声ではないので、恵真達のほうまで届いている。

　恵真の言葉に耳を赤くしつつ、テオの思いを噛み締めるアッシャーであった。

「みゃうみゃ！」

「おかえりなさい」

　夜のパトロールを終えたクロが窓からするりと部屋のソファーへと下り立つ。

　窓を閉めた恵真は、クロの背中を撫でる。

　季節もすっかり秋めいてきた。夏とは違い、日が落ちるのも早い。小さな日常の変化に目を向けられるようになったのは、裏庭から始まった異世界との日々が始まってからだ。

　季節の食材、それを使った料理を人々に振る舞う日々は、今の恵真にとってかけがえのないものになっていた。

「んみゃう！」

　もっと撫でてくれというようなクロの鳴き声に、恵真は微笑む。

　しっとりとした艶やかなクロの毛並みを撫でながら、恵真が思い起こすのは今日のテオの言葉だ。

　恵真も幼い頃は兄のすることに憧れていた。身近な年長者である兄は、恵真にとって安心と憧れを与えてくれる存在であったのだ。

　木苺が潰れてしまい、失敗だと落ち込んでいたテオの姿はしょんぼりとしていた。

「自分で何かすることで、自信に繋がったりするんじゃないかな？　ね、クロ」

「んみゃう？」

　撫でてもらい、夢見心地のクロがぼんやりとした返事をする。

　恵真もまた、自信を失っていた日々にアッシャーとテオにあるものを作ったことをきっかけに、料理の楽しさを思い出したのだ。

　明日、訪れたアッシャーとテオにある提案をしてみようと恵真は決めるのだった。

「ほっとけーきを作るの？　エマさんとぼく達と一緒に？　すごいねぇ、お兄ちゃん！」

「うわぁ！　作らせてもらえるんですか？」

　不安と嬉しさがないまぜになった表情のアッシャーとテオに、恵真は微笑んで頷く。バゲットサンドを販売し終えた二人に、恵真はホットケーキを共に作る提案をしたのだ。

　出会った日に作ったホットケーキを、アッシャーとテオも気に入ったようであった。そのホットケーキを自分達で作る──小さな成功が大きな自信になればと恵真は考えたのだ。

　テオとアッシャーから貰った木苺は、すでに甘く煮詰めてソースにしてある。冷蔵庫にしまって冷やしているので、焼き上がったホットケーキにかけてもいいだろう。生クリームも用意しておいたので、いつもより少し豪華になりそうだ。

　潰れてしまったと落ち込んでいたテオだが、美味しいソースになることで小さな失敗も美味しい成功になる──きっとテオも自信を取り戻してくれるだろうと恵真は口元を緩めるのだった。

「まずは粉を振るいます。これはだまができないようにするために必要なんだよ」

「はい！　わかりました！」

　きちんと計量した薄力粉に、ベーキングパウダーを加えたものを恵真は用意していた。

　恵真の言葉でアッシャーは粉を振るっていく。ざるではなく、粉ふるいを使っているのでそんなに難しいことではない。

　アッシャーがカシャカシャと粉ふるいを動かすと、薄力粉がボウルに落ちていく。

「真っ白できれいだねぇ。雪が降ってるみたい！」

　あっという間に、薄力粉の山がボウルの中にできる。そこに恵真は砂糖を加え、まんべんなく混ぜ、中央部分をへこませる。

「エマさん、どうして真ん中に穴を開けるの？」

「それはこれを入れるからだよ。テオ君、できるかな？」

　恵真の手の中には卵が一つある。別のボウルに卵を割って落とし、それを溶きほぐして少量のミルクと混ぜ合わせる。

　そのまま、ボウルに落としても良いのだが、より失敗しにくい方法を恵真は今回選んだ。

　テオの表情が緊張と責任できりりと引き締まる。

「うん！　ぼく、できるよ！」

「そうだな、テオならきっと大丈夫だな」

　アッシャーはぽんとテオの肩に手を置く。

　マルティアでは卵はやや高価であると恵真は聞いている。そもそも、一般に流通しているクラッタという鳥の卵は小ぶりだというのだ。

　おそらく、テオは卵を割ること自体が初めてなのだろう。

　恵真から卵を受け取ると、次はどうするの？　という視線がテオから向けられる。

「この卵を、コツンってぶつけてそのヒビに指を入れて、パカッって開くの。で、この粉の窪みにぽとって卵を割って入れてほしいんだ」

　恵真は動作を交えつつ、説明をする。その話を聞くテオの表情は真剣そのものだ。

　もし、上手く割れなくとも次の卵もあるし、殻が入っても取り除けばいい。

　けれど、アッシャーやテオにしてみれば、卵自体が高価なものなのだ。失敗しないようにせねばという緊張感が部屋には満ちる。

「まずは卵をコツンとぶつける」

　ごくりと息を呑んだテオが恵真の言葉を復唱しつつ、卵をコツンとぶつけ、殻にひびを入れる。横で見ていたアッシャーがほっとした表情を浮かべた。

　だが、まだまだ作業は残されている。

「卵のヒビに指を入れて、パカッて開く……」

　テオはもちろん、アッシャーも真剣そのものだ。

　それを見ている恵真まで緊張しつつ、その様子を見守る。

　小さな指が卵のヒビに入り、パカッと開き、中身が落ちる。落ちた卵の中身はボウルの中にポトリと落ちた。

「やった……、エマさん！　できたよ！」

「凄い！　テオ君、上手にできたね！」

「殻も入ってないし、真ん中に落ちてる！　完璧だな、テオ！」

　喜びの声を上げるテオに、恵真もアッシャーも称賛の声を掛ける。

　嬉しさと高揚でテオの白い頬は赤く染まる。

　小さな成功にテオは大きな自信を得たのだ。
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　ホットケーキ作りの作業はまだまだ続く。

　しっかりと溶きほぐした卵にミルクを少量加えたものをボウルへと注ぐ。

　自信満々の表情を浮かべたテオ、そんな弟を嬉しそうに見つめるアッシャーに恵真は泡だて器を渡す。生地を混ぜるのも二人に任せることにしたのだ。

「これを入れながら混ぜていくの。そのあとで、ミルクをさらに足すんだよ。あんまり、混ぜすぎると膨らみにくくなるから、そこだけは気を付けてね」

「わかった！　ぼく達に任せて！」

　張り切った様子のテオが恵真から泡だて器を受け取る。恵真は湯を沸かし、紅茶を用意しようとやかんに水を入れ、コンロに火をつけた。

「どう？　上手く混ぜられたかな？」

「うん、どう？　エマさん！」

　張り切った表情のテオから渡されたボウルの生地は、恵真からすると少々混ぜすぎに見えた。薄力粉は混ぜすぎるとグルテンができ、膨らみにくくなってしまうのだ。

　一瞬、目を大きく見開いた恵真だが、テオをがっかりさせてはいけないとうんうんと頷く。

「じゃあ、これにミルクを混ぜていくね」

「うん！」

　生地の入ったボウルを受け取ると、ミルクをゆっくりと注ぎ、混ぜていく。

　もったりとした生地がさらりとした感覚になり、恵真は内心で安堵する。フライパンが温まったのを確認した恵真は、サラダ油を塗り、生地をぽとりと落とした。

「楽しみだねぇ」

「うん！　美味しくできるといいな」

　焼き上がりを楽しみにするアッシャーとテオ、その様子に恵真はどうにか生地が上手く膨らんでほしいと祈るのだった。

「また失敗しちゃった……」

　恵真の不安は的中し、ホットケーキはいつものようにふっくらとは膨らまない。ぺしゃりと硬そうなその焼き上がりに、アッシャーもテオも表情が暗い。特にしょんぼりと気落ちした様子のテオに、慌てて恵真がフォローする。

「私がちゃんと教えてなかったからだね。ごめんね、テオ君」

「ううん。エマさん、混ぜすぎちゃダメって言ってたもん。なのに、ぼくがいっぱい混ぜちゃったからだよ」

「でも、きっと食べたら美味しいかもしれないですよね。エマさん」

「うん、そうだね。食べたらきっと美味しいよ。ね、食べてみよう？　はい。切ったから試しに味見して？」

　そう言うと恵真は一口大に切ると、テオの口にぽんと入れる。もぐもぐと口を動かすテオだが、その表情は晴れない。

「うん、おいしいよ。でもね、エマさんが作ったほっとけーきはふんわりしてて、しっとりしてた。だから、失敗なんだと思う」

　恵真も一口切って食べてみる。ぱさつき、硬いホットケーキはテオの言うとおり、味は悪くないが食感が良くない。失敗だとテオが思うのも無理はない。

　落ち込むテオに、アッシャーもなんと言っていいのか迷っている様子だ。

　そんな中、恵真はホットケーキを一口大に切り始める。

「エマさん、どうしたの？」

「うん。このホットケーキで作りたいものがあるんだ」

　驚いて目を見開くアッシャー、テオは不思議そうに恵真の作業を見つめる。

　上手く膨らまなかったものの、せっかく作ったホットケーキを恵真は小さく切り分けてしまうのだ。二人が戸惑うのも無理はない。

「大丈夫、もっと美味しくなるからね」

　そう言うと恵真は兄弟を見て、微笑む。それは二人を安心させるための微笑みではなく、より良い菓子になるという確信を持ったものだ。

「ほっとけーきでなにか作るの？」

「え、なにを作るんですか？」

　アッシャーとテオの問いかけに、恵真はくすくすと笑う。

「うーん、『つまらないもの』かな？」

「へ、つまらないもの……？」

　恵真が今まで作った料理や菓子はいつも兄弟を楽しませてきた。

　予想外の答えに、アッシャーとテオはパチパチと目を瞬かせるのだった。
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　冷蔵庫の中にはアッシャーとテオから貰った木苺で作ったベリーソースが入っている。ホットケーキを豪華にしようと生クリームも用意してある。

　木苺も潰れていない分はそのまま保存しているので、これも使うことができるだろう。

　恵真はまず、小鍋に砂糖と水を入れ、煮溶かしていく。シロップを作るのだ。

　ふつふつと煮立て、砂糖がすべて溶けたのを確認したあとは、耐熱容器に入れて冷ます。これでシロップの完成だ。

　冷蔵庫から生クリームを取り出した恵真は、砂糖と共にボウルに入れ、電動泡だて器でぽってりとするまで泡立てていく。アッシャーとテオは突然の魔道具の登場に驚いた様子である。

「ミルクがふわふわになってく！　すごいね」

「前に苺のタルトで食べたのとおんなじだな」

　生クリーム、ベリーソース、そして洗って水気を拭き取った木苺、可愛らしい小ぶりのグラスを恵真はアッシャーとテオの前に置く。

　恵真自身は刷は毛けでシロップを一口大に切ったホットケーキにしみ込ませる。硬くなった生地にシロップをしみ込ませ、パサつきをカバーするのが目的だ。

「さて、この生地とソース、クリームを交互に載せていきます。見ててね、二人共」

　恵真の言葉にアッシャーとテオはこくりと頷く。

　小さなグラスに恵真は生クリームとベリーソース、シロップを塗ったホットケーキの生地を交互に重ねていく。白、赤、黄色が美しくグラスに彩られていくのをアッシャーとテオは目をキラキラと輝かせて見つめる。

「最後に生クリーム、木苺を飾ってトライフルの出来上がり！」

「きれいだねぇ！」

「うん。すっごく格好いいお菓子になったな！」

　混ぜすぎたことで膨らまず、パサついてしまったホットケーキに落ち込んでいた兄弟は、そのホットケーキの変わりように驚く。

　失敗したはずの生地を使ったのに、こんなに華やかな菓子になるのかとまじまじと小さなグラスケーキに視線を注ぐ。

　だが、テオには一つ不思議なことがある。

「ねぇ、エマさん。なんでさっき、『つまらないもの』なんて言ったの？　これ、すっごくおしゃれなお菓子なのに……」

　テオの言葉にアッシャーも恵真を向く。

　この華やかな菓子を恵真は『つまらないもの』と言ったのだ。謙けん遜そんなのかと思ったアッシャーだが、恵真は二人の反応にくすくすと楽しげに笑う。

「ふふ、このお菓子はね、『トライフル』そういう名前のお菓子なの。トライフルっていう意味はつまらないものっていうことなのよ。変わった名前でしょう？」

　トライフル──スポンジケーキの切れ端や、果実や生クリームを交互に重ねたこの菓子の名である。その名の由来は恵真の言うとおり、『つまらないもの』という意味なのだ。

「……変な名前なんだね。こんなにおいしそうなのに」

「そう、美味しそうでしょ？　二人も作ってみて」

　恵真の言葉にアッシャーとテオも交互に食材を入れていく。簡単なことなのだが、出来上がった菓子は華やかで美しい。

　自分で作り上げたトライフルを見て、テオは嬉しそうに微笑む。

　紅茶を準備しようと、キッチンへと足を運んだ恵真の後ろにアッシャーも続く。

「ありがとうございます、エマさん」

「ん、全然。私も楽しかったよ」

「それもですけど……テオの失敗を成功にしてくれたから」

　混ぜすぎたことで上手く膨らまなかったホットケーキにしょんぼりとしていたテオは、自分で飾り付けたトライフルを嬉しそうに眺めている。転んで潰れてしまった木苺も、恵真がベリーソースに仕上げていたため、それも使った。

　潰れた木苺、膨らまなかったホットケーキ、テオの小さな失敗はトライフルという大きな成功に形を変えたのだ。

　喜ぶテオを見るアッシャーの眼差しに、恵真は自身の兄のことを思い出す。

　仲の良い兄弟の様子に恵真も口元を緩めるのだった。
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「お、何作ってるんすか！」

「失礼します。アッシャー、テオ、元気そうだな」

　裏庭のドアが開き、聞き馴染みのある声が恵真達の耳に届く。

　リアムとバートが訪れたのだ。

　二人の視線はテオの手元に注がれる。窓からの光を受けて、トライフルはさらに輝いて美しく見える。

「ぼくとね、お兄ちゃんとエマさんで作ったんだよ！」

「凄いっすねー！　……えっと、トーノ様。それはオレらの分はあるんっすかね！　いや、急に来たんで無理なら仕方ないんっすよ？」

　困った者を見るようなリアムの視線を背中に受けながら、バートの目はトライフルに熱心に注がれる。そんな姿を見て、断るつもりは当然恵真にはない。

「じゃあ、テオ君。二人の分も作ってくれるかな？」

「うん！　ぼくが作るね！　待っててね、リアムさん、バート」

　恵真に言われたテオはすっかり張り切っている。アッシャーが恵真に手渡されたグラスをテオの前に置くと、さっそくスプーンで生クリームを掬う。

「バランスがむずかしいんだよね」

　すっかり職人気分のテオの姿に、恵真もアッシャーもくすくすと笑い出す。

　リアムとバートはなにが起こったかわからず、顔を見合わせるのだった。

「そうですか。兄という存在が格好良く見える──私にも覚えがあります」

「んー。オレはないっすけど、まぁ、アッシャーはいい兄ちゃんだと思うっすよ」

　二人の言葉にアッシャーは気恥ずかしそうに目を伏せる。

　テーブルに並ぶのはテオが飾り付けたトライフル、そして温かい紅茶だ。

　テオは嬉しそうにトライフルを口に運んでいる。

「でね、オリヴィエのお兄さんが言うには人は成長するものだから、焦らなくっていいんだって」

「そうっすねぇ。まだまだ二人共オレ達からするとチビっすもん。ゆっくり成長していくといいっすよ」

「まだまだ成長途中ということは、それだけ伸びしろがアッシャーにもテオにもあるということだな」

　バートに小さい子扱いされて少々ムッとするテオだが、その口元にはトライフルのクリームがついている。それに気付いたアッシャーがハンカチでそっと拭う。

　バートもリアムもそのことには触れず、トライフルを食べ進める。

　まだまだ成長していくアッシャーとテオの仲の良さに、恵真は目を細めた。

　いつもどおり、リアムは穏やかに兄弟を見守り、バートは紅茶にハチミツをたっぷり入れて飲む。アッシャーとテオは美味しそうにトライフルを口に運び、クロはソファーの上でゆったりと寛ぐ。

　同じ日など一日もないが、ここ喫茶エニシに流れる空気はいつも変わらない。それが訪れる人々に安心感を与えていることを恵真は気付いてはいないだろう。

今日もまた、喫茶エニシの時間は穏やかに流れるのだった。

《了》


あとがき

　皆さん、ご無沙汰しております。芽生です。

　こうして再び皆さんに作品をお届けできたこと、嬉しく思っております。

『裏庭のドア、異世界に繋がる』二巻、楽しんでいただけたでしょうか？

　あとがきから読む派の方もいらっしゃることでしょう。もしよろしければ、読むのはここまで。後ほどまた読んでいただけると著者としてはありがたいなと……。

　あ、ご協力ありがとうございます。

　では、皆さんが読み終えている前提でお話を進めたいと思います。

　日々の中では様々な選択があります。今日の晩御飯はなにを食べようか、今度の休日はどうしようか、そんなささやかなこと。進学や就職、引っ越しなど、その後の日々も大きく変えるような選択もあるかと思います。

　選択の積み重ねの上に、私達の今があるとも言えますね。

でも、振り返ってみなければその選択がよかったのかわからない。周囲の評価と自分の気持ちが違うこともあるんじゃないかと。

　今回、ある人物が自分の過去と対峙します。

　選ばなかった道への思いが、その人物の日々を変えていき、今のその人を作っている。お話を考えているうちに、自然とそうなりました。

　したことだけではなく、しなかったことが多少なりとも、その人に影響を与えている。

　私は小説家になろうというサイトに小説を書き始め、一二三書房様にご縁をいただき、このように皆さんに『裏庭のドア、異世界に繋がる』を手に取っていただいています。

　それはしたことであり、幸運なことに書籍になるという結果に繋がっている。これは事実です。

　ですが、私の中の多くのしなかったこと、できなかったこともまた、私自身を形成していて、お話に影響を与えている気がしています。

　ある登場人物のしなかったことが、恵真達の日々を変えた。そんな発想にもまた、繋がっているのだと思うんです。

　多くの人の御力を借りて、再び皆さんに恵真達のお話を届けることができました。

　携わってくださったすべての方に感謝しております。

　花守先生が描かれた表紙や挿絵も繊細で美しく、ご縁に感謝しきりです。

　そして、本作を手に取ってくださった皆さんに心より感謝をお伝えしたいです。

　どうかまた皆さんにお会いできることを願って。

芽生
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